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入学試験要項（募ू要項）

IUUQT���XXX�DIVP�V�BD�KQ�
BENJTTJPO�HTDIPPM�FYBN�

˙ 入学試験要項および出願書類は、PDFファイ

ルでެ։しています。

˙ ެࣜWebサイトからダウンロードしてごཡく

ださい。

入学試ݧ要߲
▶ 中央大学公式 Webサイト

文ܥ研究科（法学・経済学・商学・文学・総合

政策研究科）の教員を঺հしています。

IUUQT���TJUFT�HPPHMF�DPN�
H�DIVP�V�BD�KQ�HSBECVO�
UFBDIJOHTUB⒎ �

˙ 専門分野・研究キーワード・研究内༰の詳しい

঺հなどをࡌܝしています。

˙ 研究科と学問分野の両方から検ࡧができます。

จڀݚܥՊͷڭһ৘ใ
▶ 文系研究科 教員紹介サイト

在学生・修了生の੠ʗ学び・研究ʗ進路・就職ʗ大

学院進学の基ૅ知識 ほか。

IUUQT���TJUFT�HPPHMF�DPN�
H�DIVP�V�BD�KQ�HSBEVBUFTDIPPMT�
OZVTJLPVIPV�

研究室ʗ海外活動ʗत業ʗθミʗ人຺と就職ʗ

入試ʗキャンパス ほか。

IUUQT���TJUFT�HPPHMF�DPN�
H�DIVP�V�BD�KQ�TDJ�FOH�

▶ 文系研究科 入試広報サイト

▶ 理工学研究科 特設サイト

大学院΍院ੜͷ༷ࢠ

中央大学 学長

ʮߦ動する஌ੑʯをຏきɺ
学を究Ίる

SoDiety 5�0 とশされるۙະདྷ社会は、グローバル化と高

度情報化のいっそうの発展にࢧえられた知識基൫社会で

あり、そこでは、持続可能な։発目ඪ౸ୡに向けて、大学

の教育・研究・社会ݙߩという諸機能がेશに発揮される

ことがෆ可ܽです。そして、与えられた情報から必要な情

報をҾき出して活用することができるリテラシーにՃえ

て、֫ 得した知識と技能を生かし、ະ知の課୊であっても

૑଄的かつ自発的に取り૊むことができる「コンピテン

シー」を身につけ、グローバルな視఺と発૝で活躍できる

能力と資࣭がٻめられています。本学の建学の精神であ

る「實地應用ノ素ヲ養フ」という表ݱにある「素」とは、こ

のコンピテンシーにほかなりません。

中央大学大学院には、各研究科における専門的な୳究

は も と よ り、ੈ ք 基 ४ の 研 究 活 動 に 参 Ճ し て、総 合 的・

学際的な分野に取り૊むことや、充実した研究生活をサ

ϙートするための、঑学金や研究成果報ࠂॿ成など、さま

͟まな制度や体制が整備されています。

多くの学究、教育研究者、高度専門職業人をഐ出した఻

౷をҡ持するとともに、グローバル・プロフェッショナル

の育成に向けた取り૊みを進め、時代の要੥と社会のෛ

託に応えて参ります。೤意Ҳれるօさんの学を究めるࢤ

が׎えられることを心から期待します。
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子どものࠒから法཯に興ຯがあり中央大学法学部に進学して̐年間学び

ましたが、学部生のࠒは l 学Ϳ z ことに精一ഋで、自身がٻめる研究まで

は୧りணけなかった印象です。また学部̏年࣍から所属しているθミの

田߶教तのଘ在も大きく、見ಀしがちな基本的な֓೦について៛密にݪ

ٞ論をされる࢟੎にײ໏を受け、教तのもとでもっと学びたいというࢥ

いから、大学院進学を決心するにࢸりました。

学部生のࠒは民法における重要論఺にԣஅ的に取り૊み、ݱ在はそこか

らテーマを発展させてh 民法 �61 条と代理制度との関ੑ܎ にɦ関する研究

を進めています。ઌ生方とのڑ཭ײが縮まり、研究に際してより細やか

に指導いただける環境は、大学院だから得られるもの。また法学研究科

は海外からの留学生も多く、国際的な意見やٞ論に身ۙに৮れられるこ

とも、考察力の向上につながっているとײじます。

大学院で大きく成長できたのは、行き٧まった時にࠜݯ的なݪҼを究໌

する࢟੎と、ٻめられる考え方のプロセスを習得できたことだとײじて

います。研究室のࢁଜ׮教तからも「考えろ、考えろ」と厳しく指導され

ましたが、研究でۤ࿑を重Ͷるなかで、自らの力で問୊఺を見つけてղ決

する習׳がつきました。

研究室ではh リサイクル培地中にؚまれる૶細๔૿৩્害෺࣭の୳ࡧ とɦ

いうテーマで、ඍ細૶類から生産されるバイΦ燃料の培地における、૶ճ

ऩ後の培地࠶利用技術を研究しています。産学࿈ܞの大ن໛な研究であ

り、毎݄のように進௙発表が課せられるスピードײのある企業の研究ݱ

場に参Ճできたことは、কདྷに役立つྐとなるはず。研究活動自体の楽

しさにऒかれて決めた大学院進学ですが、多くの方の指導と研究環境の

おかげで、و重な経験を得ることができました。

知識向上のために、学問への探究心から、将来のキャリアを見据えてｰ。

それぞれのビジョンとモチベーションを携えて、多様性に溢れる学生が大学院で学んでいます。

1ि間のスέジュール

݄ Ր ਫ ໦ 金 ౔ 日

前ޕ 研究 θミ 研究 研究 研究 研究 研究

後（ன）ޕ 研究 研究 θミ 研究 研究 自༝ 研究

後（໷）ޕ 研究 研究 研究 研究 研究 自༝ 研究

1ि間のスέジュール

݄ Ր ਫ ໦ 金 ౔ 日

前ޕ 研究 研究 研究 研究 θミ 自༝ 自༝

後（ன）ޕ 研究 研究 θミ 研究 研究 自༝ 自༝

後（໷）ޕ 研究 研究 研究 研究 研究 自༝ 自༝

法学研究科 民事法専攻
博士前期課程̎年

ԕ౻ ٓٱ

ॆ実ͨ͠環境のͳ͔で
ଚܟする教तのࢦಋの΋と
ଘ෼に研究にଧͪࠐΉ೔ʑ

จܥ

理工学研究科 都市人間環境学専攻
博士前期課程̎年

๺ౡ །ҥ

೪りڧく考࡯をਂΊて
課୊をղফする࢟੎͜そが
大学院でಘΒΕͨ੒௕です

ཧܥ޻

▲

博士前期・修士課程への進学理由

▲

奨学金

▲

平均時間

▲

平均的な1週間の場所ごとの研究時間

%"5"でݟる大学院生の生活

0 10 20 30 40 50 （ˋ）

興ຯを深めたかった

専門知識を身につけたかった

資格を取得するため

就職に有利だとࢥった

˙ 文科ܥ

˙ 理工ܥ

博士課程に進むことを考えて

पりの人が進学した

प囲にקめられて

進学が当たり前だとࢥった

社会に出たくなかった

就職ઌがなかった

その他

ແճ答

出య：全国大学生活協同૊合連合会 ୈ12 ճ全国院生生活実態ௐࠪ
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無回答

څ与受ିڅ付受څ

日本学生
支援機構

څ与受ିڅ付受څ

その他

文科ܥ 理工ܥ

受給している
41.2%

受給している
31.4%

▲

アルバイト

0 10 20 30 40 50 60 �0 (�)

在行っているݱ

進学後行いݱ在行わず

進学後は行っていない

ແճ答

˙ 文科ܥ
˙ 理工ܥ

▲

研究費自己負担（半年間）

0 10
000円 20
000円 30
000円

書籍代

文۩などその他

調査費用

交通費や॓ധ費
˙ 文科ܥ
˙ 理工ܥ

文科系 理工系

1ि間のొ校日数（ฏۉ） 3.8 日 4.5 日
ਭ຾時間 �.2 時間 �.4 時間
1日のಡ書時間 135.4 分 5�.9 分

文科系 理工系

大学内研究室 12.5 時間 2�.4 時間
大学内の研究室以外 �時間 1.8 時間
自୐ 13.2 時間 6.3 時間
大学や自୐以外 2.9 時間 0.8 時間

用している׆
ʮ教育・研究
支援੍౓ʯ

大学院進学後から中央大学大学院څ付঑学金として年 20

万ԁの঑学金څ付を受けています。研究環境のࢧえになる

だけでなく、モチϕーションのͻとつにもなっています。

奨学金 P.50 用している׆
ʮ教育・研究
支援੍౓ʯ

研究が๩しいなか、アルバイトと両立するのは೉しいのが

実情です。ティーチング・アシスタントは学内で行えます

し、څ与がࢧ෷われる制度なのでॿかりました。

ティーチング・アシスタント P.48

「究める。」その原点にあるもの
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多様なクライアントのマーケティングઓུやテレビ - デジタルを౷

合したプロモーションઓུの立Ҋを中心にखֻけています。データ

ϕースでのઓུ立Ҋや施策提Ҋを行う場໘では、様々な౷計ղੳや分

ੳख法を多用しており、大学院で培った計ྔ経済学の知見が土台と

なっています。

もともとは中央大学理工学部を卒業し、メーカーでエンジニアとして

໿̏年間ۈ務していたのですが、そこからプロモーションやマーケ

ティング分野をࢤしたのが大学院進学のきっかけ。経済を学んだ経

験がないにも関わらず、೤意をもって指導いただいた阿部ਖ਼ߒ教तと

の出会いが、人生のస機だったとݴってもաݴではありません。企業

との共同研究や修士論文の作成を経験して培った力は、ݱ在のキャリ

アへとつながるもの。ࠓ後もすべての経験を自身のڧみとして、クラ

イアントにݙߩしたいと考えています。

社会人͔Βの大学院ਐ学
す΂ての経験をྐにͨ͠い

データマーケティングを推進する部門として基本となるのは、クライ

アントのデータとਅ᎜に向き合い、事業成長のための各種ઓུ立Ҋ

に活かしていく࢟੎です。部門の特ੑ上、マーケティング、ソリュー

ション։発、メディアプラニング、営業など多様なスキルを持つメン

バーがଗっています。ླ 木さんが大学院で学んできた計ྔ経済学お

よび౷計学の基ૅとなる知識は、業務のϕースになるもの。エンジニ

アとしてಇいた経験などと合わせて、ڧみにしてもらいたいと期待し

ています。

またൺֱ的एいメンバーが多い部門ですので、ླ 木さんにはप囲を

࢟事に取り૊む࢓Ҿする役割も期待しています。೤心で前向きにݗ

੎がप囲に好Өڹを与えているとײじます。ࠓ後はさらにコンサル

ティングやマーケティングなど、ະ։୓の分野への௅ઓによりスキル

を高めながら、クライアントとฒ૸して事業成長をࢧえていける人材

を目指して欲しいとࢥいます。

大学院でഓͬͨ஌ࣝをج൫に
νʔϜをݗҾするଘࡏと͠て

の研究։発をテーマとしていました。京セラ۩ثは大学院でख術ࢲ

へは研究職として入社し、はじめにखֻけたのがミリ波バイタルセン

サの技術։発です。

学んでいた医用工学の知識を活かせたことが、企業での研究にҠ行

する上でॿけになったとײじています。とはいえ、当ॳはԿか݄も研

究がうまくいかないことも。それでもखを動かし続ければ必ず৐り

ӽえられる、とࢥえたのは、諸菱ढ़࢘।教तから஁えられた研究者と

しての地力が、ࠔ೉に立ち向かう力になったからです。ݱ在は、ࢲに

とって新たな分野への௅ઓとなるブロックチェーン技術の研究։発

に取り૊んでいます。こちらも実は大学院の෭専攻で情報セキュリ

ティを学んでいたこともあり、ۤ ख意識をײじることなく、積ۃ的に

取り૊めています。

大学院で身に付けた、自らのखで論理的な理ղを深める l 研究者とし

ての࢟੎ z がࢲの࣠。新たな分野、新たな環境で研究に取り૊む中で

も、ࢲの大きなࢧえになっています。

課୊を࿦ཧ的に௥ٻする࢟੎を࣠に
௅ઓ͠ଓ͚る研究ऀに

研究職としてಇき始めると、୭しもが「できない」というนにͿつかり

ます。そこで前向きに࢓事に取り૊めるかどうか。そこが研究職の大

੾な資࣭だと考えています。そのうえで、自身の研究成果や考えをਖ਼

確にアウトプットできることが必要。ਢ藤さんも、会ٞなどでは積ۃ

的に新しい技術や知見を取り入れ発ݴしてくれています。一方、企業

の研究職としてさらに成長していくために、得た情報を自身で深くࢥ

考し自分の考えを持って提Ҋすること、アウトプットの精度を上げる

ことを意識するよう日ࠒから指導しています。

ブロックチェーンなど新しい技術分野のみならず、時代が変化するな

かで、एख研究者の視఺やアイデアは会社にとって重要なシーズとな

ります。京セラにはएख研究者を育てるだけでなく、その意欲を積ۃ

的にҾき上げる土৕があります。ਢ藤さんには、その土৕をチャンス

とଊえ、ੋ 非自分の可能ੑを信じて、様々なことにチャレンジし、京セ

ラのະདྷを୲う人材として大きく成長してくれることを期待してい

ます。

఺を大੾にࢹと৽͠いੑۃੵ
͞Βͳる੒௕を期଴͠ています

式会社גセϥژ
研究開ൃ本部
ίミュχέーションシステム研究開ൃ部

第1開ൃ部 第3開ൃ課 ੹೚者

前ᖒ ਖ਼ಓ

MANAGER

式会社博報ಊג
データドリブンプϥχングہ

マーέティングプϥχングディレクター

ླ໦ ༞ଠ
経済学研究科 経済学専攻
博士前期課程 201�年3月修了

GRADUATE
GRADUATE

式会社גセϥژ
研究開ൃ本部
ίミュχέーションシステム研究開ൃ部

第1開ൃ部 第3開ൃ課

ਢ౻ 大و
理工学研究科 電ؾ電子情報௨৴工学専攻
博士前期課程 2021年3月修了

「究める。」その先にあるもの 大学院で培った思考と知識が社会とどのようにつながり、人生を豊かにする力となるのか。

修了生と所属する企業の方々の声から、大学院進学の価値を聞かせてもらいました。

（2023年11月取࣌ࡐの内༰・ද記です。） （ 2023年12月取࣌ࡐの内༰・ද記です。）

式会社博報ಊג
データドリブンプϥχングہ

第二プϥχング部 部長

അౡ ٱ௚

MANAGER
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ߏを出発఺として「利客体の۠分ݖʹ利主体と෺ݖʹ人」日の法システムはࠓ

ஙされていますが、人ʹݖ利主体とは、ݴい換えれば意ࢥ能力を有するଘ在で

す。ݱ在の生成ܥ AIはデータの࠯を確཰的に表ݱするものにաぎませんが、こ

れが鉄࿹アトムのようなଘ在（ڧい AI）となった時に、ै དྷの法的アプローチの

ੋ非が問われるでしΐう。AI をめ͙る課୊は、このような法システムશ体に関

わるものから、AI が生成したデータのஶ作ݖといったݱ実的な各論まで多ذ

にわたります。まさに AI の進化が法に対してインパクトを与えているݱ状に

対して、対応できる法཯Ոがѹ౗的にෆ଍しています。そういった人材のഐ出

もまた、法学քに課せられた新たな使命となっています。 

AIは法的な権利主体となり得るか
新領域に挑む人材が望まれています

「センシングʷデータサイエンス」をテーマに、社会実૷に主؟を置いた研究を

進めています。センシング技術を AI の l ײޒ zとして活用し、サイバーۭ間にݶ

られている活用範囲を、フィジカルなۭ間に広げることがテーマのͻとつ。医

療福ࢱや自動車։発、マーケティングなどྖҬは多様ですが、企業や研究機関

と࿈ܞしながら多分野での技術応用を目指しています。また合わせて取り૊

んでいるのが、AI・データサイエンスの技術が導入しやすいスマートファクト

リーの研究です。ヒトやモノの動きが細かくن定されたۭ間における࣍代の技

術導入と環境設定はどうあるべきか、長年にわたり企業と࿈ܞして研究を続け

ています。

センシングとの組み合わせで
AI技術をフィジカルな空間に実装

生成ܥ AI はൽ೑の理ղがۤखだとされていましたが、ݱ在では文຺にԊった

適੾なݴ葉を選択し、自વなޠݴ生成ができるまでに進化しました。「ݴ外の

意ຯ」（ݴ葉の意ຯ以外に話しखが意図した意ຯ）が計ࢉできることは、文຺に

おける意ຯをࢲたちがどう理ղしているかをղき໌かすޠ用論の؍఺から見

ても、ڻくべき事実です。一方で AI にはґવとして発話のղऍにݶքがあり、

人間には話しखの意図やଶ度、ײ情を推ଌし、理ղする力が備わっています。

そういった人間の能力についてもະղ໌の部分が多いですが、生成ܥ AIと人間

のൺֱが、コミュニケーション能力の本࣭を໌らかにするͻとつのख法となり

得るかもしれません。

生成系AIとの比較から見えてくる
言葉の意図を理解する人間の能力

「究める。」
その視点となるもの

中央大学大学院では高౓な専໳ੑとੑݸにҲれるࢹ

。のもと、数多くの研究がల開されています࠲

ͻとつのテーマをࢹ఺に、֤ 研究科の教һが自身の

研究を語ります。

 AI・データサイエンスの切り口から

ビジネスのੈքではࠓ後、AI・データサイエンスはෆ可ܽになるものです。

様々なツールをビジネスに活用するために重要なことは、എܠにある౷計学の

քを学Ϳこと。機ց学習やデータサイエンスがԿを行っݶ૊みやデータの࢓

ているのか、ܥ౷的な理ղが実践的な活用につながります。ࢲの研究では通આ

と事実を照合するために、あるテーマに関するੈの中の通આを、生成ܥ AI を利

用して客؍的にந出しました。ツールの用్の可能ੑはࢲたちの目の前に広

がっています。機ඍな情報を扱うケースがগない、社会実૷にۙいྖҬである

఺において、商学分野はデータサイエンスを活用したダイナミックな研究が生

まれやすい土৕だとݴえるでしΐう。

ツールとして効果的に活用するには
統計学、データへの理解が重要

たとえばとある課୊の調査・分ੳを試みた時、経済学ではこれまで大ن໛な社

会実験の必要ੑや調査コストがͻとつの障นになっていました。そんな状گ

が画૾ղੳやデータ分ੳの進化、センシング機ثが҆Ձに入खできることで変

わりました。ࢲもハロウィンにおけるौ୩Ӻ前の人々の動きをө૾からղੳす

るプロジェクトに参Ճしましたが、୭もが研究のために l データをつくれる z 時

代になったとݴえるでしΐう。そしてこれまで೉しかった実証的な研究が身ۙ

になる中でٻめられるのは、どのようなデータから、どのようなアウトカムが得

られるかを૝૾する力です。एい研究者だからたどりணける新たな視࠲が、経

済学にはまだまだ຾っているはずです。

実証データが身近になることで
新たな研究の可能性が拓かれる

多様な課୊に対して、問୊఺を見ۃめ、ղ決のための提ݴや政策をまとめてい

く。総合政策という広範なフィールドで、ࢲも地Ҭの׭民࿈ܞや৐合バスの経

営؅理など多ذにわたるテーマに取り૊んでいますが、より細かいデータが取

得できることが、研究の精度や۩体ੑを高める要Ҽになっています。国や自࣏

体でもデータによるエビデンスを活用する意識が高まっており、データサイエ

ンスはもはや l 共通ޠݴ z となるもの。その上でやはり重要なのは課୊意識の

持ち方です。データサイエンスという有用なツールをどう活用するのか。ツー

ルが進化しても、課୊を発見する力や社会に対するײ度が研究のى఺となるこ

とは変わりません。

データを取得する技術の進化が
政策の精度と具体性を高めていく

プライバシー・個人情報保護を८る諸問୊について研究しています。長く続い

てきたٞ論の上では、AI やデータサイエンスも、インターネットや各種メディ

アのように、新たな技術のͻとつだとଊえられます。機ඍな情報を機ց学習に

利用することのੋ非、入力ʗ出力データにޡりがؚまれる場合の対応など、情

報の取扱方法や社会の情報のଊえ方の変化に൐う課୊や論఺は生まれます

が、法的な課୊意識の持ち方はこれまでのԆ長ઢ上にあるもの。どうしても新

たなை流に஫目がूまりますが、研究者としては課୊の深部をଊえた論఺を֫

得し、表૚的な変化に༳らがない考察を深めることも大੾だと考えています。

社会変容に左右されない
本質的な視座からの研究を

教授 ߦ৴ ౻ࠤ
専໳分໺
公法、英ถΧφダ法、情報法

法学研究科

தଜ জ޺ 教授
専໳分໺

公ڞ経済学

経済学研究科

෢ੴ ஐ߳ࢠ 教授
専໳分໺
社会学

商学研究科

大૲ ޹հ 准教授
専໳分໺

センサデータ解析、計算機౷計学、
౷計科学

理工学研究科

দҪ ஐࢠ 教授
専໳分໺
言語ൃୡ、語用࿦、
ίミュχέーション

文学研究科

઒࡚ 一ହ 教授
専໳分໺

公ڞ経済学、஍Ҭ経済学、経済政策

総合政策研究科

ੴҪ Ն生ར 教授
専໳分໺
情報法、
プϥイバシー・ݸ人情報อޢ法

国際情報研究科

08 09

教һΠϯλϏϡʔɹResearcher's Vision



中央大学は、1��5 年、1�人のएき法཯Ոたちによって「ӳ吉利

法཯学校」として૑設されました。本学大学院は 1�20 年に設置

されたچ制大学院に始まります。ݱ在は、法学研究科、経済学研

究科、商学研究科、理工学研究科、文学研究科、総合政策研究科、国

際情報研究科を設置しています。

中央大学大学院は、఻౷とֵ新を݉Ͷ備えた教育理೦を؏いてき

ました。この఻౷を受けܧぎながらも、時代の要੥に応えるため

に常に新しい取り૊みを行っています。国内外からूう大学院

生は、総合大学ならではの豊富で多様な教育スタッフの指導の

下、歴࢙とֵ新が༥合した環境で学んでいます。

本学ではこうした研究教育環境を提供し、୎ӽした知識や研究能

力の修得、国際的な視࠲のᔻ養を図り、国際社会で活躍する人材

の育成にݙߩしています。

特 ௃

2024 年 4 ݄ 1 日時఺では、博士前期課程・修士課程 �31 名、博士後

期課程 1�� 名、合計 1
11� 名の大学院生が在籍しています。このう

ち、外国籍の者は 201 名（1�ˋ）、社会人学生（社会人特別入試によ

る入学者）は、51 名（5ˋ）です。

また、2024 年度の入学者のうち、博士前期課程・修士課程では

31� 名（��ˋ）が本学学部卒業者、博士後期課程では 36 名（��ˋ）が

本学の博士前期課程・修士課程の修了者です。

ࡏ ੶ ऀ ਺

中央大学大学院は、その豊富な学術資ݯと優れた教育プログラム

により、社会に広くݙߩできる人材を育成しています。毎年多く

の修了者に修士号や博士号をत与しています。ۙ 年では、年間で

修士号の取得者は400人༨り、博士号の取得者は30人༨りとなっ

ています。

本学におけるこれまでの修士号取得者は 1 万 �
042 人、博士号取

得者（課程博士および論文博士）は 2
445 人に及びます。（2024 年 3

݄時఺）

学位取得者は、産業քや学術քで活躍する優れた人材として活躍

しています。専門知識を活かして新たな研究やイノϕーション

を生み出し、社会にݙߩしています。また、多様な業քや分野で

のリーダーシップや専門ੑを発揮し、その活躍が社会的な課୊の

ղ決や産業の発展に寄与しています。

実 績

研究科 専攻

๏学研究科

公法専攻

民事法専攻

刑事法専攻

国際企業関係法専攻

政治学専攻

経済学研究科 経済学専攻

঎学研究科 商学専攻

ཧ޻学研究科

数学専攻

物理学専攻

都市人間環境学専攻

精密工学専攻

電気電子情報通信工学専攻

応用化学専攻

ビジネスデータサイエンス専攻

情報工学専攻

生命科学専攻

電気・情報ܥ専攻

จ学研究科

国文学専攻

英文学専攻

独文学専攻

仏文学専攻

中国言語文化専攻

日本史学専攻

東洋史学専攻

西洋史学専攻

哲学専攻

社会学専攻

社会情報学専攻

教育学専攻

心理学専攻

૯߹੓ࡦ研究科 総合政策専攻

国際情報研究科 国際情報専攻

在੶者数 修ྃ者数 在੶者数 修ྃ者数
ϖージ

2024年౓ 2022年౓ 2023年౓ 2024年౓ 2022年౓ 2023年౓

0 2 1 0 1 1

ৄしくはɹ1�12
6 0 6 1 1 1

� 4 8 7 2 1

2 0 0 1 0 1

4 0 1 0 2 0

22 16 17 0 1 1 ৄしくはɹ1�18

20 7 13 1 1 2 ৄしくはɹ1�22

6 11 6 1 1 0

ৄしくはɹ1�26

13 24 25 0 0 0

58 57 60 5 2 3

58 73 71 2 2 3

44 77 57 0 0 0

53 42 58 2 7 2

1� 34 21 6 1 1

22 22 28 0 0 1

13 17 � 0 0 0

ー ー ー 0 1 1

4 � 3 2 1 0

ৄしくはɹ1�32

0 4 3 0 1 0

1 3 4 0 0 0

2 3 1 0 0 0

1 2 6 1 2 0

10 � 6 0 1 0

0 3 2 2 0 1

1 4 1 0 0 0

2 1 3 1 0 0

7 4 4 2 1 2

2 1 3 0 0 1

0 2 2 0 2 0

7 3 1 1 1 0

10 5 5 1 0 1 ৄしくはɹ1�38

� 2023年4月開設 ー ー ー ৄしくはɹ1�42

博士前期課程・修士課程 修士学Ґ 博士後期課程 博士学Ґ

ඪ४修業年ݶɿ2 年間 ඪ४修業年ݶɿ3 年間

“ 実学重視 ”の伝統を基盤に、
最先端の学術研究を推進

研究科・専攻
インデックス
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ෳࡶԽ͢Δࣾձʹ͓͍て
ਅ࣮を୳͢ٻΔͨΊͷྗを

グローバル化、Ϙーダレス化が進展する社会の中で複ࡶ化した

社会ݱ象を೺Ѳするために専門ྖҬを基࣠としながら、Ճえて

関࿈・पลྖҬの視࠲もᔻ養すべく、多様な専門ྖҬの教員と大

学院生がともに日々研ᮎを積んでいます。

異なるղऍに立つղ決策からもたらされる利ӹの૬ҧをಥき٧

め、問୊ղ決にまつわる種々のϕクトルを総合する論理的ࢥ考

力やバランス֮ײ、社会的ਖ਼ٛの実ݱにݙߩする高いࢤと೤い

情೤をもとに、「ਅ実」を୳ٻする意ٛを見出します。

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
外国語教育／諸外国との比較研究から国際的な視座を獲得
法学、政࣏学及びその関࿈諸分野に関するより高度な研究を行なうためのϙイントのͻとつとして、国際社会を視
野に入れた知識とࢥ考、ฒびに国際ൺֱの؍఺を重視しています。そのための素養を高めるべく、博士前期課程の
共通科目には専門分野の基ૅ的素養をᔻ養する科目を഑当するとともに、各種外国法を専門に学Ϳ外国法研究等
を置いています。また、その他の「特講」「ԋ習」等の多くの科目で外国ޠの文ݙ講ಡを実施し、外国ޠのಡղ能力の
向上にも力を入れています。

特௕

2
研究手法からアウトプットまで研究力の基盤を築く
専門分野の指導にՃえて、専門分野に関わらずٻめられる研究スキルの基ૅをஙく科目を多く設置しています。
博士前期課程では、研究倫理・研究方法論、アカデミック・ライティングなどの「研究基ૅ科目」を։講。博士後期課
程では研究指導論、研究報ࠂ論などの「研究論科目 」を։講し、自立した研究者となるための研究指導・研究報ࠂの
方法論を身につけます。

特௕

3
指導教員のもとで培われる複眼的な視野と独自性
研究指導にあたる指導教員の専門分野は、法཯学・政࣏学をはじめとして経済学、ࡒ政学、行政学、社会学など多分
野にわたります。その多様ੑこそが大学院生一人ͻとりの学問的ニーズにॊೈに対応する研究環境のૅとなって
います。指導教तの細やかな指導を受けながら自身の研究テーマを௥究することで、専門分野および関࿈ྖҬの
知識や考え方も教तされ、専門ੑを൐う複؟的な視野と、それͧれの研究テーマのಠ自ੑが׎えられます。

博士前期課程
修士（法学）、修士（政治学）

博士後期課程
博士（法学）、博士（政治学）

▲

औಘできる学Ґ

法学、政࣏学及びその関࿈諸分野に関する理論ฒびに諸ݱ

象にかかる高度な教育研究を行い、高い研究能力と広く豊

かな学識を有し、専攻分野における教育研究活動その他の

高度の専門ੑを必要とする業務を਱行することのできる

人材を養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

法学研究科
公式WEBサイト

法学研究科 刑事法専攻
博士前期課程̍年

᪅ Ըܚ CHO Eunkyung

研究テーマ

マッチングアϓリ利用によるඃ֐実態
と対策に関する研究

ਐ学動機　

サイόー൜ࡑに関する研究を行う΂
く、専໳家である࢛方教तが在੶する
中央大学大学院を選びました。

GRADUATE STUDENT
教त ޫ ํ࢛ SHIKATA Ko

専໳෼野　ܐ事法学、社会安全政策࿦

研究キーϫード　サイόー൜ࡑ、再൜防ࢭ
施策、社会安全政策࿦

研究内༰　サイόー൜ࡑと再൜防ࢭ

法学研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

ํ࢛  私は30年近く警察官僚として働いてきて、教員となって6年ほ

どですが、趙さんのように大学院で犯罪心理学を学んだ後に、法律や刑

事政策の分野に移行して研究する方は珍しいです。

᪅  四方先生の存在を知ったのは、早稲田大学大学院で犯罪心理学

を学んでいた頃。サイバー犯罪に興味を持つ中で四方先生を紹介して

いただいて、法学研究科を受験する前に初めてお会いしました。

ํ࢛  非常に志が高くて、熱心に学んでいるなと第一印象で感じまし

たよ。サイバー犯罪に対して、法学や犯罪学の見地から取り組む研究者

は少ないので、私としても期待する部分がありましたね。

᪅  犯罪心理学を学んでいた頃からマッチングアプリをテーマに

しているのですが、以前は犯罪被害とつなげて研究することが難しく

て。四方先生のもとで、やっと被害者実態の調査や犯罪対策という観点

から研究ができるようになりました。

ํ࢛  サイバー犯罪は大きく２～３つに区分できるのですが、ランサ

ムウェアなどの技術的犯罪と、ネットを介して子どもや女性などの弱

者が犯罪に巻き込まれるタイプが主なもの。マッチングアプリは後者

に当たりますが、先行研究はまだ少ないですよね。

᪅  日本や韓国ではデータはあまりなく、先行研究も海外のものを

主に参照しています。先生からアドバイスされたアンケートやインタ

ビュー調査、報道からの傾向分析、また性被害者支援団体にも協力を仰

いでいまはデータの収集を進めています。

ํ࢛  趙さんの国際的な素地を活かして、グローバルな視点を加える

といいかもしれません。また刑事政策は法学と犯罪学の境目にあり、社

会とのつながりが重視される領域です。心理学で培った実証的なデー

タ分析の力も発揮できるといいですね。現実直視と問題解決の姿勢は

大切にしてほしいと思っています。

᪅  先生のもとに来てから、研究や学会に多く参加させてもらっ

て、さまざまな先生方から助言や刺激をいただいています。もちろん先

生のアドバイスも研究に反映したいと思うものばかりで。いまのお話

もしっかりメモしたので、今後の研究に活かしていきます。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

新たな犯罪領域の研究だからこそ
現実社会とのつながりを重視してほしい

公法専攻

刑事法専攻

政治学専攻

民事法専攻

国際企業関係法専攻

๏学ڀݚՊ
博士前期課程・博士後期課程

茗荷谷キャンパス 昼間開講

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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指導教授による研究指導

論文の執筆 構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（32単位）の修得

指導教授による研究指導

論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（12単位）の修得

त業科໨のཤ修 त業科໨のཤ修

研究࿦科໨・
特घ研究のཤ修

研究࿦科໨・
特घ研究のཤ修
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指導教授による研究指導

論文の執筆 構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（32単位）の修得

指導教授による研究指導

論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（12単位）の修得

त業科໨のཤ修 त業科໨のཤ修

研究࿦科໨・
特घ研究のཤ修

研究࿦科໨・
特घ研究のཤ修
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■ 研究基礎科目
「研究倫理・研究方法論」「アカデミック・ライティング」「リサーチ・リテラ

シー」を഑置。このうち「研究倫理・研究方法論」は、研究者の୭もが身につ
けるべき基ૅ的な研究倫理と研究਱行の方法論を学Ϳための必修科目で
す。

■ 共通科目
専攻分野を問わず広く履修を推঑する科目や、研究に必要な基ૅ的知識・
基ૅ的素養をᔻ養する各種の科目を置いています。また、多様なഎܠを
持った学生（社会人や外国人留学生等）が専門的分野の教育を受けるにあ
たり、ϕースとなる必要な知識の修得・補充を行うための「専門導入科目」
も設置しています。これらにより、大学院教育にアクセスしやすくしてい
ます。

■ 専攻科目
専攻ごとに専門科目を഑置し、法学と政࣏学分野のそれͧれにおけるݻ有
の専門的知識や論理的ࢥ考能力の修得を図ります。

■ 研究基礎科目
「研究指導論」「研究報ࠂ論̍」「研究報ࠂ論̎」の 3 科目を必修科目として

഑置。研究者として自立するために必要ෆ可ܽな研究指導・研究報ࠂの方
法論の修得を図ります。

■ 専攻科目
研究者として自立するために必要ෆ可ܽな専門知識と能力の修得を図る
ことを目的とし、専攻ごとに「特घ研究」を഑置。きめの細かい高度な専門
的指導を行います。特に、社会に生ىする多様で複ࡶな諸ݱ象を自立した
研究者としての視఺から的確に分ੳするとともに、課୊やฆ૪を専門的か
つಠ૑的な視఺から適੾にղ決するために必要、かつ高度な方法論と豊富
な知識、論理的で൷൑的なࢥ考力をᔻ養することを目的としています。

博士前期課程 博士後期課程

˛

तۀ঺հ

専門分野の研究を行う上で必要なख法について、

۩体的な研究ྫに照らしながら、研究の科学的な

プロセス（研究課୊の発見、研究計画と研究方法

の決定、データの分ੳ、研究結果のղऍと報ࠂ）の

ஈ階を௥って学びます。また、特定の研究課୊に

関する文ݙ検ࡧとطଘの情報の要໿を行うこと

を通じて、これらの作業の要఺を学びます。Ճえ

て、前提となる研究倫理教育を行います。

専門導入 A では、専攻分野におけるݱ代的課୊

の理ղや理論状گの೺Ѳなどを通して、自ݾの

問୊意識のৢ成・発展・໌ 確化を図り、研究テー

マの発見につなげます。

専門導入 B は、外国人留学生を対象とし、日本

法や日本の政࣏学を学Ϳ導入的科目（基 ・ૅ特

௃などの֓આ）です。博士前期課程での研究活

動にあたって必要な知識を補రします。

学部または博士前期課程の専門科目の講 ・ٛԋ

習に参Ճし、୲当教員の指導の見学・補ॿ、当֘

त業において一定程度のリードをするଘ在とな

ることを通じて、研究者として必要な指導力の

養成を図ります。

研究ྙ理・研究ํ法࿦ɹ 博士前期課程 専໳導入 A ʗ #ɹ 博士前期課程 研究指導࿦ɹ 博士後期課程

ダブル・ディグリープログラム

本学と協定ઌの大学の大学院に同時に在籍し、単位ޓ換等を行い、各大学院の課程
を修了し、それͧれの学位を取得できるプログラムです。本研究科の博士前期課程
では、ؖ 国の成ۉ館大学校ロースクールと協定をక結しており、日ؖ両国のൺֱ法
研究および両国の法཯学に通ڿするグローバルな視野を有する優秀な専門Ոを養
成することを目的としています。

˛

入学͔Β修ྃ·でͷϑϩʔ

博士前期課程

科໨܈
科໨

修了にඞ要な୯Ґ
1 年次 2 年次

研究ૅج科໨

● 研究ྙ理・研究方法࿦ 2 ୯Ґඞ修

32୯Ґ以上

˓ リサーチ・リテラシー

˓ アΧデミック・ライテΟング

共௨科໨

専໳ಋ入科໨
˓ 外国語文ߨݙಡ ˓ 専໳ಋ入 "

˓ 専໳ಋ入 # ˓ 日本法リーΨϧリサーチ

一ൠ共௨科໨
科໨および外国法科໨ܥ法学ૅج ˓ ˓ 総合特ߨ

˓ 政࣏学جܥ本科໨ ˓ 特घٛߨ

専攻科໨

公法専攻
˓ ֤種特ߨ 1・2 ˓ ֤種ԋश 1・2

˓ 公法特घ研究　ほか

民事法専攻
˓ ֤種特ߨ 1・2 ˓ ֤種ԋश 1・2

˓ 民事法特घ研究 ˓ 研究特࿦ 1・2　ほか

事法専攻ܐ
˓ ֤種特ߨ 1・2 ˓ ֤種ԋश 1・2

事法特घ研究　ほかܐ ˓

国際企業関܎法
˓ ֤種専໳科໨

˓ 研究特࿦ 1・2　ほか

政࣏学専攻
˓ ֤種特ߨ 1・2 ˓ ֤種ԋश 1・2

˓ 政࣏学特घ研究　ほか

※ଞ専攻科໨、ଞ研究科科໨はあΘせて10୯Ґを上限に修了にඞ要な୯Ґ数にࢉ入する。

法学研究科
シラバス

博士後期課程

科໨܈
科໨

修了にඞ要な୯Ґ
1 年次 2・3 年次

研究࿦科໨

● 研究指ಋ࿦ 2 ୯Ґඞ修

12୯Ґ以上

● 研究報ࠂ࿦ 1 1 ୯Ґඞ修

● 研究報ࠂ࿦ 2 1 ୯Ґඞ修

専攻科໨

公法専攻

民事法専攻

事法専攻ܐ

国際企業関܎法

政࣏学専攻

˓ 特घ研究 1・2
6 ୯Ґ以上

˓ 特घ研究 3・4

˓ 特घԋश

※֤課程の開ߨ科໨や修了要件の詳細は、入学後のཤ修要項でご確認ください。
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▲

 学位論文タイトル

修士࿦文 ˙個人情報保護委員会の諸ݶݖʕ国の行政機関

及び地方ެ共団体の機関に対する؂ಜݶݖを中心にʕ ˙合ऺ国における

textValiTN と living DonTtitVtion の一໘からのࣔࠦʕݑ法 25 条におけるプ

ログラムن定を素材にʕ ˙保護する੹೚と国࿈҆保理ʕリビアとシエラレ

Φネを対象にしてʕ ˙アフリカにおける立ݑ主ٛの受༰と変༰ ʕエンク

ルマ時代のΨーナを中心にʕ ˙୤২民地後の自決ݖ � 人ݖ保障の؍఺から

見た自決ݖの変༰と課୊ ˙ݑ法ղऍにおける「習཯」 ʕղݖࢄを୊材にし

てʕ

博士࿦文 「̇一般的法ٛ務の免আ」のߏ଄ ˙ݑ法上の໘会交

流ݖʕݑ法上の਌のݖ利との関࿈でʕ ˙動෺保護のݑ法論ʕアメリカにお

ける動෺法学の発展とݑ法学の変༰ʕ

国家と国民の関係、そこにある規律性、公益性、そして1つの国を越えた、国家と国家、

あるいは国家と社会の関係などを、法的構造（権利と義務）のもとに研究していきます。

その分野は、憲法、行政法、国際法、租税法など多岐にわたります。国際社会を含めた現

実社会の様子を的確に知るとともに、あるべき社会の姿などを追求することにもつな

がります。

〈 履修プログラム 〉
௥ٻする専門分野の指導教तのもとで、当֘त業科目を受講しながら、修士論文・博士論文のࣥ

筆を進めます。त業科目は、講ٛ科目とԋ習科目が設置されており、それͧれの専門分野を深く

学Ϳことが可能です。その一方で、専攻共通科目の中から、社会科学の基ૅ的理論や、ࢥ૝、歴

ドイツ、ޠだけではなく、ӳޠ఩学などを学Ϳことができます。また、त業によっては、日本、࢙

యをবྌし、外国とのൺֱ研究を通じてݪ使しながら、௚接各種資料やۦなどをޠフランス、ޠ

の、研究課୊の୳ٻをより高度に展։できる指導体制を整えています。

ެ๏ઐ߈▲ ▲

 学位論文タイトル

修士࿦文 ˙アメリカにおける気候変動ૌুとࠂݪ適格が持

つ役割に関する一考察 ˙国際ࢲ法におけるࣇಐࠗの課୊ʕドイツ法及び

EU 法を中心にʕ ˙日本 - イギリスެӹ信託法制度におけるެӹੑの基४の

ൺֱ法的検討ʕެӹੑ要件（PVbliD BeneGit ReRVireNent）をൺֱ対象とし

てʕ ˙日中における応用ඒ術のஶ作ݖによる保護に関する考察 ʕ中国法

へのࣔࠦʕ

博士࿦文 ˙国際投資஥ࡋ൑அのࣥ行問୊

経済のグローバル化の進展に伴い、国内外の実務界で活躍できるより高度な専門職業

人の育成が求められています。国際企業関係法専攻は、“経済に強い法律家”をスロー

ガンに、研究者、グローバル社会で活躍する高度職業人を養成します。

〈 履修プログラム 〉
国際企業関܎法専攻は、l 経済にڧい法཯Ո z の養成を主؟としており、国際経済関܎のत業科

目が数多く設置されていることが特௃です。「研究特論」というत業科目では、通常の講ٛとԋ

習のほかに、研究テーマの決定やその進め方、論文指導など、ษڧのख立てとなるツールについ

て指導を行っています。知識を応用する際の分ੳの࢓方や論理的なࢥ考法などについて研究特

論で学んだ上で、論文をまとめます。

▲߈๏ઐ܎ؔۀاࡍࠃ

▲

 学位論文タイトル

修士࿦文 ˙民法 �61 条（日常のՈ事に関する࠴務の࿈ଳ੹

೚）の法的ੑ࣭論ংઆʕドイツ民法 135� 条に関するٞ論からࣔࠦを受けて

ʕ ˙非上場会社のࣜגՁ格のࢉ定基४ ˙ NFT（非代ସੑトークン）取Ҿに

おける法ن制 ˙深セン経済特۠個人౗産条ྫにおける自༝ࡒ産に関する研

究ʕൺֱ法的視఺からʕ ˙Ո事࿑ಇの法的ධՁの視఺から見る཭ࠗڅ付

制度の研究 ˙中国における内部౷制システムのߏஙに関する研究ʕ日本

法からのࣔࠦ ˙ローマ法における海上ফ費ିआ制度の変ભʕD�45
1
122
1 

SDaev� 2� dig� のղऍを通してʕ ˙成年後見制度と社会生活の҆શ・̓ 心の

保障ʕ日中成年後見制度のൺֱ研究ʕ

博士࿦文 ˙ެ的部門の民営化とެۈ務職員のݖ利保障のあ

り方ʕEU・ドイツ・イギリスにおける࿑ಇ関܎ঝܧ法理と各民営化類型への

適用に関する考察ʕ ˙ه࿥の法的ੑ࣭を考えるʕৼସࣜגと҉号通՟をྫ

にʕ ˙ドイツにおけるԾ૷ （ࠗSDIeineIe) 的変ભʕ社会意識と࢙定の歴ن

の関࿈を視野に入れてʕ ˙信託設定行ҝの法的ੑ࣭ʕ信託目的による受ӹ

者意߆ࢥଋのਖ਼当ੑʕ ˙高ྸ社会における信託の有用ੑとՈ଒を受託者と

する信託（民事信託）の課୊ ˙૞査ެ൑協力型取Ҿとख続保障 ˙中国海上

保険法と一般保険法のݱ代的な調࿨および౷一への道ʕ中国と海外立法の

ൺֱを中心にʕ ˙஥ࡋにおける保શॲ分の研究 ˙ӽ境 E コマースにおける

ফ費者保護法制の研究ʕ中国電子商取Ҿ法のීวੑとݻ有ੑの分ੳを通じ

てʕ

私人間の権利と義務に関する私法分野を中心に学びます。具体的には、民法、商法、経

済法、労働法、民事訴訟法、社会保障法などが対象となります。現代社会における家族

の問題、日々変化するビジネスと法律の問題、高齢化社会を揺るがす社会保障問題な

ど、身近にある諸問題なども視野に入ります。問題発見能力を錬磨し、高度な分析能力

と解決能力を備えた高度職業人を目指して学ぶ者、そして、外国人留学生で日本の法律

システムを学ぼうとする者にとっても、学びやすい環境が整っています。

〈 履修プログラム 〉
各自のকདྷ目ඪにԊって、各分野の指導教तのもとで学び、研究することが基本となります。ެ

法専攻と同じく、まずは専門分野の講ٛ科目とԋ習科目を履修します。また、社会人の方は、研究

特論とよばれる科目で、法཯分野における情報ऩू、問୊の分ੳख法を学び、論理的に෺事を考

え、まとめる力を養うことができます。

ຽࣄ๏ઐ߈▲ ▲

 学位論文タイトル

修士࿦文 ˙アイθンハワー政ݖとトリエステ問୊ʕ同ໍ政

策としての EDC ᇐの定׽ʕ ˙中国共産ౘによるڹղとそのӨנ ɿٛ1�45

ʙ 1�4� ʕ中国共産ౘଆの新聞をखֻかりにʕ ˙ോࢁ一࿠の対中政策ʕそ

の行動と理೦ ˙՚北઎ྖ۠における日本の対中文化政策࠶検討ʕh ්女ࡶ

ࢽ をɦखがかりにʕ ˙Ӊ஦։発をめ͙る変化と、̓ 定的Ӊ஦利用のための国

際的取り૊み ˙ઓ後日本の対中外交論ʕ中ીࠜ康߂の対中外交論を中心に

ʕ ˙フィンランド福ࢱ国Ոにおける社会的投資政策

博士࿦文 ˙日ਗ਼ઓ૪期におけるઓ૪画の๖ժ、ܗ成とその

あり方ʕ日本・中国・Ԥถとのൺֱを中心として ˙ݱ代アメリカの҆શ保障

政策ʕアメリカ海洋ઓུを中心にʕ ˙中国の気候変動外交ʕ国際関܎にお

けるアイデンティティと国ӹ௥ٻの変ભʕ

現代社会が多彩に見せる諸現象・諸相、歴史などについて、その本質をつかみ、背後にあ

る法則性や規則性を読みとり、かつその諸相を把握していきます。そのため、学ぶ分野

は広く、純粋理論、思想、歴史、国際関係、地域研究、経済学など多岐にわたります。自ら

の追求する専門分野とともに、隣接分野をも学べることが魅力です。

〈 履修プログラム 〉
指導教तのもと、௥ٻする専門分野について、講ٛ科目である特講とԋ習科目であるԋ習をまず

は履修します。この専門科目の学修では、博士前期課程ならば 2 年間にわたり最௿でも合計で

16 単位になります。この専門科目の学修を通じて、研究分野の基ૅ知識を修得するとともに、そ

のࢥ考の࿮૊みなどを学Ϳことができます。また、法཯ܥ専攻を༴する本研究科の特৭を活かし

て、この両科目のほか、ྡ 接する諸分野のत業科目を履修することができます。たとえば、行政学

や国際関܎などを研究しながら、法཯科目をซせて学Ϳこともできます。

੓࣏学ઐ߈▲

▲

 学位論文タイトル

修士࿦文 ˙環境保護をめ͙る事前予๷及び事後ॲേのൺֱ

法的研究 ˙ DV ๷ࢭ法における保護命ྩの実࣭化に向けてʕニュージーラ

ンドの保護命ྩ制度を参考にʕ ˙ܐ事࢘法における位置情報取得とモβイ

ク理論 ˙保護࢘制度のݱ状と課୊ʕ保護࢘制度のະདྷに向けてʕ 「̇ܐ事

ૌু法におけるؑ定及び科学的証ڌの証ڌ能力と証໌力」 ˙ 2R コードの

すりସえによる新たな൜ࡑ類型に関する研究 ˙間接ਖ਼൜理論についてʕ

ಠ・日・中のൺֱ法的研究ʕ˙൜ࡑ報道における実名報道の法的検討ʕؖ国

の「身上情報ެ։制度」とのൺֱʕ ˙終຤期医療におけるױ者の自ݾ決定ݖ 

˙事実のޡࡨʕ۩体的ූ合આをめ͙ってʕ

博士࿦文 ˙ਖ਼当๷Ӵ制度に関する日中ൺֱについて ˙アメ

リカ合ऺ国における຅ऩ制度についてʕ൜ࡑඃ害者のଛ害ճ෮制度として

の展望ʕ ˙཭୤研究の؍఺からみた࠶൜๷ࢭ対策の課୊と展望ʕ「関ੑ܎

モデル」による社会෮ࢧؼԉの可能ੑの検討ʕ ˙情報技術が高度に発ୡし

たݱ代社会における૞ࡧ・ԡऩ法理のあり方 ˙աࣦ共同ਖ਼൜論の൷൑的検

討ʕ日本と中国のൺֱ研究を中心にʕ ˙生命に対するॲ分と自ݾ決定ݖ 

˙アメリカ合ऺ国における൜ࡑ૞査及び対外௑報目的での電子的؂視につ

いての研究 ˙ AI のܐ事੹೚

刑法、及び手続法である刑事訴訟法など伝統的な法律分野のほか、犯罪学、刑事政策も

併せて研究することができる体制を敷いています。そのため、法学的視点からの理論

研究、判例研究にくわえ、現代社会で発生する犯罪事例の研究や、政策動向などについ

ても詳しく研究することができます。

〈 履修プログラム 〉
する܎事政策などについて、まずは研究テーマを決定し、これに関ܐ・学ࡑ事ૌু法、൜ܐ、法ܐ

法体ܥの科目の教員を指導教तとして決定します。研究テーマの௥ٻとともに、関܎するܐ法な

どの法཯科目を履修することで単に研究テーマの௥ٻにとどまらない、当֘の法཯科目につい

ての体ܥ的な知識と考え方を身につけることができます。また、ܐ事法専攻では、日本法だけで

はなく、外国法とのൺֱ研究を఻౷的に重視しており、ӳถݍ、ドイツݍޠにおけるܐ事法との

ൺֱ研究も盛んに行われています。特にۙ年では中国やؖ国などとのൺֱ研究を試みる大学院

生もଘ在します。

▲߈๏ઐࣄܐ

ઐ߈঺հ

๏学ڀݚՊとϩʔεΫʔϧʢ๏Պ大学院ʣとͷҧ͍

法学研究科 （学術・研究ܕの大学院）

〈 学ぶ内容 〉　

主として法学分野およびその関࿈分野に関する研究を行い、研究

能力や専門ੑを高められます。大学教員やシンクタンクの研究

員といった研究者養成、あるいは法学分野の高度な知見を有した

職業人の養成が目的とされています。

〈 取得できる学位 〉

˔ 修士（法学）　（博士前期課程または修士課程を修了）

˔ 博士（法学）　（博士後期課程または博士課程を修了）

ロースクール（専໳職大学院）

〈 学ぶ内容 〉　

法૤（弁護士・検察ࡋ・׭൑׭）に必要な知識や能力を培うことに

特化。࢘法試験に合格するために必要な幅広い知識を身につけ

ることが可能です。修了することで、法૤になるために必要な࢘

法試験の受験資格を得られます。

〈 取得できる学位 〉

˔ 法務博士（専門職）

CLOSE UP
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経済学研究科 経済学専攻
博士前期課程̍年

ਿࢁ ୓ւ
SUGIYAMA Takumi

研究テーマ

、事の属人化におけるϝΧニζム࢓
に対するήーム理࿦かޢ人情報อݸ
らのアϓϩーチ

ਐ学動機　

中央大学国際経Ӧ学部を卒業。学部
で経Ӧ、経済を学Ϳ中で、経済学の
。をさらにਂめたいと考えましたࣝݟ

GRADUATE STUDENT

博士前期課程
修士（経済学）

博士後期課程
博士（経済学）、博士（会計学）、博士（経営学）

▲

औಘできる学Ґ

経済学及びその関࿈諸分野に関する理論ฒびに諸ݱ象に

かかる高度な教育研究を行い、高い研究能力と広く豊かな

学識を有し、専攻分野における教育研究活動、その他の高

度な専門ੑを必要とする業務を਱行することのできる人

材を養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

経済学研究科
公式WEBサイト

学ࡁܦ
ɹɹڀݚՊ

経済学専攻

博士前期課程・博士後期課程

多摩キャンパス 昼間開講

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
入学直後から経済学と研究スキルの基礎を重点的に修得
博士前期課程の早いタイミングから研究者としての基ૅをஙくことが、その後のキャリアアップにとって重要で
す。経済学研究科では研究倫理教育やアカデミック・ライティングなどを学Ϳ「リサーチ・リテラシー」で研究スキ
ルを身につけながら、「ミクロ経済学 」「マクロ経済学 」「計ྔ経済分ੳ 」「ϙリティカルエコノミー」「経済࢙֓論 」

「経済学࢙֓論」などの科目を選択必修化し、あらΏる専門分野でෆ可ܽな経済学の基ૅをݻめます。

特௕

2
日本全国の教育・研究機関で活躍する研究者を多数輩出
経済学研究科では૑設以དྷ、࣍代を୲う研究者の育成を教育のபとして、શ国の大学で活躍する研究者を数多くഐ
出してきました。そのための環境として、博士前期課程に研究者を目指す大学院生のための「研究者コース 」を設
置するほか、実࣭的に博士前期課程と後期課程を接続して学べる体制を整備。博士後期課程のඪ४修業年ݶを̏
年とする࿈続的なプロセスの中で、博士学位の取得を目指せます。

特௕

3
高度専門職業人としてより高度なキャリアを目指す
複ࡶ化するݱ代社会において、政策立Ҋ・਱行能力や国際的なࢥ考力、実践的なビジネス֮ײなどを備えた「高度
専門職業人 」へのニーズが高まっています。経済学研究科では、専門知識・スキルにՃえてプレθンテーションス
キルやデータ分ੳ・運用能力を身につける「高度職業人コース 」、税理士試験合格に向けた税法科目免আと修士論
文作成を目指す「税理士コース」を設置。より高度なキャリアの実ݱへと導く環境を用意しています。

ࣾձをߏ଄తʹଊ͑
՝୊ͷ֩৺をඥղ͍て͍͘

格ࠩやශࠔ、金༥ෆ҆定ੑ、ٸ速な情報化のෛのӨڹ、気候変動

など、ݱ代社会が๊える課୊は、複数の主体や問୊がབྷみあった

複ࡶなߏ଄が特௃で、ղ決のためには生ىしているݱ象をシス

テムとして理ղするࢥ考が必要とされます。経済学とはまさに

そのシステム的ࢥ考を提供する学問です。データ分ੳ、人間心

理の理ղ、モデルをもとにした推論、実験の設計、国際関܎の視

఺、歴࢙的ࢥ考、制度、政策の分ੳなど、多様なセンスが、経済学

的؍఺から特定の問୊を分ੳすることでຏかれていきます。

୍ᖒ ߂࿨ 教त
TAKIZAWA Hirokazu

専໳෼野 経済政策、理࿦経済学

研究キーϫード　制度の֓念化、社会科学
の఩学、ൺֱ制度෼析、ήーム理࿦

研究内༰　ήーム理࿦、ήーム理࿦を活
かした制度࿦

経済学研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

ਿࢁ  卒業論文ではゲーム理論を扱ったものの、国際経営学部では経

営学に比重をおいていたので、はじめは経済学の数学的な手法で理論

を構築していく考え方に慣れない部分がありまして。

୍ᖒ  杉山さんは特別選考入試で学部４年次の春には進学が決まっ

ていて、その場合は、学部生の頃から大学院の講義を受けることができ

る。早めに大学院の学びに馴染むにはいい制度ですよね。

ਿࢁ  最初は大学院の授業を通して、経済学に頭を慣れさせるという

イメージでしたね。まずは筋トレをするかのような。

୍ᖒ  分野ごとに求められる“センス”のようなものはありますから。

卒業論文にも学部生ながら、１年間、大学院の授業で得た蓄積は見て取

れました。大学院に進学してからも、専門分野を超えてきたことを加味

して、自分の問題意識を相当わかりやすく説明しましたよね。

ਿࢁ  そうですね。マクロ・ミクロ経済学も改めて丁寧に教わりまし

たし、経済学として何を考えるべきかという視座の持ち方から指導し

ていただきました。先生との設問の中でも、段々と経済学的な話が合う

ようになったことは手応えになりました。

୍ᖒ  私としては経済学の基礎の上で、学部で培った視点やデータ解

析に関する力も活かしてもらいたいと思っていました。さらに杉山さ

んは統計数理研究所で技術補佐員もしているし、情報理論に強いとい

う側面も持っている。経済学も時代に合わせて変化していますから、こ

れまでのベーシックな研究者とは異なる資質を持った方と、一緒に学

ぶ面白さ、そして杉山さんの研究の可能性を感じています。

ਿࢁ  統計数理研究所では、個人情報に関する実験や論文執筆に参加

していて。修士論文のテーマはまだ模索中ですが、個人情報と大学院で

学ぶゲーム理論をうまく紐付けることができないかと考えています。

経済学の領域ではあまり事例のないテーマ設定なので、周囲とは異な

る研究ができるのではないかと。

୍ᖒ  経済学的なセンスは持ちつつ、視野を狭くしないように。また

一方では、これからも変わらず、長年にわたってお互いに面白いと思っ

た知識を共有できる友人であり続けたいですね。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

経済学の土台に多様な知見を重ねて
新しい視野の広がりを楽しんでいきたい

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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指導教授による研究指導

指導教授による研究指導

論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（6単位）の修得

履修・単位の修得

論文の
執筆

論文の
執筆

研究テーマ構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格
研究者コース
税理士コース

高度職業人コース 仕上げ
審査・

最終試験合格
分析手法修得、演習科目の履修

研究活動・
特定課題研究
論文の執筆

特定課題
研究論文の
概要提出

ԋशᶗ・ᶘ、ج本科໨、
発展科໨のཤ修

特घ研究、
リサーチ・

ϫークショッϓのཤ修

ԋशᶙ・ᶚ、
त業科໨のཤ修
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指導教授による研究指導

指導教授による研究指導

論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（6単位）の修得

履修・単位の修得

論文の
執筆

論文の
執筆

研究テーマ構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格
研究者コース
税理士コース

高度職業人コース 仕上げ
審査・

最終試験合格
分析手法修得、演習科目の履修

研究活動・
特定課題研究
論文の執筆

特定課題
研究論文の
概要提出

ԋशᶗ・ᶘ、ج本科໨、
発展科໨のཤ修

特घ研究、
リサーチ・

ϫークショッϓのཤ修

ԋशᶙ・ᶚ、
त業科໨のཤ修

経済学研究科
シラバス

˛

ΧϦΩϡϥϜͷجຊߏ੒

■ 基本科目
研究活動を始めるにあたり必要となる複数の基൫的能力を会得する「リ
サーチ・リテラシー」にՃえ、幅広く経済学を研究するために必要な基ૅ
的知識を修得します。

■ 発展科目
経済学に関࿈する専門分野に特化した科目܈です。経済学の各ྖҬに関
する知識を深めるとともに、広い視࠲の下で研究活動を行うことができ
る能力や実践的な応用力を修得します。

■演習科目
研究テーマについて、指導教तや関࿈する分野の教員の下で、その研究਱
行をより高度なものにすると共に、ԋ習を行うことで応用力や発信力も
஁えます。

■修士論文（研究者コース、税理士コース）
修士論文の作成を通じて、研究の体ੑܥ、論理ੑ、研究者としてٻめられる
ಠ૑ੑを身につけます。

■特定課題研究論文（高度職業人コース）
経済学やそのपลྖҬに関する知識を使って、設定した課୊に対する研究
成果をまとめ上げることで、職業人としても応用可能な能力を養成します。

博士前期課程

■ 特殊研究
指導教तを中心に研究分野に関࿈した専೚教員の下で、国内外のઌ行研究
を適੾にサーϕイすることができる基ૅ学力や専門知識を֫得し、自身の
研究をより深化させるための基൫となる能力を養成します。

■リサーチ・ワークショップ
専門知識や学問։୓力以外に、ಠ૑ੑ、୳ٻ心、ಎ察力、分ੳ力、発信力を஁
࿉し、研究者として社会で活躍するために必要な技術・能力を養成します。

博士後期課程

˛

�Պͷ�ͭͷίʔεڀݚ学ࡁܦ 博士前期課程

博士論文にܨがる修士論文作成を経て博

士後期課程に進学し、5 年で博士学位取

得、ないし研究者を目指す。

˔ 修士論文必ਢ

˔ 修了に必要な単位ɿ32 単位

〈 修了後に想定される進路 〉
博士後期課程への進学

▶ 研究者コース

税理士の資格取得にٻめられる、高いレϕ

ルの修士論文作成を目指す。

˔ 修士論文必ਢ

˔ 修了に必要な単位ɿ32 単位

〈 修了後に想定される進路 〉
税理士

▶ 税理士コース

高度で専門的な知識やスキルを活かして

活躍するために経済学の幅広い能力取得

を目指す。

˔ 特定の課୊についての研究の成果（特定
課୊研究論文）必ਢ

˔ 修了に必要な単位ɿ40 単位

〈 修了後に想定される進路 〉
一般企業・ެ 務員への就職

▶ 高度職業人コース

˛

तۀ঺հ

自身の専門分野を問わず必要となる論文のಡ

み・書き・話し・調査ख法の基本的な知識を学

び、研究者として必要な倫理的・ن範的知識を

身につけます。「研究倫理」「アカデミック・リー

ディング 」「プレθンテーション 」「౷計リテラ

シー」などの 6 つのテーマを設定。テーマの目

的にԊった内༰を講ٛし、 研究活動を始めるに

あたって必要となる能力・知識を養成します。

市場・非市場取Ҿを分ੳするख法を໌らかにし

てެ共経済学の理論を習得し、ݱ実の政策に応

用できる能力を養います。前期・後期でް生経

済学の基ૅ、取りうる政策ツールやその実証的

ධՁツール、ެ 共ࡒと所得分഑の理論を中心に

学びます。त業を通してফ費者・供څฑの行動

モデルを基に市場の成果をධՁし、ެ 共の果た

す役割について理ղします。

多くの課୊に௚໘しているビジネスのݱ場で、

データ分ੳは必要ෆ可ܽです。このत業では、

課୊のଊえ方や考え方、アンケート調査のख法

などの基ૅから、データ分ੳの活用事ྫや実際

の企業のൢചデータをもとにした経営レϕル

の応用までを体ܥ的に学習。ビジネス分ੳの流

れとख法を理ղし、分ੳに必要なࢥ考テクニッ

クと分ੳスキルを習得します。

リサーチ・リテϥシー 博士前期課程 公ڞ経済学ᶗ・ᶘ 博士前期課程 ビジネス・データ分析ᶗ・ᶘ 博士前期課程

˛

学Ґ࿦จ・ಛఆ՝୊ڀݚ࿦จ
修士論文（研究者コース）
˙経済理論の発展ʕカレツキによる有ޮध要のݪ理の「発見」をめ͙ってʕ ˙資ݯ型地Ҭのモデルస換に関す

る考察ʕ中国ࢁ西省をྫにʕ ˙ INpaDt oG Green TranTportation on International Trade and WelGare ˙ࢮҼ別

๢཰に基づいたࢮ Lee-Carter モデルのධՁ ˙日本におけるフェアトレードのߪങଶ度にӨڹを与える要Ҽ ˙

日本における地Ҭ交付金が地Ҭ࿑ಇ市場へ与えるӨڹ ˙中国への輸出を主な事業とする日ܥ企業のגՁに対す

る日中ҝସレートのӨڹに関する実証研究

修士論文（税理士コース）
˙中国の課税制度における࣊ળ活動ଅ進のޮ果に関する研究

特定課題研究論文（高度職業人コース）
˙ԣ඿市における人口Ҡ動の人口学的ならびに社会経済的要Ҽ分ੳ ˙子どもが਌の࿝後の生活ຬ଍度に及΅す

Өڹʕ中国における೶ଜ部と都市部のൺֱ考察ʕ ˙ੈքҨ産における持続可能な؍光旅行ʕ中国の事ྫを中心

にʕ ˙中国のライドシェアリングサービスに対するফ費者の利用意向に関する分ੳ ˙アフターコロナ時代に

おけるマイクロツーリズムに関する研究ʕࢁས県小ੁଜおよび多摩地Ҭの事ྫ研究ʕ ˙଱ࡒٱに対するઓུ

的๵қ政策の理論的分ੳ ˙国際๵қと国際的な௞金格ࠩ問୊ ˙中国モバイルήーム市場における「Ψチャ」が

ήーム課金行動に与えるӨڹと考察 ˙中国における「インターネット＋ごみ分別」モデルの導入が資ݯごみഉ

出ྔ及び分別ճऩに与えるӨڹの考察ʕ上海市をྫとしてʕ

博士論文
Ԛછと環境課ݯ؅理の在り方をめ͙って ˙໘ݯ光資؍光アクティビティと持続可能ੑʕ市場のࣦഊճආと؍˙

税に関する研究ʕՉ઎・複઎モデルを用いてʕ ˙ TIeoretiDal StVdieT in UnawareneTT and DiTDovery ProDeTT 

「̇利५཰の܏向的௿下法ଇ」の理論的・実証的研究ʕݱ代資本主ٛにおける実証分ੳを展望してʕ ˙コンビニ

ՃໍళΦーナーがա重࿑ಇにؕる要Ҽ分ੳʕΦーナーの業務਱行ա程とै業員との関܎にண目してʕ
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指導教授による研究指導

論文テーマの指導・決定

指導教授や他の教員からの指導

中間報告
（コース、課程所定の方法による）

提出

審査

論文執筆の流れ

˛

入学͔Β修ྃ·でͷϑϩʔ
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商学研究科 商学専攻
博士前期課程̍年

ϩʔδϯΠϯ Loh Jin in

研究テーマ

日本チΣーンレストランのւ外ਐ出に
ついて

ਐ学動機　

中央大学国際経Ӧ学部を卒業。より
高い専໳ੑがࠓ後社会でॏ要になる
と考え、知ࣝをਂめるためにਐ学。

GRADUATE STUDENT

博士前期課程
修士（商学）

博士後期課程
博士（商学）、博士（経営学）、博士（会計学）、博士（経済学）、

博士（金融学）

▲

औಘできる学Ґ

商学及びその関࿈諸分野に関する理論ฒびに実務にかか

る高度な教育研究を行い、高い研究能力と広く豊かな学識

を有する研究者の育成及び優れた見識と高度の専門ੑを

必要とする業務を਱行することのできる人材を養成しま

す。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

商学研究科
公式WEBサイト

商学専攻

঎学ڀݚՊ
博士前期課程・博士後期課程

多摩キャンパス 昼間開講

˛
Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
広範な研究分野をカバーする充実した教育スタッフ

「経営学 」「会計学 」「商業学 」「経済学 」「金༥学 」の5つの分野における講 ・ٛԋ習科目を幅広く展։しています。入
学時に選択した主分野の学びを深めつつ、主分野以外のत業の受講が可能です。ԣஅ的な学びを通して商学શ般
に関する複؟的な視野を֫得できます。教員数は専೚・݉ ೚あわせて、学生ऩ༰定員の 1�5 ഒに૬当する໿ �0 名に
及びます。গ人数体制による細やかな指導を通して、一人ͻとりの学びにଈした学修環境を提供しています。

特௕

2

将来のキャリアパスに合わせて選択できる2つのコース制度
博士前期課程では、目指すキャリアに応じた 2 つのコースを設置しています。「研究コース」は、博士後期課程への進
学を希望する人、あるいはެ認会計士・税理士などの高度職業人を目指す人を対象に、入学時に指導教तを決定し、
修士論文のࣥ筆に向けた研究指導をபとするカリキュラムが用意されています。「ビジネスコース」は、ビジネスに
おける実践的応用力の修得を目指す人を対象に、講ٛ科目の履修により体ܥ的な知識を身に付けたあとに、特定課
୊研究あるいは修士論文の研究指導を行います。このコースでは、専門的知識と分ੳख法、ビジネスの実ଶをバラン
スよく学修できるカリキュラムが用意されています。

特௕

3
世界に広がる研究の舞台
大学院生が研究成果をެ表する場としてh 大学院研究年報 がɦあります。このほかに、h 商学論ࢊ やɦh 企業研究 へɦ
投ߘすることができます。また、博士後期課程の大学院生は、企業研究所の४研究員として研究プロジェクトに参
Ճし、研究科内外のୈ一ઢの研究者とともに研ᮎを積む機会もあります。最終的に博士論文を׬成させる్上で、
国内外の学術ࢽに論文を数多くެ表しています。

ෆ࣮֬ੑͷ࣌୅を୓͘
ઐ໳஌ࣝと෼ੳྗを֫得͢Δ

AI をはじめとする技術ֵ新、グローバリθーションの深化、気候

変動や地政学的リスクの高まりなど、ݱ代の経済社会はかつて

ないෆ確実ੑの時代を迎えています。ࢁ積するこうした課୊を

ղ決するために、高度な専門知識と確かな分ੳ力・研究力、そし

てॊೈで総合的なߏ૝力を݉Ͷ備えた人材の重要ੑがこれまで

以上に高まっています。商学研究科は、経営、会計、金༥、商業、

経済の幅広い専門分野をカバーし、ݱ実的なビジネスの課୊お

よび社会的課୊を研究するのに最適な環境を用意しています。

ロー  大学院に入ってから毎日が充実していて、知識をアウトプット

する機会が多いことが成長機会になっています。考えを簡潔に伝える

ことを常に意識していて、そのスキルは大きく伸びましたね。

Ҫ上  複雑なことを複雑なままに話すのは、思考がまとまっていない

から。論点をシンプルに話すことは論理的思考の本質ですよね。

ロー  演習を中心に、毎週のようにいくつかの授業で発表機会があっ

て。その繰り返しで確かな実力がついてきました。

Ҫ上  一方で研究活動はどうですか？「日本チェーンレストランの海

外進出」というテーマは2000年代後半から研究も増えてきて、そこに

少しでもローさんの個性を入れられればと期待していますが。

ロー  まだ研究計画は固まっていませんが、まずは先行研究の収集か

らはじめて、その後に定性的な分析をしていこうかと。その際に企業や

特定の方などにインタビューできればと考えていますが……。

Ҫ上  いつも講義で話をしていますが、省庁や業界団体などのデータ

から分析できることもあるので、定性的な調査にこだわり過ぎず、定量

的な調査も交えて総合的な観点で進めた方がいいかと思います。

ロー  わかりました。現在は講義を通じて流通論やマーケティング・

リサーチ、グローバル・マーケティングなどの幅広い領域を学んでお

り、自身の研究テーマに取り組む中で、関連分野にも気をかけながら進

められるように意識しています。

Ҫ上  その認識は正しいですね。論文では論点を絞る必要があります

が、まずは広い視野で捉え、その上で特定のアプローチや調査方法を採

用する方が論文の質は高まるはずです。

ロー  先生の指導のおかげで論理的な推論もある程度できるように

なり、グローバル・マーケティングの多角的な視点も少しずつ身について

きました。先生の学会報告のリハーサルも見せてもらって、アウトプッ

トまでの準備のやり方など、実はとても影響を受けているんですよ。

Ҫ上  学外のワークショップや現場にも足を運んで、私以外に参考に

なる人とたくさん出会ってください。そこで研究だけではなく、ローさ

んの将来に役立つ“生きるための力”を培ってもらいたいです。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

大学院で培った論理的思考力を
未来を切り拓く力として活かすために

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）

PROFESSOR

Ҫ্ ਅ
ㆾ ㆕ ㆨ

ཬ 教त
INOUE Masato

専໳෼野 グϩーόϧ・マーέテΟング࿦

研究キーϫード　多国੶企業の਌子関܎・
現地子会社間関܎、ブランド・マωジϝント、
日本ञྲྀ௨の国際化

研究内༰　多国੶企業および中খ企業に
おけるグϩーόϧなブランド・マωジϝ
ント研究

商学研究科
教員紹介サイト
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指導教授による研究指導

修士論文の執筆 テーマの構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査

最終試験合格

指導教授による研究指導

博士論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆
事前指導・
審査委員会
仕上げ

審査
最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位
（14単位）の修得

※標準修業年限内に博士学Ґ取得を໨指す場合のモデϧέース

アカデミック・アドバイザーによる研究指導 指導教授による研究指導

特定課題研究
（修士論文）の執筆

履修・単位の修得

履修・単位の修得

仕上げ
審査

最終試験合格
専門知識と分析手法の修得

調査研究活動
・特定課題
研究の執筆

特定課題
研究の
概要提出

修了に必要な単位（32単位）の修得

修了に必要な単位（32単位）の修得

ԋशᶗ、
त業科໨をཤ修

セミφーܥ科໨、
त業科໨をཤ修

特घ研究ᶗをཤ修 特घ研究ᶘをཤ修 特घ研究ᶙをཤ修

ԋशᶘもしくは#PW、
त業科໨をཤ修

ԋशᶘ、
त業科໨をཤ修ത
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指導教授による研究指導

修士論文の執筆 テーマの構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査

最終試験合格

指導教授による研究指導

博士論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆
事前指導・
審査委員会
仕上げ

審査
最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位
（14単位）の修得

※標準修業年限内に博士学Ґ取得を໨指す場合のモデϧέース

アカデミック・アドバイザーによる研究指導 指導教授による研究指導

特定課題研究
（修士論文）の執筆

履修・単位の修得

履修・単位の修得

仕上げ
審査

最終試験合格
専門知識と分析手法の修得

調査研究活動
・特定課題
研究の執筆

特定課題
研究の
概要提出

修了に必要な単位（32単位）の修得

修了に必要な単位（32単位）の修得

ԋशᶗ、
त業科໨をཤ修

セミφーܥ科໨、
त業科໨をཤ修

特घ研究ᶗをཤ修 特घ研究ᶘをཤ修 特घ研究ᶙをཤ修

ԋशᶘもしくは#PW、
त業科໨をཤ修

ԋशᶘ、
त業科໨をཤ修

商学研究科
シラバス

˛

ΧϦΩϡϥϜͷجຊߏ੒

■ セミナー系科目
商学શ般についての基ૅ的知識を修得できる

「基ૅセミナー」、研究上必ਢな専門知識を修得
できる「研究セミナー」、本研究科所属の教員と
学外の実務Ո・研究者とのコラϘレーションに
よる実践的な「ビジネス・プラクティカル・セミ
ナー」を設けています。アカデミックな能力と
実践的な能力を৳ばします。

■演習科目・BPW※

୲当教員の指導の下で課୊設定、調査、分ੳ、
発表などをみずから主体的に行い、さらに外国
運用能力や౷計ॲ理をؚめた総合的な研究ޠ
能力を養います。「研究コース」では、指導教त
の指導を基本にしつつも、他の教員のԋ習を履
修することで、専門的知識や分ੳख法を広く学
び、ಠ૑的あるいは学際的な視఺に立った課୊
設定能力をຏきます。「ビジネスコース」では、
ԋ習にՃえて、より実践的な BPW ˞で企業の
ケースを取り上げたり、ӳޠでの講ٛによりコ
ミュニケーション・スキルを高めます。
˞ BPW（ビジネス・プラクティカル・ワークショップ）は新

。։講予定ですن

■特定課題研究（ビジネスコース）
実際にى業するときのビジネスプランや、企業
に対する実ଶ調査についての結果報ࠂ、企業਍
அを行ったうえでのվળプランなど、実務的な
内༰の研究成果を作成します。これを修士論文
に代えて修了にあたっての要件として審査を
行います。

■ 講義科目
5 つの分野について、体ܥ的に໢ཏするよう講
ٛ科目を഑置しており、主分野だけでなく、関
࿈分野をؚめて総合的に学修します。

■修士論文（研究コース）
修士論文の作成を通じて、研究のΦリジナリ
ティ、体ੑܥ、論理ੑなど、研究者あるいは高度
職業人としてٻめられる基ૅ的力ྔを身につ
けます。

博士前期課程

■ 特殊研究
経営学、会計学、商業学、経済学、金༥学の 5 つの
分野別に、高度な専門知識と分ੳख法を修得し
ながら、各分野の視఺に立ってಠ૑的なテーマ
を設定し、理論的、実証的に精៛に分ੳ・研究す
る力ྔにຏきをかけます。

■ 研究セミナー
課୊を௥究する問୊ղ決力、આ得力のある学術
論文に࢓上げるアカデミック・ライティング能
力、学会や研究会などで発表するプレθンテー
ション能力といった高度な発信力を養います。

博士後期課程

˛

学Ґ࿦จ・ಛఆ՝୊ڀݚ࿦จ
修士論文
˙研究։発部門におけるジェンダー・ダイバーシティとイノϕーション・パフォーマンスに関する研究 ˙企業

合ซにおける知識Ҡసのプロセス研究 ˙ײછ঱の発生によるଛࣦに対する保険設計ʕクラメール・ルンドϕリ

モデルに基づいてʕ ˙スマートシティが地Ҭにおけるウェルビーイングに与えるӨڹについてʙ༤҆新۠を

研究対象としてʙ ˙Ҡ住者たちのソーシャル・キャピタルのܗ成ʕ深㡕のை州ܥ商人を事ྫとしてʕ ˙ա重

࿑ಇの発生 u ҡ持に関する୳ࡧ的研究ʕ中国の教育ݱ場におけるインϘリューションに஫目してʕ ˙商品のプ

レθンテーション・ビデΦのԻ楽がফ費者のߪങ意欲に与えるӨڹについて ˙ TIe role oG paDkage deTign in 

enIanDing DonTVNer aDDeptanDe oG inTeDt-baTed GoodT� exploring tIe eGGeDt oG antIropoNorpIiTN ˙ήーム

ライブ഑信の視聴者の視聴行動のن定Ҽの分ੳʕストリーマーとήームライブ഑信のධՁの視఺からʕ ˙ TIe 

iNpaDt oG pyTDIologiDal traitT on entrepreneVrial intentionT � EvidenDe GroN VietnaNeTe in Japan

博士論文
˙中ੈハンβ商業࢙の研究ʕ136� 年リューϕックのϙンド税台ாとྖऩ書の分ੳʕ ˙カレント・コスト会計学

આ等の変ભからみる理૝的なモデルの提Ҋ ˙ച٫時Ձ会計の理論的എܠに関する研究 ˙ ETtiNation oG ValVe 

at RiTk and Conditional ValVe at RiTk ˙ ENpiriDal StVdieT on Corporate BeIavior in Japan ˙業績予૝による

自信ա৒指ඪと資金؅理行動の分ੳ ˙ G.S チェーンの出ళઓུに関する実証研究ʕڝ૪的出ళとドミナント

出ళにண目してʕ ˙日本企業におけるプリンシパル間の対立と会計情報 ˙三菱重工業における発電プラント

ビジネスの成立・展։・ਰୀʕΨスタービン事業を中心にʕ

�
˝

�
˝

�
˝

�

˝

�
˝

�

指導教授による研究指導

論文テーマの指導・決定

指導教授や他の教員からの指導

中間報告会（修士論文）
事前指導・審査委員会（博士論文）

提出

審査

論文執筆のフロー

博士後期課程入学試験筆答試験免除制度
博士前期課程研究コース修了見込者を対象に、博士後期課程一般入学試験、外国人留学生入学試験の筆答試験を免আする制度です。
この制度を利用することで、修士論文ࣥ筆のための研究活動から博士学位取得を目指す研究活動までをܧ続的に行うことができます。

研究職、博士後期課程への進学を目指す学生対象

˛

तۀ঺հ

大学院での研究を։始する博士前期課程 1 年࣍

を対象に、研究課୊の発見や研究方法の選択な

どに関するࣔࠦを与え、修士論文の課୊設定な

どに資する情報を提供します。ྫ えば、基ૅセ

ミナー（経営学）では、経営学の代表的な理論の

理やۙ年の研究動向を౿まえ、その理論に関ݪ

わる研究がいかに発展してきたのかを学修しま

す。

セミφーૅج
（経Ӧ学・会計学・商業学・経済学・金༥学）

博士前期課程

ビジネス・プラクティカル・セミナーでは、日々

進化するビジネス環境に適応するためのݱ代的

テーマをԋ習ࣜܗで学修します。ྫ として、最

ۙにいたるデジタル経済の発展を取り上げ、企

業が技術ֵ新とビジネスモデルの変ֵを通じて

新たな産業や市場を૑り出してきたա程を検討

します。

ビジネス・プϥクティΧル・セミφーᶘ

博士前期課程

経営、会計、商業・๵қ、経済、金༥などの幅広い

分野を対象に、Ծઆを立てて実証する方法を修

得することを目的としています。研究報ࠂやٞ

論を通じて発表やディスカッション能力を学

び、自らの研究テーマおよび研究成果を報ࠂす

ることで、プレθンテーション能力の修得も目

指します。

研究セミφーᶙ
（実ূ分析）

博士後期課程

˛

入学͔Β修ྃ·でͷϑϩʔ ※੫理士試験の੫法科໨免除ر๬者は「研究ίース」を選択してください。

˛

঎学ڀݚՊͷ�ͭͷίʔε� 博士前期課程

大学教員や研究機関の研究員、ެ 認会計士、税理士などの専門職を

目指す人のためのコースです。博士後期課程に進学し、博士号の

取得を目指す道が։かれています。入学時に指導教तを決定し、2

年間のԋ習を通して商学に関する研究をపఈ的に஝積し、修士論

文を作成します。体ܥ的な専門知識を身に付けると同時に、アカ

デミックなੈքでも通用する総合的研究力を養成します。

▶ 研究コース

企業経営に関する幅広い専門的な知識と実践的応用力を修得した

ビジネスマンを目指す人のためのコースです。入学後は講ٛ科目

を中心に専門知識を体ܥ的に身に付け、その後、特定課୊研究ある

いは修士論文のࣥ筆を通して専門知識の応用力を஁えます。त業

履修後に指導教तを決定することで、学際的・実践的な視野から

テーマを見定めたうえで、研究に取り૊むことができます。

▶ ビジネスコース
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理工学研究科 精密工学専攻
博士後期課程̏年

金࣏׬ ࢠ
KANEKO Kanji

研究テーマ

ඍྔӷణ中に含まれる生体φノཻ子
のݕ出や定ྔを行うデόイスの開発

ਐ学動機　

学部生のࠒから大学院ਐ学をݟਾえ
ていました。研究や学会発දのやり
がいが大きなモチϕーションです。

GRADUATE STUDENT

ླ໦ ໌޺ 教त
SUZUKI Hiroaki

専໳෼野 όイΦ .E.S、マイクϩマシ

ン、-Bb PO B $IJQ、࣭ࢷບ物理

研究キーϫード　マイクϩ・φノデόイス、

生物物理学、.JDSP BOE /BOP #JPTDJeODe

研究内༰　細๔のૢ࡞や෼析のためのό
イΦチッϓ　など

理工学研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

博士前期課程
修士（工学）、修士（理学）

博士後期課程
博士（工学）、博士（理学）

▲

औಘできる学Ґ

理学、工学及びその関࿈諸分野に関する理論ฒびに諸ݱ象

にかかる高い研究能力と広く豊かな学識を有し、専攻分野

における教育研究活動その他の高度の専門ੑを必要とす

る業務を਱行することのできる人材を養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

理工学研究科
公式WEBサイト

ཧ޻学
ɹɹڀݚՊ

数学専攻

都市人間環境学専攻

ビジネスデータサイエンス専攻

電気電子情報通信工学専攻
（博士前期課程のみ）

生命科学専攻

応用化学専攻

電気・情報ܥ専攻
（博士後期課程のみ）

物理学専攻

精密工学専攻

情報工学専攻
（博士前期課程のみ）

博士前期課程・博士後期課程

後楽園キャンパス 昼間開講

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
時代のニーズを捉える多様な専攻構成
1�53 年の૑設以དྷ、変化する社会ニーズをଊえながら、理工学研究科では研究指導分野を広げ、時代に適応した
多࠼な研究を行ってきました。ݱ在は数学、෺理学、都市人間環境学、精密工学、電気電子情報通信工学、応用化学、
ビジネスデータサイエンス、情報工学、生命科学、電気・情報ܥを研究フィールドとし、各専攻をԣஅする教育・研
究を展։。実学を重視した、ઌ進的・ઌ୺的な研究を推進し続けています。

特௕

2
専攻横断型の副専攻制度で＋αの知識を獲得する
専攻分野だけにとどまることなく、一人ͻとりの研究ྖҬをԣஅ的に広げ、多࠼な知識と研究における協ಇ力が身
につくカリキュラムを用意。その特長を象௃するのが̒つの分野でߏ成される෭専攻制度です。෭専攻制度では
新たな学問分野や、各専攻のԣஅ的なプロジェクトから生まれてきた学問など、ઌ進的なカリキュラムを提供して
おり、自身の専攻分野に＋Ћとなる力を修得できます。

特௕

3
英語で実施される科目のみで修了できる専攻／授業の英語化の推進
国際会ٞでの研究発表など、研究者として成長を図るにはӳޠ力の向上がෆ可ܽです。理工学研究科では学術的
ӳޠを学Ϳ科目を設置する他、त業のӳޠ化を推進。都市人間環境学専攻、精密工学専攻、応用化学専攻、ビジネス
データサイエンス専攻はӳޠのみで修了することが可能です。留学生の૿Ճに൐うグローバルな環境の実ݱは、
日本人学生にとっても多くのܹࢗを得られる環境となるはずです。

をਪਐ͢Δڀݚઌ୺ͷ࠷
Ұྲྀͷਓࡐとڥ؀ڀݚ

理工学研究科では、基ૅ科学、工学、文理༥合分野に広くまた

がって、最ઌ୺の研究が数多く進められています。充実した研

究設備はもとより、都心に位置する後楽園キャンパスもアドバ

ンテージとなる要素のͻとつ。最新の学術情報や多くの研究

者・企業がूまる「研究のハブ」として、学会や国際大会の会場と

しても活用されています。都心にूう優秀な人材と充実した環

境が、研究活動の大きな後ԡしとなるはずです。

ླ໦  就職して２年ほど経った頃ですよね。博士課程で改めて学びた

いと相談されたのは。大きな決断をしたなと驚きましたよ。

金子  修士課程で感じた研究や学会発表のやりがいが大きかったで

すね。キャリアを考える上でも博士号を取ることで、大きなビジョンを

描くことができるのかなと。

ླ໦  久しぶりに研究室に戻ってきても、熱意を持って一生懸命に研

究に向かう姿勢は変わらなかった。いまでは後輩の指導も担ってくれ

ていますが、研究に対するそういった姿勢が後輩たちからも頼られる

所以でしょうね。

金子  研究費の申請を自分でしたり、研究留学の提案をしたりと、修

士課程の頃よりも裁量を持って研究させてもらっています。後輩の指

導については、研究室全体でチームとして協力しながら成果を出して

いく先生の影響もあると思います。

ླ໦  生体ナノ粒子の検出や定量を行うデバイス開発に長く取り組

んで、今年で最終年度となりますが、振り返ってみてどうですか。

金子  懸命に研究と向き合ってきた手応えはあるものの、研究の質に

関しては、まだまだ改善点が多いかと感じています。そんな中で先生は

意識されていないかもしれませんが、学生の意思を尊重してくれる、学

生の裁量を認めてくれる研究室の雰囲気によって育まれた力もあると

感じます。大学院の支援制度にも助けられました。

ླ໦  確かに学会参加などの補助が手厚い点は、国立大学にはないメ

リットですね。一方で中央大学に限らず私立大学は教員に対して学生

数が多い面がありますが、仲間とのチームワークを意識して問題解決

に取り組む姿勢は将来に活きる力となるはずです。

金子  研究室の仲間とのディスカッションも大きな刺激になります

し、私は特に東京大学との共同研究に参加したことが印象的です。レベ

ルの高い研究者の方々から学ぶことはとても多かった。

ླ໦  修了後も自分の得意分野を伸ばして、「この分野なら金子に聞

け」というような存在になってもらいたい。そのために大学院で得た経

験を存分に活かしていってください。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

チームの中で育まれた積極性と責任感
多様な支援制度も研究の後押しに

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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本専攻は、ビジネスのݱ場等に஝積した๲大なデータを有ޮ利用して、

ビジネスチャンスの発見やղ決に寄与できる、データサイエンスを深

く理ղし高度に活用するプロジェクトリーダーとして活躍できる人材

を育成します。

ϏδωεσʔλαΠΤϯεઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙ 品࣭環境マネジメントの理論と応用　˙ 産業応用のための౷計モデルの։発

と精度ධՁ　˙ ౷計学と機ց学習に関する理論と応用に関する研究　˙ マー

ケティングやফ費者行動、企業経営のための数理モデルの։発　˙ ෆ確実ੑ下

の意ࢥ決定やデータղੳのための最適化ख法の։発　˙ IoT 環境下のΦペレー

ションズマネジメント　˙ ੑײ工学への応用による人にやさしい情報環境の実

確཰論の金༥工 ˙　ݱを൓өした情報推નख法の実؍やՁ஋ੑײ人の ˙　ݱ

学、保険数理への応用　˙ ソフトコンピューティングの౷計ղੳへの応用

˙ 自વޠݴॲ理を用いた大ن໛文書ू合からの知識֫得　˙ シミュレーション

と機ց学習を༥合した高度な予ଌख法の実ݱ

本専攻は、研究・։発・実務にܞわるためのより実践的な知識と能力

と意欲を備え、IoT、ICT、AI、セキュリティなどがෆ可ܽなあらΏる

業քで指導的役割を果たせる人材の育成を目的として、情報技術・情

報工学の基ૅから応用までを研究指導するとともに、関࿈त業を提

供しています。

৘ใ޻学ઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙ アルΰリズムのܥ౷的設計法・ղੳ法　˙ 計ࢉ可能ੑ理論と計ࢉ複ࡶ度理論

˙ 機ց学習・ヒューマン情報ॲ理　˙ 知識知能ॲ理技術および情報システムの

知的制ޚへの応用　˙ 交通システムや都市・地Ҭなどに関するۭ間情報を扱う

技術　˙ 社会ݱ象の数理的ղੳ　˙ 確཰的ߏ଄理論　˙ 非ઢܗ問୊のղੳख

法と情報・事象の可視化ख法　˙ 数஋ॲ理における精度保証法と大ن໛・高速化

˙ Ծ૝ݱ実（VR）・拡ுݱ実（AR）　˙ 3 状情報を作成・ॲ理・ղੳする技術ܗݩ࣍

˙ ҉号と情報セキュリティ技術　˙ 情報ネットワークのߏ଄

本専攻は、いままで本学理工学研究科に設置していた「電気電子情報通

信工学専攻」と「情報工学専攻」の博士後期課程ならびに「情報セキュリ

ティ科学専攻」を発展的に౷合した博士後期課程の専攻として201�年

度から新設されました。ैདྷ電気ܥと分類され、そこから೿生してき

た電気工学、電子工学、情報通信工学、情報技術・情報工学、情報セキュ

リティ科学、情報数理科学等の基ૅから応用にࢸる諸問୊を理ղし、

の高度情報化社会の進展に寄与できる能力をもち、専門分野のل21ੈ

情報ऩ ・ू発信能力などを備えた国際レϕルの専門Ոとして、指導的な

役割を果たすことができる人材の育成を目指します。

▲߈ઐܥ৘ใ・ؾి

生命科学専攻は、生命科学分野の進展に合わせた社会的要੥に応え

るために、最新の生෺学的知識と技術を修得し、その能力を有ޮかつ

有意ٛに活用できる高度の専門的な技術者、および研究者を育成す

ることを目的としています。生命科学の中で、生命機能ղੳ、生命ݍ

生෺学、生命機能利用の3つの基װ分野を設け、ઌ୺的かつ総合的な

生෺学的知識と技術を修得する一方で、生命ܥをؚむ地ٿ環境のし

くみを深く理ղし、人類の調࿨的発展にݙߩする人材を育てます。

ੜ໋Պ学ઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙ 細๔प期の制ޚ機ߏ　˙ 多様な光合成生෺の生ଘઓུと進化ա程　˙ 動෺

の行動・生ଶと進化　˙ 生体の運動制ޚメカニズムのղ໌　˙ 環境のҡ持とড়

化にかかわるඍ生෺学　˙ 細๔ࠎ格のߏ଄と機能の多様ੑ　˙ 医ༀ品։発ࢧԉ

のバイΦ ŋ インフォマティクス　˙ 動෺のܗଶܗ成と૊৫ߏங

研究分໺・಺༰

電気電子情報通信工学専攻、情報工学専攻の博士前期課程で習得した内༰を更に

高度専門化した研究や、ۙ 年ۓ٤の課୊として重要視されている情報セキュリ

ティ分野の最ઌ୺の研究等について、研究指導を受けながら博士の学位取得を目

指すことができます。

ઐ߈঺հ

数学は७ਮな数学研究の重要ੑはもとより、શての科学の論理的ه

述と体ܥ的理論ߏஙや計ࢉ機の理論的基൫のҝに必要ܽくべから͟

るものです。数学専攻では、७ਮ数学から応用数学にࢸるまで、幅広

い内༰の講ٛを提供し、活発な研究を展։しています。

਺学ઐ߈▲

୅දతなΧテΰリー

解析学 ౷計科学

୅数学

ίンϐュータ・サイエンス

Կ学ز

研究分໺・಺༰

˙ 代数زԿ及び整数論の研究　˙ 様々な多様体・زԿߏ଄の研究　˙ ඍ分方程

ࣜ、調࿨ղੳ及び数理෺理学の研究　˙ ҉号に関する基ૅ研究　˙ 計ࢉ位૬ز

Կ学の研究　˙ 自વݱ象・社会ݱ象のղ໌と知識発見のための౷計的モデリング

҆શ・利ศ・շ適そして品格のある都市の生活環境（bVilt environNent）

を市民とともに૑଄し、豊かな環境・文化をੈ࣍代につないでいく੹

೚を果たせる技術者を育成します。地ٿシステム科学に基づく自વ

環境の理ղおよび社会科学的アプローチによる都市ۭ間のղಡに関

して以下のような研究を行っています。

౎ࢢਓ間ڥ؀学ઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙ 自વݱ象の究໌としての地ٿを取りרくਫ資ݯの研究　˙ 交通ݱ象のղ໌と

制ޚ、都市や地Ҭの計画　˙ ߯、コンクリートなどの材料力学的特ੑのղ໌　˙ 

地൫と基ૅの૬ޓ作用、動土࣭力学の研究　˙ 計ࢉシミュレーションによるߏ଄・

流体・制ޚ問୊のղੳ　˙ 人の心や健康のධՁ、スϙーツ科学や๷ࡂに関わる

調査研究　˙ 都市環境や生ଶܥの保શ、ۭ 間デβインや施設഑置に関わる研究　

˙ 生活に関わる環境Ԛછ๷ࢭやエネルギーの研究

ロϘット・自動車・医療機ثなど精密さを௥ٻする分野は年々広がり

を見せています。精密工学専攻は、「いかに଄るか」から「Կを૑るか」

に力఺を置くݱ代の流れを受けࢭめ、工学ઌ୺を௥ٻ、産業基൫にも

。することを目的としていますݙߩ

ਫ਼ີ޻学ઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙ 生෺・生体を໛฿したロϘティクス・メカトロニクス機ثの։発　˙ 人の活動を

ԉするロϘットシステム　˙ շ適なԻ環境を૑଄するշԻ設計　˙ 知能機ցࢧ

のための知的な計ଌ技術の։発　˙ デジタル技術を活用するઌ進生産Ճ工技術

の։発　˙ 製ණա程におけるք໘制ޚによる機能૑ੑ　˙ 健康؅理用マイクロ

センサ　˙ 細๔等のඍ小෺体ૢ作技術とその応用　˙ ೤流体ݱ象の光学的可視

化計ଌ　˙ ܬ光ݱ象やԻを用いた非接৮応力ଌ定法の։発　˙ 知能ロϘットの

機ߏと制ޚに関する研究　˙ 材料։発をઌ導するݪ子分子の計ࢉ科学とナノ力

学実験　˙ 人工細๔の૑成とバイΦテクノロジー応用

当専攻では、電気、電子および情報通信に関࿈する分野の基ૅから応

用まで幅広い研究を行っており、高度情報社会をࢧえるハードウェ

アおよびソフトウェア技術をより深く学べます。また、国際会ٞな

どを通じて、最ઌ୺の研究成果をੈքへ情報発信しています。

▲߈学ઐ޻৘ใ௨৴ࢠిؾి

研究分໺・಺༰

˙ 情報セキュリティ　˙ 情報ネットワーク　˙ マルチメディアネットワーキング 

˙ 信号・画૾ॲ理と情報通信　˙ 電࣓波応用とղੳ　˙ バーチャルリアリティ 

˙ 情報数理、 ˙ ྔ子情報理論　˙ データߏ଄とコンピュータアルΰリズム設計 

˙ ճ路シミュレーション　˙ レーβ、非ઢܗ光学　˙ センサー工学　˙ メカトロ

ニクスとロϘティクス　˙ 電動化と知能化　˙ Ӊ஦ロϘット　˙ 生体医工学　

˙ システムバイΦロジー　˙ VLSI ճ路とճ路システム　˙ 有機・バイΦエレクト

ロニクス　˙ 電池およびエネルギー機ث

代の෺࣭科学の中心に位置する応用化学は、まったく新しい෺࣭ݱ

を作り出せる可能ੑのある分野です。専門知識の講ٛと様々な研究

課୊を通じて、研究։発目ඪの設定を自ら行い、実際のݱ場で必要と

される知識・技術を身につけた国際レϕルの人材を育成しています。

Ԡ༻Խ学ઐ߈▲

研究分໺・಺༰

˙有機金属化学　˙生෺有機化学　˙分子計ଌ学　˙ݻ体化学　˙分子分光学　

˙分光化学　˙生命分子化学　˙ナノ෺理化学　˙分子機能化学　˙有機合成

化学　˙天વ෺有機化学　˙ࠞ૬流体工学　˙理論化学

ミクロからマクロまで自વքにおけるさま͟まな෺理ݱ象のղ໌を

目指し、理論的、実験的、あるいは計ࢉ機による数஋的方法によって

研究を行っています。

෺ཧ学ઐ߈▲

୅දతなΧテΰリー

物ੑ物理

生物物理

物࣭科学

ෳܥࡶ科学

ૉཻ子物理

ྔ子ޫ学

Ӊ஦物理

研究分໺・಺༰

˙ ήージ・重力対応による超ݭ理論の非ฏߧ౷計෺理学への応用　˙ X ઢを用

いたӉ஦の高エネルギーݱ象の୳ݶۃ ˙　ࡧ環境化の精密෺ੑଌ定による新ح

ྔ子ݱ象の研究　˙ ڽ縮ܥやݻ体表໘の電子ߏ଄と෺ੑに関する理論的研究　

象ݱ૬సҠの研究　˙ ෺࣭։発による新しい෺理ى体の電子૬関と光༠ݻ ˙

へのアプローチ　˙ レーβーྫྷݪ٫子を用いたݪ子波ׯবޮ果の୳ࡧ　˙ バイ

Φインフォマティクスを用いたήノム科学の研究　˙ 生෺の持つ分子機ց（分子

モーター、イΦンϙンプ）の機能ղੳ　˙ 細ूە団によるڊ視的コロニーܗ成メカ

ニズムの研究　˙ 複ܥࡶの数理モデルの考Ҋとそのղੳ　˙ ྫྷݪ٫子気体など

の人工ྔ子ܥを用いたྔ子ڽ縮ܥの理論的研究

理工学研究科
シラバス

˛

तۀ঺հ

国立研究։発法人 ෺ ・࣭材料研究機ߏの研究者が、෺ ・࣭材料ܥのトピッ

クを講ٛࣜܗでղઆ。科学技術の最ઌ୺の研究։発に関して、研究։発

テーマ、研究։発の進め方、研究։発の౸ୡ఺、関࿈する科学技術などに

ついての理ղを深めます。さらに本研究機関の見学を通じて、研究者の

ライフスタイルやキャリアパスについて理ղし、研究։発ݱ場の知見を

深めます。

ઌ୺科学ٕज़࿦ᶗʙᶙ 博士前期課程

海外の学会でޮ果的な研究発表を行うためのӳޠ力とプレθンテーショ

ンスキルを養成します。自身の研究内༰に基づいて、PowerPoint とϙス

ターの 2 種類の発表方法を学習。໌ շな論理ߏ成を用いて、視֮資料ޮ果

的に使いながら、自身の研究をӳޠで分かりやすくઆ໌できることを目

指します。また、࣭ 問に対ॲするための技術も身につけます。

英語学ज़プレθンテーション 博士前期課程

全専攻共௨
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Water for Peace副専攻
「ਫ」をキーワードとする諸問୊は、これから気候変動のӨڹをさらに受け、

ますます重要な社会課୊となっています。「ਫ」は҆શ保障そのものであり、

グローバルな課୊であり、国内のリージョナルスケールでも課୊・問୊を๊

えています。本学に在職するさま͟まな分野の専門科教員の協力を得て、法

と技術・ビジネスなど複数のリテラシーを有する高度な職業人を育成する学

際的な教育研究を行います。研究科における専門ੑとともに「ਫ」というテー

マを通して、法や社会の࢓૊みと理工学・ビジネスなど複؟的な視఺で社会

課୊に対ॲできる高度知識（Law �）人ࡒを育成します。

研究分໺・಺༰

˙ 国際ਫ問୊　˙ 気候変動と社会　˙ ਫ資ݯ　˙ ਫ資ݯのコンフリクトマネ

ジメント

感性ロボティクス副専攻
工学、建ங工学、経営学、఩ࢱ工学とロϘティクスを֩に、情報学、心理学、福ੑײ

学などの分野をԣஅ的かつ文理༥合的に広げた新しい科学技術ྖҬです。最ઌ

୺の知識を各分野の研究者から学び、共同研究に参Ճしながら新しい技術を۷り

下げるಠ૑的なカリキュラムです。ੑײ工学的な視఺（人間の多様 ・ੑ個別ੑ）か

らの科学技術とロϘティクス的な視఺（人と機ց、人と人の૬ޓ作用・共生）から

の科学技術を༥合させて、21ੈلのパラダイムである「多様ੑと共生」を科学技

術の໘からࢧえる、新しい情報社会基൫のߏஙを試みます。

研究分໺・಺༰

˙ 情報通信産業・Ո電産業におけるインターネット＋モバイルネット＋ユビキタ

スネットを༥合させたヒトにやさしい情報機ث・情報サービスの研究։発　

˙ 福ࢱ・հ護産業におけるհ護福ࢱロϘットやユニバーサルデβインの֓೦に基

づく機ث・サービスの研究։発　˙ ެ׭庁における都市やެ共的なۭ間の設計

データ科学・アクチュアリー副専攻
ビッグデータの活用が஫目されているように、ۙ 年のං大化するデータ社会にお

いてデータղੳのख法は適用ྖҬを広げており、あらΏる分野のඪ४的なղੳ

ツールとなりつつあります。一方、保険・年金・金༥などの分野で活躍する数理

業務の専門職であるアクチュアリーもまた஫目をूめ社会的ニーズが高まって

いますが、アクチュアリーになるための基本は確཰・౷計にあります。本෭専攻

では、広い分野にまたがるデータ分ੳの基ૅ理論から応用までのデータ科学の理

論・方法論、およびアクチュアリーのための数理についてのカリキュラムを提供

します。

研究分໺・಺༰

˙ データ科学の基ૅ理論から応用まで　˙ 医学、経済、ビジネスなどの各分野ݻ

有の方法論　˙ アクチュアリー数理

電子社会・情報セキュリティ副専攻
コンピュータとネットワークによるサイバーۭ間は、人類に広い自༝と可能ੑを

与えてくれましたが、同時に҆શੑ、プライバシーの保護などैདྷにない諸課୊

が生じました。これらの諸課୊のղ決には情報セキュリティ技術、؅理運営ख法、

システム؂査、情報セキュリティ法制度、情報倫理などの各分野を࿈ܞさせた新

しい学問「電子社会・情報セキュリティ学」が必要とされます。本෭専攻の電子社

会・情報セキュリティは、ઌ進各国においての重要課୊となっており、本学の体ܥ

的カリキュラムのઌੑۦは、広く஫目されています。

研究分໺・಺༰

情報社会における自༝の拡大、プライバシーの保護と҆શੑの向上、؂視社会へ

のڪれの最小化を目的とした研究

ヒューマニティーズ・ランゲージサイエンス副専攻
本෭専攻は、理工ܥ研究者として修得しておくべき学際的、人文社会科学

（ヒューマニティーズ）的な教養やޠݴ科学（ランήージサイエンス）の知見

（発表・論文作成のޠݴスキルؚむ）をともに学び合う場となります。ݱ代社

会における諸問୊（ྫえばジェンダー論）を科学技術との関࿈でٞ論したり、

最新のޠݴ科学的アプローチによるޠݴの使用・習得ա程やධՁ方法を理論

的にٞ論したり、ޠݴを文化・社会・ࢥ૝との関࿈でٞ論したりといった、学

生の主専攻には特化しないものの、広くは理工ܥ研究の基൫に関わるような

人文社会科学的なトピックに関する知見や۩体的なアプローチへの知見を

深めます。

研究分໺・಺༰

　習得ޠݴ科学やޠݴ ˙　代社会における諸問୊と科学技術の関࿈ݱ ˙

૝の関࿈ࢥ・と文化・社会ޠݴ ˙

Global Sustainability Science 副専攻
Global SVTtainability SDienDe෭専攻は、持続可能ੑ科学の実践を୲うグローバ

ル人材の育成を目指します。気候変動による自વࡂ害の૿Ճ、生෺多様ੑの減গ、

生ଶܥサービスのਰୀ、エネルギーෆ଍、ශ富の格ࠩ拡大、ウェルビーイングの௿

下など、持続可能ੑを取りרく地نٿ໛の諸問୊をղ決すべく、多様な学問ྖҬ

のӳ知を結ूし、ダイナミックな学際的な教育と研究を実践します。ඪ४的な修

了期間は̍年で、すべてのत業はӳޠ։講。国内留学ともݴえるグローバルな教

育を通じ、異分野༥合グローバル人材としての社会での活躍をڧ力にサϙートし

ます。

研究分໺・಺༰

分野と国をԣஅする学術体ܥである Global SVTtainability SDienDe において、持

続可能ੑ科学に関࿈する以下の � 分野をԣஅした異分野༥合的な学びと研究を

展։します。

˙ 環境工学　˙ 生ଶ学　˙ 健康科学　˙ 行動科学　˙ 認知科学　˙ 情報科学

˙ 土木工学　˙ 都市計画
理工学研究科
シラバス

෭ઐ߈঺հ
新しい分野の学問や各専攻分野のԣஅプロジェクトなどから生まれてきた学問に対応すべく෭専攻制度を導入。

6 つの分野からߏ成されたカリキュラムとなっています。

ಛ৭あΔϓϩάϥϜ

μϒϧ・σΟάϦʔϓϩάϥϜ ࿈ܞ大学院ํࣜ
本学大学院理工学研究科に在籍しながら協定校へ留学し、留学ઌ大

学の科目を履修するとともに研究活動を行います。

それͧれの大学における所定の単位を修得し、本学及び協定校にお

ける修士論文・博士学位論文の審査に合格した場合に両大学から学

位がत与されます。

、速な発展により、単なる知識の深ງだけでなくٸ代の科学技術のݱ

文理にまたがる異なる分野の知識を幅広く༥合・適用し、社会でٻめ

られる問୊のղ決に向けた知の૑出・活用できる人材がٻめられて

います。

࿈ܞ大学院方ࣜにより、研究科における教育研究活動の一૚の充実

を図ると共に、研究所の最ઌ୺の研究૷置等を利用して࣭の高い研

究を行えることは໪論、様々な研究者と接することで、学内だけでは

得೉い経験もできると期待されます。▲

博士前期課程
バンドンエ科大学（Institut Teknologi Bandung) ／インドネシア

・土木環境工学部 (TIe FaDVlty oG Civil and EnvironNental Engineering)

国立中央大学(National Central University) ／台湾
・工学院 (TIe College oG Engineering)
・理学院 (TIe College oG SDienDe)

▲

博士後期課程
国立中央大学(National Central University) ／台湾

・工学院 (TIe College oG Engineering)
・理学院 (TIe College oG SDienDe)
・資ਜ電機学院（TIe College oG EleDtriDal Engineering and CoNpVter SDienDe）

▲

独立行政法人 産業技術総合研究所
ઌ進パワーエレクトロニクス研究センター（電気電子情報通信工学専攻）

人間拡ு研究センター（ビジネスデータサイエンス専攻）

人工知能研究センター（ビジネスデータサイエンス専攻）

▲

国立研究開発法人 物質・材料研究機構
国際ナノアーキテクトニクス研究ڌ఺（.ANA）

ナノཻ子グループ（෺理学専攻）

ྔ子෺࣭特ੑグループ（෺理学専攻）

フロンティア分子グループ（応用化学専攻）

*44 εΫΤΞϓϩάϥϜ
「研究と実務༥合による高度情報セキュリティ人材育成プログラム」（ISS

スクエア）は、情報セキュリティ大学院大学、中央大学、東京大学、国立情報

学研究所他、企業・研究機関 11 社の産学࿈ܞによる研究と実務を༥合した

人材育成プログラムです。主として大学院修士課程の学生を対象として

おり、入学生から参Ճ学生を選ൈし、特に設計された教育・研究活動を通し

て優れた人材を育成することを目的としています。

修士論文審査および最終試験に合格した学生には、修士の学位と情報セ

キュリティ・スペシャリスト・サーティフィケート (ISS CertiGiDate) がत与

されます。

▲

高度情報セキュリティ実践リーダー
情報セキュリティશ般の確実な知識を持ち、企業活動や国の҆心・̓ શを確保

する؍఺から、実社会のਖ਼確な状گ認識のもとに、CIO�CISOとして૊৫の情報

政策をリードできる人材。

▲

高度情報セキュリティ研究・開発者
情報セキュリティશ般の知識を備え、優れた基ૅ能力をϕースに問୊の本࣭を

೺Ѳし、場当たりでないൈ本的な情報セキュリティ対策や基൫技術を૑出・ઌ

導できる人材。

めざす人材像

協定校

連携研究機関

在学生の声

ొؙ ঘ࠸
理工学研究科ɹ情報工学専攻
情報通信工学研究室ɹ修士2年

学部生として学Ϳ中でさらに深く情報工学について学びたい、自身の研究内༰と定めた҉号分野、特にପԁ・

超ପԁۂઢ҉号に関して多大な実績を࢒されている᪅ઌ生のݩで学びたいと考え、進学しました。研究科のत

業のほか、電子社会・情報セキュリティ෭専攻と ISS スクエアプログラムも履修しています。この 2 つを履修す

ることで、情報セキュリティは技術໘だけでなく法制や倫理といった関࿈する分野が࿈ܞし૬ޓに高め合う

必要がある総合的な学問であると認識をあらためました。ࠓ後は中央大学大学院で得た知識と経験をݩに、日

本の IT 産業の一ॿとなれるような技術者を目指します。

ٕज़ ・ऀར༻ऀの૒ํがɺ
҆৺͠て情報௨৴ができる環境をߏஙͨ͠い。

電子社会・情報セキュリティ副専攻とISSスクエアプログラムを履修
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文学研究科 中国言語文化専攻
博士前期課程̎年

༗྄ ాށ
TODA Yusuke

研究テーマ

現୅中国における ňߚՎŉ について

ਐ学動機　

学部を卒業してब職した後に、研
究への೤ҙが再೩。ٴ川ઌ生に相
ஊして大学院へのਐ学をܾҙしま
した。

GRADUATE STUDENT

教त ࢠ઒ ३ٴ
OIKAWA Junko

専໳෼野 現୅中国社会、政࣏社会ࢥ૝

研究キーϫード　現୅中国社会、政࣏社会

૝、ීว的Ձ஋、市民社会ࢥ

研究内༰　現୅中国の社会、特にݴ࿦空
間と政࣏社会ࢥ૝について

文学研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

博士前期課程
修士（文学）、修士（史学）、修士（哲学）、修士（社会学）、修士

（社会情報学）、修士（教育学）、修士（心理学）

博士後期課程
博士（文学）、博士（史学）、博士（哲学）、博士（社会学）、博士

（社会情報学）、博士（教育学）、博士（心理学）

▲

औಘできる学Ґ

人文科学、社会科学及びその関࿈諸分野に関する理論ฒび

に諸ݱ象にかかる高度な教育研究を行い、高い研究能力と

広く豊かな学識を有し、専攻分野における教育研究活動そ

の他の高度の専門ੑを必要とする業務を਱行することの

できる人材を養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

文学研究科
公式WEBサイト

国文学専攻

東洋史学専攻

独文学専攻

哲学専攻

中国言語文化専攻

社会情報学専攻

心理学専攻

英文学専攻

西洋史学専攻

仏文学専攻

社会学専攻

日本史学専攻

教育学専攻

จ学ڀݚՊ
博士前期課程・博士後期課程

多摩キャンパス 昼間開講

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
現代社会の本質を洞察する高度な教養を獲得する
13 の専攻でߏ成される文学研究科の研究ྖҬは、人文科学ܥから社会科学ܥ、一部には自વ科学ܥにྡ接する分
野など広範にわたり、ޠݴ・文化・地Ҭ・社会などに通ڿした専೚教員のࢧԉのもと、ݱ代にٻめられる高度な教養
が身につく環境を実ݱしています。また博士後期課程に進学し、研究者を目指す大学院生が多いことも特長のͻ
とつ。多くの修了生が研究者として成果をあげながら、後進の研究指導にݙߩしています。

特௕

2
知識を有機的につなげる専攻横断型の授業
人文科学と社会科学にまたがる総合的な研究科としての学びを実ݱすべく、専門ྖҬの֞ࠜをӽえた専攻ԣஅ的
なत業科目を数多く։講しています。異なるྖҬで学Ϳ知識や異なる学問ྖҬに取り૊む研究者との交流は、自
身の専門分野と向き合う視࠲に新たなܹࢗを与えてくれるでしΐう。多様な知識との有機的なつながりこそが、
より広い視野を֫得し、自身の教養をさらに深める後ԡしとなるはずです。

特௕

3
国内外の協定校との交流で広がる新たな知見
文学研究科では国内の多くの大学院と単位ޓ換協定を結んでおり、交流・協力校においては、同校が։講している
履修を認められたत業科目を選択履修することが可能です。さらにはੈք各地にある海外協定校へ留学して研究
を進める機会も用意されています。また本学には海外協定校から受け入れた留学生も在籍しており、日本にいな
がら国際的な知見を養う交流の機会が多数あります。

「ෆಁ໌」ͳ࣌୅ࢥைʹ
৽ͨͳల๬を੾Γ୓͘

コロナՒ以߱の新しいن範とともに生きるࢲୡは、地نٿ໛の

課୊にଈ応できず、ແࢂなઓՒになす術もなく、ෆಁ໌な時代に

௚໘し続けています。文学研究科のࠜװにあるのは、このよう

な状گにこそ必要な、問୊の本࣭をಎ察し、新たな展望を੾り୓

く「૝૾力ʗ૑଄力」のᔻ養です。各専攻ではࠜݯ的ʗֵ新的な

「知」をॎ࣠として培いながら、ԣஅ的なत業科目も։設。「知の

ӽ境」がଅす広い視野の֫得が、ॎ࣠の「知」の୳ٻの意ٛを࠶認

識し、「教養」の深化を導くヒントとなります。

઒ٴ  私が中央大学に着任したのが2018年。戸田さんが学部３年次

の時に出会って、４年次の卒業課題研究にあたるロングレポートの指

導をしたのですが、とても高い熱意を持っていましたね。どのような興

味・関心を持って、どのように学んだらこうなるのかと、本当に印象強

い存在でしたね。

ాށ  政治学、社会学の観点だけでなく、多角的な観点から研究に取

り組みたいと考えていた頃に及川先生が着任されました。学問領域を

横断して物事を捉える視点は、私が理想としていた研究イメージと重

なるものでした。就職した後にもう一度大学院に行こうと思えたのも、

先生の存在がかなり大きかったです。

઒ٴ  学部生の頃から、共産主義思想や国家の指導者を称える内容を

含んだ歌曲「紅歌」について研究していましたよね。

ాށ  音楽学や音楽史学から離れた、社会学的な音楽研究として「紅

歌」の変遷や定義、人々に与える影響なども含めて考察を進めていま

す。実は初めて興味をもったのは中学生の頃だったんですよ。

઒ٴ  それは早い。どんなところに興味をひかれたのですか？

ాށ  日本で生きている中では触れないような、文化としての異質な

感触ですかね。邦楽や洋楽と受ける印象がまったく違いました。

઒ٴ  中国の政治体制や社会状況を振り返ると、歴史の記憶・記録が

抹消されてきた事情があります。そんな中でひとつの歌が人々に共通

する記憶を呼び起こす、社会の歴史を歌が記憶するという着眼点は興

味深いです。一方で文化研究、思想研究、政治研究など色々なアプロー

チが可能なので、難しい点もありますよね。

ాށ  先生から「まずは自分で考えるように」と指導いただいて、ゼロ

から考える時間が持てたことはありがたかったです。

઒ٴ  博士前期課程ならば２年間、経済的負担もありながら研究のた

めの時間を確保された訳ですから。私としては思う存分に、自由に研究

に取り組んでもらいたい、という気持ちがまずありました。

ాށ  先生は個別に話す時間をとても大切にしてくれて、研究計画や

自分の考察を見直す良い機会になっています。先生の熱意にあふれる

研究姿勢も、いつも近くで学ばせてもらっています。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

社会・政治・思想・文化の広い視座から
中国独自の音楽文化に考察を深めていく

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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文学研究科で得られる能力

資料の
調査能力と

文献の読解・理解力

データの
分析能力と
文章表現力

プレゼンテーション
能力

コミュニケーション
能力

教育力
・

指導力

人間、社会、歴史を研究対象に、

グローバル化・高度情報化した現代社会に貢献できる資質を

進路の例

教育職（中学・高校・大学など）、専門職（学芸員・アーキビスト・臨床心理士・公認心理師など）、

研究職、公務員、民間企業など

自ら課題を設定する能力 根源的な思索力

ઐ߈঺հ 文学研究科
シラバス

共同研究室を設置

本研究科では、専攻ごとに専門書籍・関࿈資料・学会ࢽなどを多数所ଂす

る「共同研究室」を整備しています。専門分野に関࿈する文ݙやデータ

ϕースにす͙アクセスできる環境が整っているほか、教員・大学院生・学

部生との交流を深める場にもなっています。

˛

学Ґ࿦จλΠτϧ

修士論文
˙h ޠ෺ࢯݯ Ӊɦे࣏஽における「ִて」について　˙野木ѥل子のΦリジナル٭本
における૬๮関܎について　˙GraNNatiDal Knowledge oG UnaDDVTative VerbT by 
JapaneTe LearnerT oG EngliTI　 ˙ L2 Req exive ProDeTTing by JapaneTe LearnerT oG 
EngliTI � L1 Inq VenDe oG LogopIoriDity　˙ٔۂ作品におけるొ場人෺の特௃をࣔす
はҡ持されるかᴷ　˙アングルʬパΦ「らしさۂٔ」的खஈʕ教材化テクストにޠݴ
ロとフランチェスカʭに見られる表ݱについてᴷ変༰するஉੑ身体表ݱとҳ話的ֆ
画の表ݱをめ͙ってᴷ　˙中国ޠの文຤ॿࢺ l 㠧 z の意ຯ用法に関しての研究ʕ日
本ޠ຋༁をྫにᴷ　˙1�40年代重ܚ「大後方」の知識人とそのԻ楽活動ʕ大Վܶh ळ
子 をɦ中心に　˙関ࣜࢁ土ثの地Ҭੑとその細分化ʕ主に埼׉地۠のย口土ثにつ
いてʕ　˙国学者伊能Ӳଇのນ຤ҡ新　˙イスラーム法ఊه࿥からみる1�ੈلイ
スタンブルのユダヤ教ెʕ1660年大ՐのӨڹに関する検討を中心にʕ　˙ٸ進主
ٛと国制൷൑ʕロンドン通信協会における歴࢙教܇の利用ʕ　˙A�N�ホワイトϔッ
ドh 科学とۙ代ੈք にɦおける神とはなにかʕࣕܗ上学的な神とफ教的な神のは͟ま
ʕ　˙西 「̓ճ๥」出身大学生のफ教意識に関する事ྫ研究ʕՈఉ教育・経ಊ教育・
学校教育にண目したインタビュー調査からʕ　˙動画共有サイトにおける「ඒしさ
の提ࣔ方法」ʕ:oVTVbe 動画をめ͙るマルチモダリティ分ੳとΦーディエンス・イ
ンタビューを通じてʕ　˙ෆొ校ࢧԉ策としてのさわやか૬ஊ室・さわやか૬ஊ員
の有ޮੑと課୊ʕA 中学校のさわやか૬ஊ室の実ଶを通してʕ　˙社会的関ੑ܎
に基づくإ認知方ུʕ 一部ःณされたإのັ力にண目してʕ

博士論文
˙ニーチェの道ಙ൷൑を導きのࢳにしたӬԕճࢥؼ૝のղ໌ʕ生きることそのもの
におけるՁ஋ධՁと生きることそのものとのݪ理的な分྾ʕ　˙൓෮単ޠ変ޮܗ
果を用いた自ดスペクトラム঱者の知֮特ੑに関する研究　˙中国内཮部ශࠔ地
Ҭにおける਌の教育ઓུに関する実証研究ʕެ立高校間格ࠩと社会関܎資本の役
割にண目してʕ　˙վֵ։์後の中国における日本ۙݱ代小આの受༰研究ʕ1��0
年代を中心にʕ　˙日本ޠ間接関与ߏ文のޠ用論的研究　˙視֮的஫意の発ୡա
程に関する実験心理学的検討　˙ݱ代における「地Ҭコミュニティ」࠶ฤと୲いख
たちの「ローカルな実践」ʕ都営「立川団地自࣏会」における参与的行ҝ調査ʕ　˙
中等学校の社会ܥ教科及び総合的な学習における多文化教育の։発的・実践的研
究ʕ多様ੑのଚ重と社会ਖ਼ٛの実ݱを視఺としてʕ　˙FeatVre SeleDtion
 FeatVre 
ReaTTeNbly
 and tIe Role oG UniverTal GraNNar � TIe ADRViTition oG WI-2VeTtionT 
by JapaneTe and CIineTe LearnerT oG EngliTI　˙ೄ໲時代中期後葉࿈ހ文土ثの研
究ʕそのܥේと展։ʕ　˙中ޠ׽ݹの使役ߏ文に関するه述的研究ʕᲇ৾ೆ北ே
期の5種の௚接使役ߏ文ʕ　˙一九九ޒ年以߱のଜ上य़थ文学の変ભʕ＜コミット
メント＞と＜ܧঝ＞の૬補ੑʕ　˙大学生における日常生活や学業へのແ気力に関
する心理学的研究ʕաݱ・ڈ在の対人関܎とແ気力に対するײ情にண目してʕ　˙
北૙։෧の都城社会と住民文化　˙ݙ体運動におけるの歴࢙社会学的研究ʕ台࿷・
長崎・東京・Ѫ知・ੴ川での૊৫的なҨ体提供と法制化をめ͙ってʕ

本専攻は、学問の఻౷的な研究をܧঝしつつ、新しいアプローチも取り入

れ、Φーソドックスでありながらも、常に学問の最ઌ୺を目指しているの

が特৭です。ޠݴ学的ख法による文ݙղಡ、木؆など新しく出土した文ࣈ

資料を取り入れた研究、ݹい資料の同位ݩ素による年代分ੳ、電子メディ

アによる資料の分ੳなど、他の学問分野との協力により、新たな視఺を盛

り込んだ国ޠ学と国文学の研究に取り૊んでいます。

▲߈จ学ઐࠃ

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙日本׽文学・࿨׽ൺֱ文学　˙ࢯݯ෺ޠ　˙本文研究　˙ݹ஫ऍ　˙ڗ受࢙　

˙վ作・補作　˙表ݱ分ੳ　˙Ҿ用と૑଄　˙Վஃ　˙後ௗӋ院　˙ݯढ़པ　

˙書籍文化　˙ٔ作　˙૲ࢴ　˙地Ҭ文化　˙ۙ代　˙ݱ代　˙小આ　˙表ݱ　

˙フィクション　˙Ն目ᕸੴ研究ᴷᕸੴ作品における৭とۭ間　˙୩崎५一࿠

の文学ᴷஉの෺ޠから女の෺ޠへ　˙川୺康成研究ᴷ超ӽࢤ向のプロセス　

期の小આ　˙൷ධ　˙ಡ書　˙ಙ島県の文学活動　˙ত࿨文学　˙中島࣏໌˙

ರ　˙ۙ代文学成立期における小આಡ書法の研究　˙࿐൐の൓ۙ代　˙h ුӢʱ

におけるޠり　˙意ຯ論　˙文法論　˙ޠܟ　˙࿨文ޠ　˙ฏ҆時代

主にӳޠ学・ӳ文学・ถ文学の3分野にわたる講 ・ٛԋ習を։設しています。

博士前期課程は、専門研究を深めると同時に研究方法や分ੳ理論についても

学び、さらには実践的ӳޠ力を養いつつӳޠで論文を書く技術を身につけら

れるत業ฤ成です。後期課程は、博士論文のࣥ筆をきめ細かくサϙートする

体制が整っています。また、ӳݍޠの大学への留学に関心のある学生や、ӳ

。教員を目指す学生に、適੾なアドバイスとサϙートを提供していますޠ

ӳจ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

英語学 　˙Ի੠学　˙Իӆ論　˙ܗଶ論　˙౷ޠ論　˙ޠ用論　˙ୈೋޠݴ

習得　˙ӳޠ教育　˙実験ޠݴ学　 英語圏文学 　˙イギリス文学　˙アイル

ランド文学　˙アメリカ文学　˙広Ҭӳݍޠ文学　 文学・文化批評 యݹ˙　

修ࣙ学　˙ジェンダー論　˙パフォーマンス研究　˙フェミニスト൷ධ　˙຋༁

の理論と実践　˙ AeTtIetiD PraDtiDeT　˙BilingValiTN　˙ CVltVral StVdieT　

˙Digital HVNanitieT　˙PoliteneTT　˙PoTt-Colonial StVdieT

日本ޠ・ドイツޠ૒方を用いた高いレϕルのリサーチ能力、分ੳ能力、発表能

力、そして異文化コミュニケーション能力を身につけ、国際的教養をຏいて

いくことができるよう、ドイツݍޠの大学、研究者との研究協力・学生交流を

積ۃ的に進めています。त業のほか、教員と大学院生શ員が参Ճする研究発

表会があり、ドイツݍޠからの客員教तや客員講ࢣが同੮することもありま

す。また、ドイツ人研究者による講ԋ会や研究セミナーも։࠵しています。

ಠจ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙ドイツ২民地　˙グローバル・ヒストリー　 「̇೤ଳ医学」の歴࢙　˙人種主

ٛの歴࢙　˙ヒストリΦグラフィー　˙日ಠ文化交流࢙　˙ԋܶ学　˙ドイツ

文学　˙ドイツࢥ૝　˙ൺֱ文学　˙ൺֱ文化　˙文化ޠݴ˙　࢙的๫力　

˙௜໧　˙学術ޠݴとしてのドイツޠ　˙テクストޠݴ学　˙ஊ話分ੳ　

˙　教育ޠݴ˙　用論ޠ˙ Interaktion　˙ GrVppenarbeit　˙ To[iokVltVreller 

AnTat[　˙ RValitative ForTDIVngTNetIoden　˙ KVltVrwiTTenTDIaGt

˛

͞·͟·ͳ෼໺ʹݙߩで͖Δ࣭ࢿを৳͹͢

ΞʔΩϏετཆ੒ϓϩάϥϜ
ެ文書館等のアーカイブズ機関でಇく専門職であるアーキ

ビストを養成するプログラムです。このプログラムを修了す

ると、国立ެ文書館の認証アーキビストに認定されるために

必要な要件の一つである「知識・技能等」をຬたすことができ

ます。また、।認証アーキビストの認証を受けることができ

ます。講 ・ٛԋ習科目にՃえ、ീԦ子市との協力によりアーキ

ビスト実務研修（インターンシップ ）を必修科目として設置

し、実践的に学Ϳ機会も設けています。

プログラム修了者には、中央大学大学院

文学研究科からΦープンバッジが発行

されます。Φープンバッジは、修了者の

知識・スキル・経験をデジタル証໌するものであり、大学院修了

後も学習成果をࣔすために活用することができます。

オープンバッジ

෹จ学専߈にίʔεを設ஔ
2025 年度入学者から、෹文学専攻博士前期課程にコース（文

学文化コースʗඒ術࢙コース）が設置されます。コース選択

は入学試験に出願する際に行います。

※研究ྖҬ・テーマ・キーϫードは所属教員の研究ྖҬのྫࣔであり、
そのほか෯޿い෼野を研究指ಋしています。
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ઐ߈঺հ 文学研究科
シラバス

఩学は、すべての学問の始まりであり、いまでも万学をࢧえる土台です。本

専攻の大きな特௃は、西洋と東洋の఩学・ࢥ૝を同時に学べることと、ޠ学を

重視していることです。充実した研究環境のもと、院生は主体的にಡ書会や

院生研究発表会で活発に活動しています。また、研究ل要の発行や学会発表、

論文ࣥ筆なども行っています。本専攻は以上のような特௃を生かして、広く、

深く、ਖ਼しくࡧࢥし、૑଄することのできる人材育成を目指しています。

఩学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙ジョン・ロック　˙イギリス経験論　˙イングランドܒ໤　˙科学࢙・科学

఩学　˙地ٿ࿭੕科学の఩学　˙自વ主ٛ　˙クリティカルシンキング　

˙天ߖ˙　ߖ౷論　˙ߖ位ܧঝ　˙女 ・ੑ女ܥ天ߖ論　˙国体論　˙新井ന

ੴ　˙ਫ戸学　˙国学　˙大ਖ਼デモクラットのࢥ૝　˙ݹ代ギリシア・ロー

マ఩学　˙ݹ代຤期ࢥ૝࢙　˙ॳ期キリスト教　˙ラテン教෕　˙アウグス

ティヌス　 「̇心」　˙時間　˙ޠݴ　˙ウィトήンシュタイン　˙ホワイト

ϔッド　˙ϕルクソン　˙西田ز多࿠　˙考証学（૙ʙਗ਼）　˙科׽˙　ڍ籍　

˙ൺֱ஫ऍ学

কདྷの社会ߏ૝を୲うಠ૑的な研究者や実践的な実務者の養成をめ͟しま

す。理論・調査法など社会学に必ਢの学識や方法論を習得するコースワーク

を履修しながら、プロジェクト型のԋ習・専門ԋ習を通して、論文・学会報ࠂ

などのアウトプットを重Ͷ、学位論文の׬成に向けてண実に研究・学習を進

めるカリキュラムです。学内外の社会学者をটいて知的交流を深める機会

や、ティーチング・アシスタントを通した教育力養成の機会も得られます。

ࣾձ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙࿝い　˙障害　˙පい　˙生ଘ　˙ྟচ　˙制度　˙歴࢙　˙国Ո　˙意ຯ

論　˙時ۭ論　˙フィールドワーク　˙Ո଒　˙地Ҭ　˙फ教　˙民଒　

˙意識 　˙社会システム理論　˙都市　˙コミュニティ　˙ͻとのҠ動　

˙エスニシティ　˙異࣭ੑ　˙ྟ場・ྟ চのஐ　˙社会的௧ۤ　˙旅　˙境ք

ྖҬ　˙社会文化的な島々　˙࿭੕社会　˙国際フィールドワーク　˙イタ

リア　˙地中海　˙社会運動　˙グローバル化　˙市民社会　˙マックス・

ヴェーバー　˙ۙ代社会　˙ۙ代合理主ٛ　˙ディϕート教育　˙গ子化　

˙ະࠗ化　˙結ࠗ　˙ಠ身者　˙国際結ࠗ　˙格ࠩ社会　˙਌密ੑ　˙ペット

社会情報学は、社会にଘ在するさま͟まな情報（社会情報）とそのコミュニ

ケーション・஝積・Ճ工について多ݩ的に考察する学問分野です。情報の

Ҳれるݱ代社会において、情報と情報ॲ理について理論的に深く考える人

材、情報と社会の૬ޓ作用を多֯的にଊえることのできる人材、適੾な情

報を適੾なタイミングで୳ࡧ・変換・提 ・ࣔ運用できる人材、社会と人々の

ੈ・࿥・知識ه 論などを積ۃ的にऩ ・ूධՁ・活用できる人材を育成します。

ࣾձ৘ใ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙ IT 人材育成　˙データղੳ　˙ UX　˙ HCD　˙図書館　˙デジタルライブ

ラリー　˙学術情報流通　˙Φープンアクセス　˙Φープンデータ　˙Φープ

ンサイエンス　 （̇デジタル）アーカイブ　˙データϕース　˙情報検ࡧ　

˙情報利用行動　˙ಡ書　˙ラーニングコモンズ　˙メディア　˙コミュニ

ケーション　˙ϙピュラー文化　˙ए者文化　˙ファン　˙Φタク　˙グロー

カル化　˙うわさ　˙流ݴ　˙デマ　˙都市఻આ　˙フェイクニュース　

˙モバイルメディア　˙ܞଳ電話　˙スマートフォン　˙ SNS　˙人間関܎　

˙パーソナル・ネットワーク　˙Ҡ動ੑ　˙झຯ　˙ੈ論　˙社会心理

教育学とは、人間ܗ成と教育の事実と֓೦を科学的にղ໌する学問です。

理論的・歴࢙的なアプローチをとることも、行政文書の分ੳやत業分ੳ、

インタビューやエスノグラフィー、アンケートなどの実証的な研究方法を

もちいて課୊に取り૊むことも可能です。学校、社会教育や福ࢱのݱ場、

企業、地Ҭ社会等において、人間ܗ成について広い視野と専門的な知識を

もって活躍できる職業人と研究者とを養成します。

▲߈ҭ学ઐڭ

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙教育఩学・教育ࢥ૝　˙教育࢙　˙教育制度・行政　˙教育法学　˙教育社会学　

˙社会教育・生֔学習　˙教育方法学　˙発ୡ・人間ܗ成　˙国際ൺֱ教育（イギ

リス、フランス、ドイツなど）　˙ෆొ校　˙キャリア教育　˙ධՁ　˙インクルー

ジョン　˙ジェンダー　˙道ಙ教育　˙多文化共生　˙Ҡ民　˙फ教　˙人ݖ　

˙シティズンシップ教育

心理学は人間の行動と心を科学的にղ໌する学問です。実験室だけにとど

まらず、広く人間の活動の場に৮れ、また他ྖҬの専門Ոとの共同・交流を通

じて教育と研究を進めています。博士前期課程には、̎ つのコースを設置。

心理学コースは、心理学に関࿈する専門職の育成をめ͟します。ྟচ心理学

コースは、1年間の実務経験の後にྟচ心理士の資格審査を受けることが可

能です。また、ެ 認心理ࢣ養成に対応したカリキュラムを実施しています。

৺ཧ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

知覚心理学・認知心理学 　˙Φブジェクト認知 ˙إ認知 ˙社会的認知　

˙ফ費者行動 ˙஫意　 発達心理学・神経心理学 　˙高࣍೴機能障害　

˙神経ܥ ˙精神神経࣬ױ ˙ੑࠩ　˙認知঱ ˙発ୡ障害˙免Ӹܥ　˙内分ൻ

　ܥ 臨床心理学・健康心理学 　˙グリーフ　˙行動変༰　˙コンパッション　

˙ストレス・マネジメント　˙精神分ੳ　˙௡波ඃࡂ者の心理　˙トラウマ　

˙認知行動療法　˙発ୡ障害　˙ͻきこもり　˙マインドフルネス

本専攻では、実証を基ૅとして、視野を広く持ち、客؍的・総合的に歴࢙事象の೺

Ѳに౒めることを目ඪとしたカリキュラムをฤ成しています。特৭の一つとし

て、考ݹ学・文࢙ݙ学・アーカイブズ学を専攻内で学べることがڍげられます。ま

た、教職ࢤ望者向けに専門的見地からの科目を設けています。さらに、日本࢙学

においてもグローバル化が進み、ੈ քへと視野を広げることが研究のうえでෆ可

ܽなものとなっており、認定留学制度を利用して留学する大学院生もいます。

೔ຊ࢙学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙考ݹ学　˙ݹ代࢙　˙中ੈ࣏໌˙　࢙ੈۙ˙　࢙ҡ新ݱۙ˙　࢙代࢙　

˙ઌ࢙時代　˙ೄ文文化　˙考ݹ科学 ( 年代ଌ定 )　˙ۙੈ考ݹ学　

˙都市࢙　˙政࢙࣏　˙ଜམ࢙　˙地Ҭ社会ࡂ˙　࢙害と社会　˙宮ఊ文化　

　ߖ実యྱ　˙武士団　˙ઓ国大名　˙ນ府とൡ　˙天ނ˙　ྱّ˙

　料学࢙˙　࿥هݹ˙　࢙大学˙　࢙害ެ˙　࢙Ա　˙༝ॹ　˙ઓ後ه˙

教育࢙料保ଘ　˙歴࢙˙

त業は主に一࢙࣍料・ೋ࣍文ݙのྠಡ、多様なޠݴの文ݙのಡղ、履修生の研

究テーマに関する発表と討論、学会ل・ࢽ要などへの投ߘを४備している論

文、修士論文や博士論文のߏ૝発表などの内༰が中心です。課୊文ݙに関す

る発表やٞ論を܁りฦし行うことで、知識の定ணを図り、発表スキルや論理

的なઆ໌能力を向上させます。院生間でも各自の研究発表に対してޓいに

コメントや࣭問を投げかけることで、共同的に研究を発展させています。

੢༸࢙学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙グリニッジ天文台　˙ඪ४時　˙経度　˙地図　˙イギリスఇ国　

˙ヴィクトリアே　˙時間　˙ۭ間　˙シュメールޠ　˙アッカドޠ　

˙神話　˙行政経済文書　˙教会࢙　˙ドイツ　˙܉事࢙　˙ઓ૪　˙ܒ໤　

˙ֵ命とվֵ　˙ೆアフリカ࢙

自らの関心に基づいて、資料をリサーチする力やಡղする力、学問的ディシ

プリンに基づく分ੳ力やࢥ考力を஁え、さま͟まな職業で活かせる専門知識

を身につけます。また、フランスޠ力をさらにຏくとともに、গ人数のत業

でプレθンテーションの技術も向上させます。日ࠒの研究成果を発表し教

員શ員からアドバイスを受ける大学院生研究発表会や、充実した交換留学制

度、ୈ一ઢの作Ոや研究者をটいた講ԋ会も、本専攻の特௃です。

෹จ学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

˙新ݹయ主ٛඒ術　˙フランスۙ代ඒ術　˙フランスඒ術࢙学࢙　˙文化Ҩ

産　˙ඒ術館　˙ඒ術࢙学　˙ඒ術൷ධ　˙建ஙの表象　˙中ੈඒ術　

˙旅行ه　˙自఻　˙大河小આ　˙Ի楽と小આ　˙ۙ代フランスのࢥ૝　

˙文学における「自વ」「文໌」「人間」　˙フランスݱ代文学　˙文学とアート　

˙文学とֆ画　˙文学とԻ楽　˙文学とө૾　˙文学理論　˙フランスݍޠ

文学（アフリカʗカリブ海ʗインド洋）　˙シュルレアリスム　˙日෹交流࢙　

˙フランス文化࢙におけるキリスト教のӨڹ

本専攻の研究分野は、中国ޠ学、中国文学、中国文化学の3つです。いずれ

の分野においても、活ࣈഔ体の資料だけでなく、電子データも扱える調査

能力、資料ಡղ力を身につけます。また、中国本土のみならず、台࿷をはじ

め、ੈ քの՚人社会をؚめた中国ݍޠશ体の文化事象に目を向けます。中

国のޠݴと文化に精通し、広い視野に立って中国をめ͙る諸問୊にアプ

ローチできる人材を養成します。

தޠݴࠃจԽઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

中国語学 　文法ݴ教育　˙方ޠ用論　˙中国ޠ˙　論ޠኮ論　˙౷ޠ˙　

˙歴࢙文法　˙中日対照研究　 中国文学 　˙中国ۙ代文学　˙中国ݱ代文

学　˙中国当代文学　˙՚ܥޠޠ文学　˙中国ݹయ文学　 中国文化学

˙中国ۙ代文化࢙　˙西洋Ի楽受༰࢙　˙上海ેքの文化　˙日中ൺֱ文化　

˙日本人の中国؍　˙中国人の日本؍　˙日中関܎　˙日中交流　˙ݱ代中

国社会　˙政࣏社会ࢥ૝　˙リϕラリズムࢥை　˙ݱ代中国の知識人　˙ݴ

論ۭ間　˙ීว的Ձ஋　˙中国共産ౘのࢥ૝教育

学力。これらを݉ޠ考力、୎ӽしたࢥ的࢙料ૢ作のスキル、歴࢙・料ղऍ࢙

Ͷ備え、ݱ代ੈքの諸問୊について主体的にࢥ考し行動できる人材を育成

します。日本をؚむ東アジア地Ҭの関࢙܎や、アフロユーラシア諸地Ҭ間

の交流࢙など、地Ҭ・時代をӽえた研究を深めることも可能です。4万࡭を

ӽえる豊富なଂ書を༴する։架ࣜの図書室も特௃です。海外の研究機関

との学術交流も盛んで、在学中に海外留学する学生も多くいます。

౦༸࢙学ઐ߈▲

研究ྖҬ・テーマ・キーϫード

東アジア史 　˙中国ݹ代࢙　˙ே઱時代ߖ˙　࢙ఇ制度　˙天下؍

˙日中・日ே関࢙܎　˙海Ҭ׭˙　࢙制　˙ྱ制　˙印ষ　˙小中՚ࢥ૝　

˙外交文書　˙ਗୢઓ૪　 東南アジア史 　˙カンϘジアۙݱ代࢙　˙フラ

ンス২民地主ٛ　˙׭྅制　˙文化Ҩ産　˙ナショナリズム　˙クメール・

ルージュ　˙内ઓ下の社会文化෮興　 中央ユーラシア史 　˙中央アジア

࢙ޠΦアシス地Ҭの社会・文化　˙チャΨタイ˙　࢙新ᙜ（ウイグル）˙　࢙

料　˙ディアスϙラ　˙民଒政策　˙イスラーム੟者඲　 西アジア史 　˙

名望Ո　˙ۙ代化　˙ٞ会制度࢙　˙アラブֵ命　˙パレスチナฆ૪
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総合政策研究科 総合政策専攻
博士前期課程2年

߹ా थ
GODA Itsuki

研究テーマ

ӡ動部活動の࣋ଓ的なスポーツイ
ンテグリテΟ୲อに޲けた大会方
ࣜの有ޮੑ

ਐ学動機　

ίϩφՒのӨڹで、学部で໨指し
ていた໨標の実現が難しくなり、
再௅ઓの機会をつくる΂くਐ学し
ました。

GRADUATE STUDENT

খྛ ษ 教त
KOBAYASHI Tsutomu

専໳෼野 社会学（含社会福ࢱ関܎）

研究キーϫード　社会開発、国際協力、地
Ҭ活ੑ化

研究内༰　社会開発とスポーツ、スポー
ツによる国際ݙߩ

総合政策研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

博士前期課程
修士（総合政策）

博士後期課程
博士（総合政策）、博士（学術）※

※2022年度以前入学生のみ

▲

औಘできる学Ґ

人文科学、社会科学、自વ科学、工学及びその関࿈諸分野を

総合する؍఺から、ݱ代社会における政策に関する理論及

び諸ݱ象にかかる高度な教育研究を行い、高い研究能力と

広く豊かな学識を有し、政策と文化を༥合する学問分野を

։୓しつつ教育研究活動その他の高度な専門ੑを必要と

する業務を਱行することのできる人材を養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

総合政策研究科
公式WEBサイト

૯߹੓ࡦ
ɹɹڀݚՊ

総合政策専攻

博士前期課程・博士後期課程

多摩キャンパス 昼間開講

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1
政策×文化の視点からクロスボーダー社会に向き合う
などの境քをӽえて人々が行きདྷする׭代は学問、国Ո、文化、फ教、産学ݱ l クロスϘーダー社会 z と表ݱするこ
とができます。そんな時代において総合政策研究科では、文化的視野に基づく法政策、ެ 共政策、経営政策などの

「政策研究 」を専門とする人材の養成に౒めています。「政策と文化の༥合 」を重要な視఺として、多様な学問ྖҬ
やݱ実社会の課୊と向き合う࢟੎を育んでいきます。

特௕

2
政策分析能力を体系的に修得するカリキュラム
博士前期課程のカリキュラムは、総合政策研究の土台をஙく「研究基ૅ科目 」と専門的な知識を学Ϳ「研究発展科
目」、そしてԋ習科目を中心とする「研究応用科目」でߏ成されます。「法政と経済」「ビジネス政策」「ݱ代ੈք」「文
໌と国Ո 」「アジアの歴࢙と文化 」の̑つの分野にわたる研究発展科目で֫得した知見を一人ͻとりの研究テーマ
と関࿈付けながら、ԋ習によるアウトプットを通して総合的な政策分ੳ能力をຏいていきます。

特௕

3
研究のための複合的視野を培う共同演習を実施
ଘの専門分野の理論にとどまらず、関࿈諸ྖҬを広く取り込んだ学際的研究を行うことを目的として、特定のط
テーマをもとに異なる専門分野の教員がチーム・ティーチングを行なう「ԋ習（総合政策セミナー）ᶘ 」を։講して
います（P.41 ԋश（総合政策セミφー）ᶘテーマྫ参照）。研究のための複合的視野を֫得するだけでなく、共同でのԋ習を行
なう中で異なる研究分野の大学院生がूまり、ޓいにܹࢗを受けながら幅広いࢥ考力を培う機会になっています。

あΒΏΔڥքઢを௒ӽ͢Δ
ࣗ཯ܕਓࡐを໨͠ࢦて

「総合政策」とは、様々な学問の方法論を用いて複ࡶな社会問୊

に多様な視఺からアプローチし、課୊に対して政策や提ݴを行

いながら社会へݙߩする学問分野です。その目的のため総合政

策研究科では、多࠼なྖҬのエキスパートである教員を༴し、研

究テーマに合わせた複数名での指導体制をฤ成しています。៛

密な研究指導により、常識や࿮૊みにとらわれない多࠼な文化

的എܠに基づいた政策研究を行うことができる「総合的実践力」

を身につけます。

খྛ  総合政策研究科は他の研究科と比較して、少人数で距離が近い

雰囲気が特徴。合田さんも私の研究室だけでなく、講義でも多くの先生

からしっかり指導を受けていますよね。

合ా  普段の講義も少人数で、ほぼ研究室のような関係性で指導が受

けられます。その上で総合政策研究科は学ぶ領域が広いので、先生方に

次回の講義内容を聞いて、かなり予習をしてから講義に臨んでいまし

た。想像以上にハード、というのが正直なところです。

খྛ  学部生の頃から知っていますけど、物事を掘り下げて考える習

慣がついたのは大学院で成長したなと感じます。

合ా  講義で学んだ知識や先生の指導を受けながら、主体的に考察

を深める学び方にはやりがいを感じます。研究のための環境を自らつ

くって情報を獲得することは意識しますし、批判的な視点を持って情

報と向き合う姿勢も身につきました。

খྛ  置かれた環境を嘆くのではなく、与えられた環境下において、

自身で居心地の良さを創り出すことの大切さは、研究室でいつも指導

していること。その点について合田さんは行動力もあり、オンオフの切

り替えも上手にできていますね。

合ా  後は修士論文をしっかり仕上げることができれば、と。運動部

活動におけるスポーツの誠実性や健全性を持続的に担保する仕組みづ

くりをテーマとして、ハラスメント防止などに焦点を当てています。こ

れは大学までプロを目指してスポーツに打ち込んでいた自身の経験が

原点になっています。

খྛ  私もスポーツと社会開発という研究テーマに至ったのは、サッ

カーのナショナルコーチとしてバヌアツ共和国に派遣されて、そこで

暮らす人々とスポーツの関係性に衝撃を受けた経験がもとにありま

す。スポーツという華やかに見える舞台にある、地道で草の根的な取り

組みの重要性。表層的な部分だけを捉えていては、大事な部分を見失う

ので、初期段階の論理構成が大切です。

合ా  先行研究も少ないテーマで苦労はありますが、先生の密な指導

を活かして、納得いくレベルまで仕上げていきたいと思います。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

徹底した少人数体制の環境で身についた
自らの手で研究環境を築いていく力

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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指導教授による研究指導

修士論文の執筆 テーマの構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（30単位）の修得

指導教授による研究指導

博士論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆、課程博士学位候補資格認定試験への合格 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（8単位）の修得

ԋशᶗ（1・2）、
त業科໨のཤ修

1年次ඞ修科໨
び選択科໨のཤ修ٴ

ԋशᶗ（3・4）、ԋशᶘ、
त業科໨のཤ修

修士࿦文 中間発ද会

特घ研究ᶗのཤ修 特घ研究ᶘのཤ修
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指導教授による研究指導

修士論文の執筆 テーマの構想・研究活動 研究活動・修士論文の執筆 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（30単位）の修得

指導教授による研究指導

博士論文の執筆 研究活動・博士論文の執筆、課程博士学位候補資格認定試験への合格 仕上げ
審査・

最終試験合格

履修・単位の修得 修了に必要な単位（8単位）の修得

ԋशᶗ（1・2）、
त業科໨のཤ修

1年次ඞ修科໨
び選択科໨のཤ修ٴ

ԋशᶗ（3・4）、ԋशᶘ、
त業科໨のཤ修

修士࿦文 中間発ද会

特घ研究ᶗのཤ修 特घ研究ᶘのཤ修

˛

入学͔Β修ྃ·でͷϑϩʔ

˛

ΧϦΩϡϥϜͷجຊߏ੒

博士後期課程

■ 特殊研究

法政策研究
選ڍを基൫とする代ٞ制民主主ٛにおいて法ྩを通して਱行される۩
体的な政府政策について、その立法・行政・࢘法ա程を総合的に研究しま
す。国Ոや地方の行政౷࣏機ߏだけでなく、実業社会の法的あり方につ
いても歴࢙的・国際的にൺֱ研究して、国民国Ոという実体について検
討をՃえていきます。

経営政策研究
グローバルに経済社会活動を営む企業の経営政策を研究対象とし、その営
利૊৫としての機能をフルに発揮するための૊৫ޮ཰やビジネスとの関
をؚめ総合的に研究します。経営ઓུや૊৫؅理などミクロ視఺から܎
の経営政策とともに、政府や市場をؚめた経営環境のグローバルな変化な
どについてマクロ視఺からの経営政策を多֯的に研究します。

公共政策研究
グローバル化と高度情報化に൐い、ࡒ・サービス・՟ฎがさま͟まな境ք
をӽえるݱ代社会の政࣏経済活動にかかわるެ共政策について、経済と
国際の視఺から総合的に研究します。国民国Ոだけでなく、国際社会や
地方ެ共団体など重૚するさま͟まな社会におけるߏ成員શ員にかか
わるެ共政策間の૬ޓ作用についても୳究していきます。

歴史文化研究
ੈքにおける諸地Ҭ・諸社会の特घੑや多様ੑを的確に認識し、主として
アジアの視఺からݱ代の諸問୊をղ໌する目ඪを立てて、アジア地Ҭと、
それに関࿈するԤถとを関࿈させた歴࢙と文化のൺֱ研究を行います。
また、ੈ ք各地Ҭにおいて歴࢙的にܗ成されてきた諸文化の特௃を໌らか
にし、ݱ実課୊のഎܠにある異文化間の摩ࡲ・িಥ・調࿨・交流のա程を研
究します。

総合政策研究科
シラバス

˛

࿦จλΠτϧ

修士論文
˙カナダΦンタリΦ州におけるܧঝޠ教育ʕ日ܥҠ民のアイデンティティに

関する考察からʕ　˙部活動における「スϙーツインテグリティ」の୲保を

見ਾえた大会方ࣜの検討ʕレϕル別リーグ方ࣜの有ޮੑについてʕ　˙ಗ名

の程度とサイバー๫力཈ࢭに関する分ੳʕ中国大都市におけるソーシャルメ

ディア上の「名৐り」の調査からʕ　˙中小企業による૑業ॳ期の国際化の決

定要Ҽʕ経営資ݯと制度環境ʕ　˙地Ҭ通՟の政策的可能ੑʕ地Ҭ通՟が地

Ҭ活ੑ化にӨڹを与えるかについての要Ҽ分ੳʕ　˙吉野作଄のே઱؍およ

び国Ո؍の変化ա程ʕ人的交流の分ੳによるࢥ૝స換の࠶検討ʕ　˙アジア

アメリカܥアメリカ人と日ܥ検討ʕؖ国࠶アメリカ人というカテΰリーのܥ

人のアイデンティティ表象のൺֱ考察ʕ

博士論文
˙ TIe ForNation oG New PartieT in New Party SyTteNT and tIe RoleT oG 

Extra-ParliaNentary SVpport Organi[ationT � TIe CaTe oG tIe DeNoDratiD 

Party oG Japan　˙中国における COVID-1� に関するフェイクニュースのߏ଄

˛

ԋशʢ૯߹੓ࡦηϛφʔʣᶘςʔϚྫ�� 博士前期課程

テーマ キーワード

1 「法政策と文化研究」 「൜ࡑ」、「イスラーム」、「ෆ法行ҝ」、「西洋法」

2 「グローバル社会の企業戦略と経営文化」 「ઓུ経営」、「国際経営」、「コーϙレートΨバナンス」、「CSR」、「経営ֵ新」、「ビジネスモデル」

3 「言語文化政策の総合的研究」 「アイデンティティ」、「։発」、「スϙーツ」、「異文化理ղ」、「政策ޠݴ」

4 「文化研究への多角的視点」 「ジェンダーʗセクシュアリティ」、「ԋܶ」、「日中文化」、「文化ʵその心とܗ」、「身体表ݱ」

5 「アジア・太平洋地域における歴史・社会・文化」 「民ଏ学」、「民଒学」、「फ教学」、「人類学」、「歴࢙学」

6 「環境と経済の総合政策研究」 「都市環境」、「経済と社会」、「社会政策」、「経済政策」

7 「日本および世界の政治と社会」 「国際関܎理論ʗアメリカ外交」、「地方ʵ中央政府」、「外交࢙」、「政࣏行動論」、「環境問୊」

修士論文ࣥ筆の指導が中心の 2 年࣍のθミナール科目です。複数の教員から指導を受け、学問ྖҬの༥合を実ݱします。

■ 研究基礎科目

専攻分野に関わらず研究活動の基൫となる知
識・技能を修得します。また、政策・文化研究に
必要な、طଘの専門ྖҬにおいて中֩となる
基ૅ理論をू中的に学び、政策分ੳ能力・異文
化理ղ能力の基ૅを養成します。さらに、広範
な分野を専攻する教員が積み上げてきた研究
方法・ख法・工෉や考え方を௚に学び、広いՁ
஋؍や学際的視࠲の֫得にܨげます。

〈 主な設置科目 〉
リサーチ・リテラシーʗ౷計・計ྔ分ੳʗ社会調査法

ʗ総合政策フォーラム　など

■ 研究応用科目

一般的な修士論文ࣥ筆の指導のほか、一定の
研究テーマのݩに専門ྖҬの異なる複数教員
がूまり学生を指導する l 共同ԋ習 z のܗଶを
とっています。総合政策研究科ならではのࣜܗ
で、研究活動をよりޮ཰的・ޮ 果的に進めると共
に、広い視野で෺事を၆ᛌする力や多様なՁ஋
。を受け入れる力を向上させます؍

博士前期課程

■ 研究発展科目

法政と経済
綿密な関܎を有している内外の法、政策およ
び経済から、ݱ代の社会ߏ଄の分ੳ能力を修
得し、社会の諸問୊に対してどのような役割
を果たすかを研究し教育します。

ビジネス経済
企業間の国際的提ܞ、海外投資、ϕンチャービ
ジネスの設立・経営などの۩体的ઓུ実践を
学び、実際の経営能力が高まるよう経営؅理
の研究と教育を行います。

現代世界
をؚめて複合的に܎代ੈքにおいて国際関ݱ
代社会を見つめることが必要ෆ可ܽとなっݱ
ています。そこで文理༥合も౿まえて、広い分
野から複؟のࢥ૝で研究・教育を行います。

文明と国家
人類શ体の共ଘと޾福に向けて、फ教、ޠݴ、
民଒などをめ͙るアジアをはじめとするੈք
の問୊を取り上げ、文໌と国Ոに関する研究
と教育を行います。

アジアの歴史と文化
アジアにおける諸問୊のղ໌に当たって、人
間諸ू団や地Ҭの特৭を認識し、人間文化に
基づく新たなকདྷੈքߏ૝のパースペクティ
ブを௥究します。

〈 主な設置科目 〉
ਖ਼ٛと法ʗ政࣏行動論ʗ行政؅理論ʗ࢘法ա程論ʗ

政策法学ʗ学際法学ʗެ共経済とެ共選択ʗ応用ミ

クロ経済学ʗ人的資ݯ論ʗ金༥の理論とその応用ʗ

市場とن制の政策分ੳʗ法人類学ʗ地方ࡒ政論

〈 主な設置科目 〉
経営૊৫論ʗ経営ઓུ論ʗ多国籍企業と人事؅理ʗ

国際経営論ʗビジネス・ファイナンスʗϕンチャー

ビジネス経営論ʗ国際マーケティングઓུʗ環境؂

査論ʗ経営リスクマネジメントʗビジネス・エコノ

ミクス研究ʗイスラーム経済・経営論

〈 主な設置科目 〉
ʗ҆શ保障論ʗ民଒ฆ૪と共生ʗ西アジ࢙代外交ݱ

アとグローバリθーションʗݱ代メディア論ʗメ

ディア研究方法論ʗ環境と都市ʗ NPO・NGO 論ʗ։

発におけるスϙーツ

〈 主な設置科目 〉
イスラーム文໌とݱ代ੈքʗイスラーム఩学ʗアメ

リカの民଒とޠݴʗアメリカの社会・文化・ࢥ૝ʗൺ

ֱ文化論ʗԋܶと人間ʗジェンダー・セクシュアリ

ティ論ʗ西洋఩学ʗ文化研究方法論

〈 主な設置科目 〉
東ೆアジアの社会と文化ʗ日本・アジア関࢙܎ʗア

ジアのफ教ʗシϕリアの社会と民଒ʗアジア։発経

済論ʗೆアジアの社会と文化ʗ՚人の社会と文化ʗ

日本歴࢙民ଏ論
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国際情報研究科 国際情報専攻
博士前期課程̍年

੢໺ ௚थ
NISHINO Naoki

研究テーマ

人間中心設計の観఺によるώュー
マンΤラーのվળ

ਐ学動機　

情報௨৴の設උ工事を手ֻける企
業に勤務。リスキリングの機会とし
て大学院へのਐ学をܾめました。

GRADUATE STUDENT

൧ඌ ३ 教त
IIO Jun

専໳෼野 ώューマン・ίンϐュータ・イ
ンタラクション

研究キーϫード　画૾ॲ理、ユーβーイン
ターフΣース、情報システムの࠷適化

研究内༰　人間と情報システムのインタ
ラクションに関する研究

国際情報研究科
教員紹介サイト

PROFESSOR

修士課程
修士（国際情報）

▲

औಘできる学Ґ

情報、情報に関࿈する法཯・ن範及びその関࿈諸分野に関

する理論ฒびに諸ݱ象にかかる高度な教育研究を行い、高

い研究能力と広く豊かな学識を有し、優れた見識と高度の

専門ੑを必要とする業務を਱行することのできる人材を

養成します。

▲

ཆ੒する人૾ࡐ

学Ґत༩のํ਑（ディプロマ・ϙリシー）、教育課

程ฤ੒・実施のํ਑（Χリキュϥム・ϙリシー）、

入学者受け入れのํ਑（アドミοション・ϙリ

シー）については、こちらからごཡください。

国際情報研究科
公式WEBサイト

˛

Պͷಛ௕ڀݚ

特௕

1

「Information Technology & Law」という唯一無二の学び
AI やビッグデータに象௃される技術ֵ新により、ੈքの情報化とグローバル化がܹٸに進んでいます。そのような
時代においてニーズが高まるのが、サイバーۭ間とݱ実ੈքとが密接に接合する「サイバー・フィジカル」な社会

（SoDiety 5�0）に内在する複ࡶな問୊に対応できる人材です。たとえば情報システムの高度な運用には、それを制ޚ
する法体ܥがෆ可ܽですが、ະだ情報技術をຬ଍な法体ܥで୲保できている国はଘ在しません。そのようなݱ状にお
いて、国際情報研究科では情報学と法学の౷合（InGorNation TeDInology � Law）こそが、情報社会が๊える諸課୊
をղ決に導くと考え、研究活動を進めています。

特௕

2

情報学と法学を統合し、未来の社会を構想する人材へ
「AI を活用した製品における倫理的課୊」「GDPR に४ڌした๲大なސ客データの؅理ख法」「クラウドコンピューティ

ングやΦープン API によるイノϕーションの૑出」など、ࢲୡはこれまでの知識や考え方、特定の分野の知識だけで

はղ決できない多くの課୊に௚໘しています。そこで必要となるのは、情報及び情報に関する法཯・ن範に関する理

論と、サイバーフィジカル社会（CPS）における諸ݱ象に精通する知識、そしてこの̎つをֻけ合わせて複ࡶな諸問

୊に対して新たなアプローチをする力です。この「情報学と法学を౷合し、社会のグランドデβインを主導する人材」

こそが、国際情報研究科がඳく人材育成のビジョンとなるものです。

৘ใࡍࠃ
ɹɹڀݚՊ

国際情報専攻

修士課程

市ヶ谷田町キャンパス 平日夜間・土曜開講

͘ר౓৘ใԽࣾձを取Γߴ
มԽͷຊ࣭をଊ͑ΔͨΊʹ

情報技術のੈքでֵ新的な技術やアイデアが࣍々と提এされる

一方、技術をਖ਼しく理ղし、法制度や社会的なഎܠ、ビジネスと

の関܎を国際的な視఺から考えられる人材はまだগないのが実

情です。国際情報研究科が目指すのは、技術への理ղと論理的

な考察力を持ち、社会の多様な場໘で情報社会をࢧえる人材の

育成。学部卒業生だけでなく社会人のリスキリングにも対応し

たカリキュラムで、情報技術を取りרく国際的な変化の本࣭を

見ൈき、対応する力を௥ٻすることができます。

西໺  業界で行われるワークショップなどに参加する中で、10年ほ

ど前から学び直しの機会をつくれないかと模索していました。そんな

時に国際情報研究科が開設される話を聞きまして、先生との話からも

興味を惹かれて進学を決めました。

飯ඌ  私も中央大学に入職するまで民間企業にいましたから、社会人

として自身のフィールドを持っている西野さんが、学んだ成果を現場

に還元できたら面白いだろうなと考えていました。

西໺  入学前には研究計画を先生に相談しながら作成する過程で、先

生が専門とする「人間中心設計」の考え方を、ヒューマンエラーの防止

に活用できないかという観点に辿りつきました。過去事例の傾向分析

のための解析プログラムの設計など、初めて学ぶことも多くて苦労は

ありますが、先生の丁寧な指導には助けられています。

飯ඌ  使う側の立場からシステムやサービスを設計する「人間中心設

計」の視点をヒューマンエラーの防止に活用するのは、興味深いテーマ

です。現場で問題を抱える西野さんならではの着眼点ですよね。

西໺  これまではエラーが起きた後に再発防止策を考える、というの

が通例でしたから。事前の防止策を講じることができれば得られる社

会的なメリットも大きいかと考えました。

飯ඌ  再発防止策においても、使う側の利便性を損なうような必要以

上の対策を講じる企業事例などもありますから。そこでも「人間中心設

計」の考え方はきっと活きてくるはず。社会人として改めて大学院で学

ぶ中で、研究以外にも色々と得るものがあると思いますが。

西໺  そうですね。特に多角的な視点から物事を考える習慣によっ

て、仕事への取り組み方が変わったなと感じています。

飯ඌ  私も社会人として働きながら博士課程を修了しました。大学院

と日々の業務をうまく結びつけることができれば、より質の高い研究

が実現できるのではと期待しています。

西໺  ありがとうございます。これまで現場で経験したことを学術的

に整理し、将来の選択肢を広げられるよう、大学院の2年間では楽しく

前向きに多くのことを吸収したいと思います。

「究める。」その過程にあるもの

▲

SPECIAL TALK

仕事の経験を効果的に活用できれば
社会的な価値ある研究が実現するはず

（※2023年取࣌ࡐの内༰・ද記です。）
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ベースライン

情報法

研究指導科目

社会デザイン・
社会実装

グローバル・
コミュニケー
ション

AI・
データサイエンス

ઐ
໳
෼
໺
科
໨

�೥࣍ �೥࣍ 特定課題論文で修了
40୯Ґの修得

修士論文で修了
30୯Ґの修得

● 研究の計画と਱行
● E-SI 研究法ᶗ
● E-SI 研究法ᶘ
● 情報ج൫研究法 PS 情報法研究法

ίミュニέーション特࿦（1）

ίミュニέーション特࿦（2）

ൺֱ文明学特࿦

఩学特࿦

)$I特࿦

データマイニングと"I特࿦

ฒྻ・෼ࢄシステム特࿦

法཯人工知能特࿦

情報イノϕーション学特࿦

インターωットの技術と文化特࿦

情報心理学特࿦

情報セキュリテΟ特࿦

情報公法特࿦

ωットϫーク情報法特࿦

ϓライόシー情報法特࿦

情報民事法特࿦

情報ܐ事法特࿦

"I・ϩϘット情報法特࿦

● はඞ修科໨

● 国際情報学研究指ಋᶗ

● 国際情報学研究指ಋᶘ

● 国際情報学研究指ಋᶙ

● 国際情報学研究指ಋᶚ

国際情報学実ફ研究（1）

デジタϧジャーφリζム特࿦

国際情報学実ફ研究（2）

国際情報学実ફ研究（3）

8単位
以上修得

8単位
修得

8単位
修得

14単位
以上修得

20単位
以上修得

8単位
以上修得

4単位
以上修得

˛

ΧϦΩϡϥϜͷجຊߏ੒とମੑܥ

国際情報研究科
シラバス

˛

�ͭͷओ෼໺

AI・データサイエンス

飯ඌ ३

研究指導のテーマ 人間と情報システムのイ
ンタϥクション

ओな研究分໺ ɹੑײ情報学ʗ 4/4、C(.
ʗώューマンίンϐューター・インタϥクション

֯ా ಞହ

研究指導のテーマ 法情報学・リーΨルテο
ク、人工஌能

ओな研究分໺ ɹਤ書ؗ情報学・人文社会
情報学ʗ৽ྖҬ法学ʗ஌能情報学

খՖ ੟ً

研究指導のテーマ 8FCアプリέーション、ฒ
・ྻ分ࢄシステム

ओな研究分໺ ɹιフトウェアʗウェブ情
報学・サービス情報学ʗ計算機システム

٢ా խ༟

研究指導のテーマ *PT、A*、データサイエンス

ओな研究分໺ ɹ情報ネοトϫークʗ人工
஌能

学びのキーワード

STEM、AI、IoT、ビッグデータ、HCI、UI、

データマイニング、並列・分散システム、

通信プロトコル、　Webアプリケーション、

法令工学、クラウドコンピューティング　等

社会デザイン・社会実装

Ԭౢ ༟史

研究指導のテーマ TC1 ʗ プロトίルܥ1*

ओな研究分໺ ɹエンタテインϝント・ήー
ム情報学ʗ情報セキュリティʗ学習支援システム

ਢ౻ 修

研究指導のテーマ A*Ψバφンス、*CTイϊ
ϕーションઓུ

ओな研究分໺ ɹ機ց学習ʗ社会情報学ʗ
生命・݈ ҩྍ情報学ʗ社会の自己૊৫化・߁

দ࡚ ࿨ݡ

研究指導のテーマ サイバーセキュリティ

ओな研究分໺ ɹιフトウェア

দ໺ ྑ一

研究指導のテーマ ジャーφリζム

ओな研究分໺ ɹ教育心理学ʗ社会心理学

ଜా խ೭

研究指導のテーマ 情報社会学

ओな研究分໺ ɹ社会心理学ʗ社会学ʗ教
育工学ʗデβイン学

学びのキーワード

DX、サイバーセキュリティ、仮想空間、

情報心理学、サブカルチャー、メタバース、

デジタルイノベーション、ブロックチェーン、

デジタルジャーナリズム　等

情報法

ੴҪ Ն生ར

研究指導のテーマ プϥイバシー・ݸ人情報อ
法ޢ

ओな研究分໺ ɹ৽ྖҬ法学

খ޲ ଠ࿠

研究指導のテーマ 情報法、情報通信法

ओな研究分໺ ɹ৽ྖҬ法学

ฏ໺ ৾

研究指導のテーマ A*・ロϘοト法、੡଄物੹
೚法

ओな研究分໺ ɹ民事法学、৽ྖҬ法学

学びのキーワード

ELSI、プライバシー・個人情報、GDPR、知的財産、

消費者保護、契約法、不法行為法、

CPSの製造物責任、フェイクニュース、

サイバー犯罪、ロボット法、Legal Tech　等

入学する学生と修了生の進路イメージ

普段の業務において「情報」
もしくは「法律」に関する課題を抱える社会人学生
※実務経験3年以上の方を対৅とした「社会人特ผ入学試験」を設けています。

学部教育において、
既に

情報 や 法律
の素養を

身につけた学生
就職

再教育

企業・官公庁国際情報研究科

˛

तۀ঺հ

大学院生として身につけておくべき研究の能

力、ن範、倫理を知り、それを実践できるスキル

を養成します。۩体的には、研究デβインと研

究リテラシー、アカデミック・リーディング、ア

カデミック・ライティング、౷計、社会調査の基

本技法、データの表ݱについて学び、データサ

イエンスの基ૅもあわせて習得。大学院で研

究を行うための基൫となる力を身につけます。

研究の計ըと਱行ɹ 修士課程

ELSI とは倫理的・法的・社会的課୊のこと。最ઌ

୺の生命科学やコンピュータサイエンスなど人

間、社会、生ଶܥに大きなインパクトを与える

可能ੑがある科学技術の研究։発や、社会実૷

の在り方についての倫理的・法的・社会的課୊

を考察します。特に情報科学技術の在り方につ

いて研究している教員やήストをটいて ELSI

に関する重要課୊を取り上げ、討論します。

&-4* 研究法ᶗ・ᶘɹ 修士課程

この科目は、本研究科をߏ成する3つの分野に関

࿈した最ઌ୺かつ国際的な動向を౿まえ各分野

の専門ੑを深めることを目的としています。最

ઌ୺の動向を得るために社会のୈ一ઢで活躍す

るήストスピーカーを数多くটᡈしています。

"会社,"%0,"Wࣜג ／グーグϧ合同会社／東京大学大学
院／ࣜג会社情報௨৴総合研究所／৿・ᖛా松本法཯事務所 
弁ޢ士／総務ল／ࡾ浦法཯事務所 弁ޢ士／ /55アドόンス
テクノϩジࣜג会社／次世୅ج൫政策研究所／ࣜג会社日
立੡࡞所／ ,%%Iࣜג会社／ ／島์ૹࣇࣛ#,, -I/EϠフー
／会社／情報ॲ理ਪਐ機構ࣜג PX$ίンサϧテΟング合同
会社／ࣜג会社/55データ／日本マイクϩιフトࣜג会社

国際情報学実ફ研究（1）ʙ（3）

ήストスϐーΧー所ଐ企業等一ཡ
˛

ςʔϚྫڀݚ

解約経路設計の法的検討とダークパターンUI検知モデルの作成

国内サブスクリプションサービスを対象に、ղ໿経路にみられる各種の

࣭的およびྔ的要素をパラメータとするダークパターン検知モデルを

作成する。ซせてプライバシー同意にかかる意ࢥ決定の在り方について

検討する。

A*ŋ データサイエンス分໺ɹ 2年次生

Society 5.0をめざす教育改革の推進

AI などの新興技術がٸ速に進展し、社会にਁಁするࠓ SoDiety 5�0 の実ݱ

のため子供目ઢ行政へのస換が必要となっている。そこで AI カリキュ

ラムのある国とのൺֱを通じて日本の教育վֵに必要な視఺を整理し

考察する。

社会デβイン・社会実装分໺ɹ 2年次生

プライバシーガバナンスにおけるDPO（データ保護責任者）の役割

GDPR の DPO 制度に関する法ྩの内༰及びۙࣅのٞ論を整理した上

で、企業におけるプライバシーΨバナンスڧ化における DPO の有用ੑ、

DPO が果たすべき役割等を論じるとともに、必要な法վਖ਼に向けた提Ҋ

を行う。

情報法分໺ɹ 2年次生

広告・マーケティングでの適切なAI・データ利活用に関する研究

在のインターネット上の情報環境は新興情報技術や生活者データをݱ

活用した広ࠂにࢧえられている。こうした広ࠂ事業を適੾なデータ保

護体制の下で行う࿮૊みをデータ保護制度の本ࢫ等を౿まえつつ研究

する。

社会デβイン・社会実装分໺ɹ 2年次生
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▲

�೥修ྃ制度
༏Εͨ研究実績をあ͛ͨ学生͸ɺ
�೥ؒのࡏ学期ؒで修ྃする͜と΋Մೳです。
所定の単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で、特に優れた修士

論文または研究業績を上げた学生に対して修学期間の短縮がなされ、1

年間で修了することができる制度です。修了にあたっては、より厳格な

審査が行われます。

▲

Φʔϓϯ・υϝΠϯ
ଟ༷Խͨ͠研究಺༰にରԠす΂くɺ学໰ྖҬの֞ࠜを෷১ͨ͠科目ཤ修制度を設ஔ。
所属する研究科を問わず、自身の研究分野に関࿈のある科目が履修できます。ただし履修できる単位数に上ݶがあります（国際情報研究科をআく）。

▲

外国人留学生νϡʔλʔ制度
೔ຊޠ学習͓Αͼ学生生活についてΞυόΠε͠ます。
大学院に在学する外国人留学生（研究科生、研究生）の日本ޠ学習、および学生生活についての指導・ॿݴを行う制度です。

適用期間は外国人留学生（研究科生、研究生）の入学日または受入日から1年以内です。

▲

त࣌ۀ ・ؒΩϟϯύε
�ʙݶ࣌�に։͠ߨます。
各研究科のत業時間は表のとおりです。

法学研究科はᣕՙ୩キャンパス、経済学・

商学・文学・総合政策研究科は多摩キャン

パス、理工学研究科は後楽園キャンパス、

国際情報研究科は市ϲ୩田町キャンパス

でそれͧれ։講しています。

■ 授業時間

ୈ 1 限࣌ �：00 〜10：40

ୈ 2 限࣌ 10：50 〜12：30

ୈ 3 限࣌ 13：20 〜15：00

ୈ 4 限࣌ 15：10 〜16：50

ୈ 5 限࣌ 17：00 〜18：40

ୈ 6 限࣌ 18：50 〜20：30

▲

୯Ґ׵ޓ制度
他大学の大学院と࿈͠ܞています。
大学間の学術的提ܞと交流をଅ進し、大学院の研究・教育の充実を図ることを目的に設置された制度です。本学大学院と「特別聴講学生に関する協定」

を結んだ他大学院のत業科目の履修について、所属する各研究科の定めにより、その単位修得が認められます。協定を結んでいる他大学院は下表のと

おりです。

■ 単位互換校一覧

શ研究科 ⾢ ⾣
東京外国語大学大学院
東༸大学大学院
日本大学大学院

法政大学大学院
明࣏大学大学院
共立女子大学大学院

ॱఱಊ大学大学院
専修大学大学院
東京電機大学大学院

東京理科大学大学院

法学研究科 政治学専攻 ⾢ ⾣ 学श院大学大学院
法政大学大学院

明࣏大学大学院
成᪟大学大学院

日本大学大学院
立教大学大学院

経済学研究科 経済学専攻 ⾢ ⾣ 青ࢁ学院大学大学院
法政大学大学院

明࣏大学大学院
立教大学大学院

専修大学大学院
日本大学大学院

明࣏学院大学大学院
東༸大学大学院

商学研究科 商学専攻 ⾢ ⾣ 専修大学大学院 法政大学大学院 明࣏大学大学院 立教大学大学院

理工学研究科

શ専攻

⾢ ⾣

情報セキュリテΟ大学院大学 ஜ೾大学大学院 東京大学大学院

数学専攻
お஡のਫ女子大学大学院
学श院大学大学院
上智大学大学院

国際جಜ教大学大学院
立教大学大学院
津ాक़大学大学院

明࣏大学大学院
日本大学大学院
日本女子大学大学院

東京女子大学大学院
東京理科大学大学院

物理学専攻
応用化学専攻
情報工学専攻
生命科学専攻

お஡のਫ女子大学大学院

文学研究科

શ専攻 学श院大学大学院 東京都立大学大学院

国文学専攻 成᪟大学大学院 実ફ女子大学大学院 上智大学大学院

英文学専攻 実ફ女子大学大学院

日本史学専攻
東洋史学専攻
西洋史学専攻

⾢ ⾣
青ࢁ学院大学大学院
ᅳላ院大ላ大学院
上智大学大学院

国士ؘ大学大学院
早Ҵా大学大学院
専修大学大学院

明࣏大学大学院
立教大学大学院
ۨᖒ大学大学院

東ւ大学大学院
東༸大学大学院

社会情報学専攻

茨城大学大学院
埼玉大学大学院
千葉大学大学院
法政大学大学院
武ଂ大学大学院
立教大学大学院

立ਖ਼大学大学院
ྲྀ௨経済大学大学院
明࣏大学大学院
明࣏学院大学大学院
東༸大学大学院
常൫大学大学院

日本大学大学院
日本女子大学大学院
都留文科大学大学院
ۨᖒ大学大学院
成᪟大学大学院
専修大学大学院

૑Ձ大学大学院
大࠺女子大学大学院
大ਖ਼大学大学院

▲

留学・国際ަྲྀ
■ 交換留学先　（2023年度交換留学募集校）

य़派遣

Φーストラリア

フリンμース大学、西シドニー大学、西Φーストラリア大学、ニューサウス

ウΣーϧζ大学、スウΟンόーン工科大学、シドニー工科大学、アデレード大

学、ジΣームζクック大学

ؖ国
ਔ川大学、ݐ国大学、ιウϧ国立大学、中央大学、Ԇ世大学、སՖ女子大学、済

भ大学工科大学・大学院（工学ܥ）【理工学部・理工学研究科のみ】

ळ派遣

アϝリΧ

東テωシーभ立大学、ϕωデΟクテΟン大学、ノースΧϩライφ大学シャー

ϩット校、ミシシッϐ大学、ハϫイ大学マノア校、チュレーン大学ϩースクーϧ

【法学部・法学研究科（修士課程のみ）】、ΧリフΥϧニア大学デイϰΟス校

アイϧランド ドーセット　Χレッジ

スウΣーデン ストックホϧム大学

デンマーク ೆデンマーク大学、ίペンハーήン大学

クϩアチア βグレブ大学

ポーランド ウッチ大学

トϧί 中東工科大学

ϕϧΪー ϧーϰΣン・Χトリック大学

シンΨポーϧ シンΨポーϧ・マωジϝント大学、ೆ ༸理工大学人文社会科学部

フΟリϐン フΟリϐン大学デΟリマン校

インドωシア Ψジャマμ大学、インドωシア大学

タイ タマサート大学、チュラϩンίン大学経済学部【経済学部のみ】

マレーシア マレーシア科学大学

ΧンϘジア Ԧ立ϓノンペン大学【総合政策学部・総合政策研究科のみ】

イタリア ϝッシーφ大学工学部【理工学部・理工学研究科のみ】

ドイツ

テューϏンήン大学、ϰュϧツブϧク大学、ϕϧリンࣗ由大学、Φスφブ

リュック大学、ミュンスター大学、アーϔン工科大学౔木工学部・機ց工学部

【理工学部・理工学研究科のみ】

フランス

パリ13大学、パリ・φンテーϧ大学、Τクス・マϧセイユ大学、トΡーϧ大学、

トΡーϧーζ大学　ジャンジョレス校、パリ　シテ大学、リュミΤーϧ・リϤン

ୈ2大学、リϤン政࣏学院

スイス 西スイス応用科学大学、ジュωーϰ大学

ϕϧΪー ブリュッセϧࣗ由大学

中国

ॏܚ大学、中央民଒大学、ფ໳大学、ೆ 開大学、՚東政法大学、中国政法大学、

ਗ਼՚大学法学院【法学部・法学研究科のみ】、๺京大学歴史学院【文学部・文学

研究科のみ】、๺京大学国際関܎学院【総合政策学部・総合政策研究科のみ】

台࿷

国立中央大学、国立中ࢁ大学、東ޖ大学、ೆ 台科技大学、国立政࣏大学、国立

高༤ൣࢣ大学、国立台๺大学法཯学院【法学部・法学研究科のみ】、国立᏿ೆ

国際大学人文学院【文学部・文学研究科のみ】

スペイン サンテΟアΰ・デ・ίンポステラ大学

ϝキシί ϝキシί࣏ࣗ工科大学（I5".）

フランス
イΪリス
アイϧランド

イーΤム・ノϧマンデΟー・Ϗジωススクーϧ

શての研究科において、交換留学・ISEP 留学・認定留学の 3 種が設けられて

おり、期間は൒年または 1 年間です。どちらも、単位認定、ܧ続履修、঑学金

のサϙートが行われています。

交換留学1

ISEPՃໍ校へ留学できます。交換留学と同時期に学内選考があります。大

学院生が応募できるプログラムは、数がݶられていますので、事前によく調

べてから応募して下さい。

ISEP留学2

学生自身が希望し、本学が認めた大学、研究機関等への留学。

認定留学3

શての研究科において、交換留学・ISEP 留学・認定留学の 3 種が設けられて

おり、期間は൒年または 1 年間です。どちらも、単位認定、ܧ続履修、঑学金

のサϙートが行われています。

国外留学制度

本学には 31の国と地Ҭから、総計 �0� 名の留学生（内大学院学生 1�3 名）が

在籍しており、それͧれの専攻分野において、活発な交流と研究がおこなわ

れています。（2023年11月1日現在）

留学生ަྲྀ

本学の協定校をはじめ、毎年多くの研究者が本学を๚れ、ެ ։講ԋ会・特別

講ٛの։࠵、共同研究などがおこなわれています。

研究ऀަྲྀ
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௨߲໨ڞ・Պڀݚ֤

▲

研究ࢧ援制度
大学院での研究・教育がεϜʔζにߦΘΕるΑ͏ɺ
͞ま͟まͳ֯度͔ΒόοΫΞοϓ͠ています。

「中央大学大学院学生の学会発表ॿ成に関する取扱基४」に基づき、学会で研究発表

を行う学生に対し、ԟ෮交通費と発表に要する諸経費の一部をॿ成する制度です。

学会ൃද助੒

大学院の研究・教育をॿ長し、その成果の発表と学位論文の作成に資するため、「中央

大学大学院研究年報」を発行しています。応募資格は博士後期課程在学者、および博

士前期課程在学者で、指導教तの推નを受けた学術論文のうち、ฤू委員会が選定し

た論文がࡌܝされます。

大学院研究೥報

「中央大学大学院学生が国外で行う学術国際会ٞでの研究発表ॿ成に関する取扱基

४」に基づき、外国で։࠵される学術国際会ٞで研究発表を行う博士後期課程に在籍

する学生に対し、経費の一部をॿ成する制度です。なお、博士前期（修士）課程の学生

については、別基४のॿ成制度があります。

学ज़国際会ٞ研究ൃද助੒

大学教育の充実を図り、ซせて指導者として実践を౿む機会を提供することを目的

とした制度で、学部や大学院のत業（実験・実習・ԋ習など ）の補ॿ業務を行います。

なお、TA へはڅ与がࢧ෷われます。

ςΟʔνϯά・Ξγελϯτ（5"）

「大学院見学・実ଶ調査補ॿ取扱基४」に基づき、त業の一環として見学調査、実ଶ調

査を行う場合の交通費・॓ ധ費等の一部を補ॿする制度です。国内だけではなく、海

外で行われる調査活動も補ॿの対象としています。

大学院ݟ学・実ଶௐࠪิ助

本学の各研究所が実施する共同研究プロジェクトに参Ճし、研究活動の補ॿ業務を

行います。本学における研究活動のڧ化・充実を図るとともに、大学院生の研究能力

の向上に資することを目的としています。博士後期課程の学生を対象としており、

RA へはڅ与がࢧ෷われます。

Ϧαʔν・Ξγελϯτ（3"）

研究に用いる文ݙのコピー、त業に使用するレジュメのコピーなどに対する複ࣸ補

ॿを行っています。

ෳࣸิ助制度

日本学術ৼ興会では、博士（博士後期）課程在学者または修了者の中から、優れた研究

能力を有し、かつ大学その他の研究機関で研究に専೦することを希望する者を「特別

研究員」として࠾用し、঑ྭ金をڅࢧしています。特別研究員には大学を通じて応募

することができます。 

೔ຊ学ज़ৼڵ会ʮ特別研究һʯ

■ 教育訓練給付制度指定講座一覧　（す΂て博士前期（修士）課程）

法学研究科
公法専攻、民事法専攻、ܐ事法専攻、国際企業関܎法専攻、

政࣏学専攻

経済学研究科 経済学専攻

商学研究科 商学専攻

理工学研究科
数学専攻、物理学専攻、電ؾ電子情報௨৴工学専攻、

ϏジωスデータサイΤンス専攻、情報工学専攻

文学研究科 社会学専攻、社会情報学専攻

総合政策研究科 総合政策専攻

国際情報研究科 国際情報専攻

博士前期（修士）課程の一部の専攻で「教育܇࿅څ付制度（ް生࿑

ಇ大ਉ指定教育܇࿅څ付講࠲）」の指定を受けており、一定の条件

をຬたした方は、ް 生࿑ಇ大ਉの指定する講࠲を受講し修了した

場合、修了時఺までにࢧ෷った学費の 20 （̀上ݶ 10 万ԁ）がڅ付

されます。

教育܇࿅څ෇制度ࢦఆ࠲ߨ
（一般教育܇࿅څ෇）

▲

社会人ཤ修
ຊ学大学院で学Ϳにあͨͬて。
本学大学院の講ٛは、多数がฏ日ன間時間ଳに։講されてい

ます。そのため、有職社会人の通学可能なฏ日໷間時間ଳ及

び土༵日の講ٛ受講・研究指導のみで修了することはࠔ೉な

場合があります。ݱ在の就業状گ等も౿まえ、։講時間と照

らし合わせて受講が可能かどうかをご൑அください。なお、

国際情報研究科については、ฏ日໷間及び土༵日を中心にत

業を։講しています。

▲

�݄入学制度
理工学研究科では、શての専攻において�݄入学が可能です。

詳細はP61の入試日程をご確認ください。

தԝ大学ΞΧσϛοΫ・αϙʔτηϯλʔ

࿦จͳͲ学ज़的จষの࡞੒をࢧ援͠ています。

▲

ΞΧσϛοΫ・ϥΠςΟϯάतۀの։ߨ
学部および大学院において、それͧれアカデミック・ライティングの知識や技能

を習得するत業を։講しています。

アカデミック・ライティングとは、学術的文ষやそれらを作成する技術のことを

指します。大学院での学修・研究活動では、学部での学修以上により高度でྑ࣭

な学術的文ষを作成できることが必要となってきます。専門的な内༰について、

科学的なཪ付けによる自身の主ுを自分の意図するとおり、またಡみखにもわか

りやすく఻えることができる技術を身につけることが重要です。

アカデミック・ライティングのत業では、学術的文ষ作成のצ所を身につけます。

文ষを書く技能は、他の様々な研究技法や技能と同様、フィードバックを受けて

ॳめてຏかれます。त業では、論理的で໌շな学術的文ষを書くために必要な技

能を、実際に文ষを書き、推Ꮟを重Ͷ、学んでいきます。体ܥ的に学Ϳことによっ

て、意識的に学術的文ষの作成技術を使いこなせるようになります。

なお、通常のアカデミック・ライティングのत業にՃえて、外国人留学生向けのア

カデミック・ライティングのत業も։講しており、日本ޠを฼ޠとしない者の学

習にも഑ྀしています。

▲

ϥΠςΟϯά・ϥϘ
中央大学アカデミック・サϙートセンターが運営する「ライティング・ラϘ」では、

学部学生のレϙートやプレθンテーション資料から大学院生の投ߘ論文や修士

論文・博士論文などあらΏる学術的文ষをࢧԉの対象とし、アウトラインの検討

ஈ階から׬成にۙいஈ階まで、文ষ作成のஈ階に応じたࢧԉを行っています。

アカデミック・ライティング指導の܇࿅を受けた大学院生チューターが、書きख

と一ॹに文ষを検討しています。論理的で分かりやすく、ಡみखに意図が఻わる

文ষとなるようサϙートしたり、レϙート・論文の基本的なルールについてアド

バイスをします。書くことのࢧԉを通して、書きखの考える力にಇきかけ、఻え

る力を஁えます。自立した書きखとなれるようにࢧԉすることがライティング・

ラϘのミッションです。

利用学生の多くから、セッションが「とても有ӹだった」または「有ӹだった」とい

うධՁを得ています。「テーマを۷り下げることができた」「ᐆດだった問୊意識

が、話し合うことで整理できた」「自分の಄の中をޠݴ化できた」「自分でわかって

いるとࢥっていたことがわかっていなかった」「ߏ成がよくなった」などのײ૝が

寄せられています。

▲

大学院生にରする教育ࢧ援活動の
経験ػ会のఏڙ

大学院のアカデミック・ライティングのत業を履修し、े 分にアカデミック・ライ

ティングの技能を修得した大学院生には、ライティング・ラϘにおいてチューター

として文ষ作成ࢧԉを行なう機会を提供しています。

こうした機会を通じ、教育指導の実践経験を積むことを可能とし、大学院修了後に

教員や研究者となった際に必要な教育指導力の養成を図っています。また、チュー

ター経験者は、こうした教育ࢧԉの経験が就職活動においてもධՁされ、大学教員

や中学・高等学校教員としての࠾用につながっています。

தԝ大学ΞΧσϛοΫ・αϙʔτηϯλʔのΞΧσϛοΫ・ϥΠςΟϯά෦໳で͸ɺ
大学院生のɺ大学院生にΑるɺ大学院生のͨΊの教育・ࢧ援をల։͠ています。

アカデミック・ライティングの講義実施1
研究活動の基ૅとなる学術的文ষを書く上で重要な技能を身につけられるよう、大学院生の

ための講ٛを対໘とΦンラインで実施しています。

ライティング・ラボにおける文章作成の支援2
文ষ作成ࢧԉのスペシャリストが、対話を通して、書きखと一ॹに文ষを検討・修ਖ਼します。

多くの大学院生から、研究発表や論文ࣥ筆の際にライティング・ラϘを利用したことで研究成

果の࣭的向上が図れたという੠が寄せられています。

研修実施と教育支援活動の機会提供3
大学院のアカデミック・ライティングの講ٛで高いධՁを得た履修者には、一定の研修期間を

経て、ライティング・ラϘのチューターとして教育・ࢧԉ活動に関われる実践の場を提供して

います。

୲౰教һ ሩ ஐᭈ 教त
中央大学アΧデミοク・サϙートセンターɹアΧデミοク・ϥイティング部໳
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施設・設備

▲

奨学金
育英と経済援助の目的を持つ各種の奨学金制度があります。

■ 奨学金一覧　（2023年度現在）

名 称 種 別 金 額 期 間 募集人数 対 象

中央大学大学院給付奨学金※ 1 給付

● 法学・経済学・商学・文学研究科

40 万円または 20 万円

● 理工学・総合政策・国際情報研究科

50 万円または 25 万円

1年間

博士前期（修士）

約 40 名
博士前期（修士）課程の1〜 2年次生のうち、大学にお
ける学業成績または研究能力が特に優れている者

博士後期

約 18 名
博士後期課程の1 〜 3年次生のうち、大学院におけ
る学業成績または研究能力が特に優れている者

中央大学大学院指定試験奨学金※ 1 給付 在学料相当額または 1 ／ 2 相当額 1年間 12 名以内

博士前期（修士）課程の在学生のうち、本大学院が
指定する国家試験（国家公務員総合職試験、公認会
計士試験および弁理士試験）の受験を志し、学力、
研究能力および人物ともに優れている者

飯塚毅奨学金※ 1 給付 25 万円 1年間 1 名
法学研究科博士後期課程の1年次生のうち学業成
績・人物ともに優秀と認められる者

長期留学支援奨学金※ 2 給付
留学形態・期間により異なる

（募集要項を確認して下さい）
1年間

募集要項を確認して

下さい
国外留学（交換留学・ISEP・認定留学）の制度を利用
して留学する学生の中から募集・選考を行う

中央大学外国人留学生奨学金

（学修支援給付奨学金）※ 2
給付 在学料の30%相当額

1年間

（再出願可）
未定

外国人留学生のうち、特に学力が優れている者（国
費留学生を除く）

日本学生支援機構第一種奨学金※ 3 貸与

博士前期：月額 5 万円または 8.8 万円のどちら

かを選択（無利子） 標準修業

年限まで

115 名 経済的理由により修学が困難で、学力・人物が優
秀な学生
※家計急変の場合の対応あり博士後期：月額 8 万円または 12.2 万円のどち

らかを選択（無利子）
6 名

（2023年度実績）

日本学生支援機構第二種奨学金※ 3 貸与
月額 5 万円、8 万円、10 万円、13 万円、15

万円の中から選択（有利子）

標準修業

年限まで

博士前期：10 名

博士後期：1 名
（2023年度実績）

経済的理由により修学が困難で、学力・人物が優
秀な学生
※家計急変の場合の対応あり

上記のほかに、地方公共団体や民間団体の奨学金などの募集もあります。地方公共団体の奨学金については、大学を経由せず直接募集している場合もあります。

◎詳細は本学Webサイト【 ホーム ▼ 学生サポート ▼ 奨学金 ▼ 大学院生の方へ 】のページをご参照ください。

※1　大学院事務室（042-674-2613）／理工学部事務室（03-3817-1740）／国際情報学部事務室（03-3513-0314）
※2　国際センター（042-674-2211）
※3　学生部事務室奨学課（042-674-3461）／都心学生生活課（03-3817-1716）／茗荷谷スチューデント・ハブ

取扱窓口

■ 表 1　一般学費　（博士前期（修士）課程・後期課程とも同額）

入学金 在学料 実験実習料 施設設備費 合計

法学研究科

240,000 円 559,600 円 − 128,300 円 927,900 円
経済学研究科

商学研究科

文学研究科

理工学研究科 240,000 円 806,800 円 75,200 円 183,700 円 1,305,700 円

総合政策研究科 240,000 円 699,900 円 47,800 円 161,100 円 1,148,800 円

国際情報研究科 240,000 円 691,000 円 35,000 円 145,000 円 1,111,000 円

■ 表 2　社会人学費　（ただし法学・経済学・総合政策研究科に社会人入試で入学した場合のみ適用）

入学金 在学料 実験実習料 施設設備費 特別研究指導料 合計

法学研究科

経済学研究科

博士前期課程 240,000 円 559,600 円 − 128,300 円 42,000 円 969,900 円

博士後期課程 240,000 円 559,600 円 − 128,300 円 96,000 円 1,023,900 円

総合政策研究科
博士前期課程 240,000 円 699,900 円 47,800 円 161,100 円 42,000 円 1,190,800 円

博士後期課程 240,000 円 699,900 円 47,800 円 161,100 円 96,000 円 1,244,800 円

▲

学費
学費は博士前期（修士）課程・後期課

程とも一般学費＜表1＞の金額が適

用されますが、法学研究科、経済学研

究科および総合政策研究科に社会人

特別入試で入学される場合は、社会

人学費＜表2＞が適用されます。

また、入学までの履歴等により種々

の学費減免措置があります。

詳細は本学Webサイト、本学大学院

各入試ページにて確認してください。

なお、学費および学費に関する取扱

い等は、変更される場合があります。

（2024年度）

（2024年度）

奨学金・学費

▲

大学院施設
各個人が研究・学修活動に専念できる環境を整えています。

多摩キャンパスでは、研究・学修活動に必要な情報環境が整備され

ています。大学院生が自習するための情報自習室（2 号館 6 階）は、

デスクトップ PC やプリンターが設置されており、法学・経済学・商

学・文学・総合政策研究科の学生が利用可能となっています。

情報自習室 多摩キャンパス

大学院生には、日常の研究スペースとして、机またはキャレルデス

ク、椅子、書架、ロッカーなどが備え付けられた学生研究室が用意

されています（1 部屋を複数名で共同利用）。学生研究室では、基

本的に個人所有の PC を持ち込んで使用することになっており、

インターネットに接続できます。部屋の割り当ては、毎年度始め

に各研究科専攻別に、大学院生の代表者がとりまとめ、調整のう

え行っています。

学生研究室

多摩キャンパス

茗荷谷キャンパス

大学院生向けのスペースをキャンパス各所に設けています。交流やくつろぎの場、そし

て研究に関する意見や情報を交換する場として活用されています。

その他

茗荷谷キャンパス多摩キャンパス

後楽園キャンパスは、東京ドームを見下ろす高台にあり、都心に位置しています。好立

地を活かし、企業との共同研究が盛んに行われています。キャンパス内には 110 以上の

研究室や大型実験・研究設備などの施設が充実しており、学生が研究に打ち込める環境

が整っています。

実験・研究設備 後楽園キャンパス

ドーム望遠鏡 CAT
（物理学専攻 天体物理学研究室）

恒星の巨大フレアの発生を宇宙
ステーション上のＸ線監視装置が
キャッチすると、すぐに可視光での
観測を連動。世界でもユニークな
観測体制をめざしています。

3面スクリーンの
バーチャルリアリティ装置

（都市人間環境学専攻 計算力学研究室）

都市の防災・環境シミュレーション
の結果を立体的に可視化し、快適で
安全な都市空間の計画・設計を行う
システムを構築しました。

自動運転シミュレーション装置
（ビジネスデータサイエンス専攻 セ
ンシングデータ解析・スマートファ
クトリー研究室）

センシングデータ解析やそのモデ
リング技術のノウハウから発展し
たスマートファクトリー実装に関
する研究に力を入れています。さま
ざまな企業と共同研究を実施して
います。
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ਤॻؗ

தԝ大学ਤॻؗωοτϫʔΫ

தԝ
ਤॻؗ

ԂΩϟϯύεָޙ

理工学研究所

理工学部分 （ؗ6߸ؗ5ʙ 7֊）

理工学部֤学科等ਤ書室

ଟຎΩϟϯύε

大学院ਤ書室（2߸ؗ5֊）

経済学部学生ਤ書室（7߸ؗ3֊）

総合政策学部ਤ書室（11߸ؗ3֊）

文学部֤専攻ڞಉ研究室（3߸ؗ4、5、7、9֊）

学外他ؔػ

国立情報学研究所

国・公・私立大学ਤ書ؗおよͼॾ研究機関

ւ外ଞ大学等研究機関

国࿈دୗਤ書ؗ

&6情報センター等国際機関

ϲ୩ాொΩϟϯύεࢢ

国際情報学部ਤ書室（JT- -JCSBSZ）

ᣕՙ୩Ωϟϯύε

法学部ਤ書 （ؗ#2、4֊）

ॣՏ୆Ωϟϯύε

専໳৬大学院ਤ書室（12֊）

研究ॴ

日本ൺֱ法研究所

経済研究所

社会科学研究所

企業研究所

人文科学研究所

อ݈体育研究所

政策文化総合研究所

ਤ書ؗ૬ޓར用ڠ定క݁大学ਤ書ؗ

๛෋ͳଂॻとଟ༷ͳσʔλϕʔεでɺ
大学院生の研究活動をશ໘的にόοΫΞοϓ͠ます。

中央大学図書館は、多摩キャンパスにある中央図書館を中心に、大学院図

書室、経済学部学生図書室、文学部各専攻共同研究室、総合政策学部図書

室、後楽園キャンパスの理工学部分館、各学科等図書室、市ϲ୩田町キャ

ンパスの国際情報学部図書室（iTL Library）、ᣕՙ୩キャンパスの法学部

図書館、ॣ 河台キャンパスの専門職大学院図書室からߏ成されており、そ

れͧれの特৭に応じたଂ書とサービスを提供しています。શଂ書数は໿

253万࡭。ଂ書の種類は、大学の歴࢙を൓өして特に法཯関܎、国内外の

ٞ、報、൑ྫू׭ 会関܎資料などが充実しているのをはじめ、و重書も多

数所ଂしています。また、各種国際機関の最新資料をӾཡできることも

大きな特৭の一つです。

所ଂしている図書・資料のすべてのタイトルはデータϕース化され、図書

館ホームページをհして、「CHOIS（CHVo Online InGorNation SyTteN）」

で検ࡧできるようになっています。また、ࢽࡶ論文、新聞ه事、൑ྫ、企業

情報、ࣙ 書・事యの検ࡧなど、目的に合わせたศ利なデータϕースが豊富

にあります。図書館内の専用パソコンや、学内のLANに接続されたパソ

コンから利用できます。

※ਤ書ؗホームページ IUUQT���XXX.DIVP-V.BD.KQ�MJbSBSZ�

ϲ୩ాொΩϟϯύεࢢ
▲

国際情報学部図書室（iTL Library）

国際情報学部の教育、研究に資する法学・情報科学分野の専門図書・ࢽࡶ

を中心にऩूしています。また、グループディスカッションやプレθン

テーションをしながら学習できるラーニングコモンズも設置しており、

นશ໘のホワイトϘードやプロジェクターも備えています。

ᣕՙ୩Ωϟϯύε

▲

法学部図書館

法学部・法学研究科の教育、研究に資する法学・政࣏学関܎の資料を中心

に、幅広く教養を深められる資料を選定、ऩूしています。専門書のうち

࿨書の一部は 4 階の։架書ݿ、それ以外の資料と洋書は地下 2 階のू密書

で所ଂしており、௚接利用することができます。また、電子ジャーナルݿ

やデータϕースについても充実を進めています。

ॣՏ୆Ωϟϯύε

▲

専門職大学院図書室

専門職大学院のロースクール（法務研究科）、ビジネススクール（ઓུ経

営研究科）の専門図書・ࢽࡶを中心にऩूし、両研究科の学修・教育・研究

、ԉを行っています。また、電子情報提供サービスの充実を進めておりࢧ

様々な情報リテラシー講習を実施して活用໘でのࢧԉも行っています。

ଟຎΩϟϯύε

▲

中央図書館

໿ 1
�00 ੮のӾཡ੮を有する 4 階 5 ૚の建෺で、શଂ書数 151 万࡭、所ଂ

のタイトル数ɿ໿ࢽࡶ 2 万種、そのほか視聴֮資料のタイトル数ɿ໿ 6
100

఺をތる、国内有数の図書館です。学部学生のための։架図書と、研究者

のためのด架図書があります。։架図書には主に࿨書を、ด架図書には

࿨・洋の専門書、ஞץ࣍行෺（ࢽࡶ、年ؑ、౷計、൑ྫू等）などを所ଂして

います。そのほか、و重書ݿとマイクロ資料ݿがあります。

2 階のレファレンスカウンターでは、専門のスタッフが図書・資料に関す

る調査શ般をࢧԉします。本学に所ଂしていない文ݙのିआや複ࣸを国

内外の他大学図書館等にґཔしたり、௚接行って利用できるようにする

঺հ状の発行などを行っています。

▲

国際機関資料室

国 ࿈ 寄 託 図 書 館 お よ び EU 情 報 センタ ー と し て、国 ࿈ と EU を は じ め、

ILO、I.F、WB など、さま͟まな国際機関が発行する資料をऩूし、本学

の学生・研究者のみならず、広く一般にもެ։しています。

研究に必要とされる図書・資料は、専攻ごとに設置された図書室にそれͧ

れの専門書を保؅しています。

大学院図書室／経済学部学生図書室／
文学部各専攻共同研究室／総合政策学部図書室

▲

ԂΩϟϯύεָޙ

▲

理工学部分館／理工学部各学科等図書室

理工学部分館では、理工学部・理工学研究科の教育、研究に資する自વ

科学・工学関܎の専門分野の図書・ࢽࡶを中心にऩूしています。電子

ジャーナルや学術データϕースなど、電子情報提供サービスの充実をす

すめています。理工学部各学科等図書室は、研究者向けの専門図書・ࢽࡶ

を所ଂしています。
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ॴڀݚ

一෦の研究ॴを除きɺ४研究һと͠て各研究ॴにॴଐする͜とにΑり
大学院生に౼࿦会΍ڞಉ研究にࢀՃするಓを։いています。

தԝ大学૑ཱのਫ਼ਆであるʮ実学ʯの఻౷をଚॏͨ͠๏຿研究科とɺ
Ϗδωεύʔιϯに特Խ͠ಠ自の学習ελΠϧをల։するઓུ経Ӧ研究科。

ઐ໳職大学院

೔ຊൺֱ๏研究ॴ

アジアॳの本格的なൺֱ法研究機関として、1�4� 年に設立された本所は、ൺ

ֱ法学の૊৫的研究を通じて人類࿈ଳ社会の׬成にݙߩすることを目的に、研

究所員はもとより、学外から有力な研究者もՃえた多数の研究テーマによる共

同研究プロジェクトを૊৫し、研究活動を行っています。2023 年 4 ݄の後楽園

キャンパスҠసにより、講ԋ会の։࠵、国内外の研究機関との学術交流のほか、

文理༥合的な研究活動を一૚すすめています。

੓ࡦจԽ૯߹研究ॴ

政策と文化の総合的・多֯的な研究方法を։発することにより、国際社会におけ

るશ人類の調࿨的共ଘのୡ成に寄与することを目的として 1��6 年 4 ݄に設立

されました。日常生活から地نٿ໛にいたる多様な人間活動にかかわる政策・

文化に関して共同研究を行っています。研究成果は、研究所年報、研究૓書など

でެ表しています。

ཧ޻学研究ॴ

学内資金による共同・プロジェクト研究を始め、企業からの委託・共同研究の受

け入れ、ڝ૪的資金による研究など、産学׭࿈ܞ活動にも積ۃ的に取り૊んでい

ます。また、ઌ୺科学技術センターでは、大型プロジェクト研究のڌ఺化・活ੑ

化を推進しています。これらの研究活動には、数多くの大学院生が参Ճしてお

り、毎年、研究։発機ߏ・理工学研究科との共࠵で研究発表会を։࠵するなど、大

学院との࿈ڧܞ化、大学院生への研究ࢧԉを行っています。

経ཧ研究ॴ

զが国のެ認会計士制度の確立・ී 及に多大なݙߩを果たしてきた研究所とし

て有名です。ݱ在、ެ 認会計士の受験講࠲を中心に運営されているため、本研

究所に研究員制度はありません。฽ه会計に関する研究成果を発表するための

ʰ経理研究 がɦִ年でץ行されています。

อ݈ମ育研究ॴ

本研究所は、スϙーツ科学に関する共同研究を行い、スϙーツ及び身体活動につ

いて、生理学、社会学、心理学などの基ૅ的及び実験的な研究を行い、学術の発展

に寄与することを目的として 1��� 年に設立されました。ݱ在では、11 の研究

分野において研究活動を展։しています。研究成果のެ表として、毎年h 保健体

育研究所ل要 がɦץ行されています。

経済研究ॴ

日本及びੈք経済の実ଶに関する研究、それに൐って必要な理論的・歴࢙的な研

究を、共同研究・調査を通じて行うことを目的として 1�64 年に設置されました。

研究員（学内専೚教員）、客員研究員（学外研究者）、४研究員（大学院生）からߏ

成される共同研究チームによる主に学内で行う研究活動にՃえて、外部研究機

関・研究者と実施する共同研究・調査を通じて、研究成果の社会への発信に౒め

ています。۩体的には、研究૓書や年報等をץ行したり、ެ ։講ԋ会・ެ ։研究

会やシンϙジウム等を多数։࠵したりして、積ۃ的に研究成果の発表を行って

います。

社会科学研究ॴ

社会科学分野における学際的研究を行うことを目的として 1��� 年 11 ݄に設立

されました。政࣏学、社会学、環境学、法学、経済学などを専攻する研究員、客員

研究員、४研究員が研究チームを૊৫して、多様なテーマで共同研究を行ってい

ます。研究成果は、研究所年報、研究૓書、຋༁૓書、研究報ࠂなどによりެ表し

ています。

研究チームのテーマやެ։研究会などについては社会科学研究所の web サイ

トをごཡください。

人จ科学研究ॴ

人間と文化を幅広く研究する学問分野である、人文科学に関する諸問୊につい

て共同研究を行い、学術の進า発展に寄与することを目的として 1��� 年 11 ݄

に設立されました。ݱ在、໿ 3�0 名の研究員・客員研究員・४研究員が在籍し、所

属する学部や専攻する学問分野の֞ࠜを超えて、広い視野のもとに共同研究活

動を行っています。

研究ॴۀا

企業に関する理論的・実証的研究を行う目的で、1��� 年 4 ݄に発଍しました。

経営・会計・商業・金༥・経済の諸分野の研究員を中心に、客員研究員・४研究員

を交えて共同研究チームを૊৫して研究活動を行っています。また、内外のஶ

名な研究者をটいた研究会には、広く参Ճをݺびかけています。एख研究者の

育成にも力を஫いでおり、学術ࡶhࢽ 企業研究 へɦの投ߘも、認められています。

後期課程学生の研究発ද会（ओ࠵：理工学研究所・研究開発機構・大学院理工学研究科）

※ 2020 年度〜 2022 年度はΦンラインで開࠵கしました。

▲

研究所所蔵資料の利用について

多摩キャンパス 2 号館 4 階研究所書ݿにて、ൺֱ法・経済・企業・社会科学・人文科

学・政策文化総合各研究所所ଂ資料の利用に対応しています。ൺֱ法については

後楽園キャンパスでも一部資料の利用が可能です。各研究所とも所属研究員の利

用を優ઌとしていますが、図書館が所ଂしておらず学内で研究所にしかない資料

にݶり、一部をআき当日の一時利用ができます。大学院生は書ݿ内への入ݿ、書

。に഑架された図書のӾཡ・コピー利用が可能ですݿ

▲

準研究員制度について

大学院生が多くの研究の場を持つことは新しい学問的視野を広げるためのෆ可

ܽの要素です。一部の研究所をআき、४研究員として各研究所に所属すること

で、研究会や共同研究に参Ճすあることができます。
※準研究員の֨ࢿ等については研究所によって異なります。

๏຿研究科（๏科大学院・ϩʔεΫʔϧ）
ॣՏ୆キャンパス

法科大学院では、「఻౷と実学の精神」をࢫとして、ݱ代社会の高度かつ

多様な要ٻに応える法૤を養成しています。ݱ行の࢘法試験発଍以དྷ、

2
4�3名もの合格者をഐ出しており、法科大学院別ྦྷ積合格者数では、શ

国3位となっています。

経験豊かで学生とのڑ཭もۙい教तਞによる૑意工෉にຬちたत業と

カリキュラムߏ成、本法科大学院を修了したएख弁護士からなる実務講

によるत業の理ղを深めるためのフォローアップԋ習など、入学前かࢣ

ら学修をڧ力にサϙートする環境を整えています。また、ಠ自のڅ付঑

学制度をはじめ、多数の঑学制度があり、経済的ࢧԉにも౒めています。

中央大学法務研究科特別څ付঑学制度では、त業料શ額免আまたは൒額

免আの঑学金がڅ付され、໿60�の学生が受څしています。

さらに、リーΨル・キャリア・サϙート委員会を設置し、専属のキャリア

コンサルタントを഑置するとともに、本学のOB・OGネットワークをフ

ル活用しながらಠ自のキャリアࢧԉを実ݱしています。修了生は࢘法

試験合格後、ࡋ൑׭、検察׭、弁護士、インハウス・ローヤーおよびެ務

員等として幅広く社会にݙߩしています。

ઓུ経Ӧ研究科（ϏδωεεΫʔϧ）
ॣՏ୆キャンパス

ઓུ経営研究科は、ઓུ経営専攻(専門職学位課程ɿ.BAプログラム)お

よびビジネス科学専攻(博士後期課程ɿDBAプログラム)からߏ成される

ビジネススクールです。

.BAプログラムの特௃は、（1）ビジネスパーソンに特化していること、（2）

Ձ஋ある講ٛ、ڧいサϙート、ڧいコミュニティです。Ձ஋ある講ٛとは、

経営の࣠となる「ઓུ」を中心に、「マーケティング」「ファイナンス」「人的

資؅ݯ理」さらに「経営法務」の5分野を有機的に関࿈づけた౷合型プログ

ラムであることです。そして、カリキュラムをࢧえるトップクラスの教

तਞによるڧいサϙート。都心キャンパス（ॣ河台キャンパス）という好

立地で、ฏ日໷と土日にत業が行われ、ฏۉ年ྸ40ࡀ代というকདྷの経営

リーダー૚がूって、経験にཪ打ちされた೤いٞ論がઓわされるڧいコ

ミュニティです。さらに、理論や知識の取得のみならず、ケーススタディ・

グループワーク・ディスカッション・企業とタイアップしたフィールドラー

ニングなどのख法を通じて、ઓུࢥ考をݱ場で実践できる「チェンジ・リー

ダー」を育成しています。

.BA修了後は、DBAプログラムに進学し、さらに研究を進めることが可能

です。DBA課程を修了すると博士(経営؅理・学術)の学位がत与されます。

法務博士（専門職）取得できる学位 経営修士（専門職）MBA取得できる学位

˛໛ٖ法ఊ

▲

法務研究科（ロースクール）に関する
お問い合わせはこちら

法科大学院事務課

˟101-�324 東京都千代田۠神田ॣ河台3-11-5

Tel�03-6261-�532

▲

戦略経営研究科（ビジネススクール）に関する
お問い合わせはこちら

ઓུ経営研究科事務課

˟101-�324 東京都千代田۠神田ॣ河台3-11-5

Tel�03-6261-�522
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就職状況

▲

就職実績
中央大学大学院の修了者は、高度な専門知識と幅広い経験を持ち、様々な分野で活躍しています。「實地應用ノ素ヲ養フ」という本学の建学の精神の下、

各研究科の課程では、学術的な厳密さとともに、実務で応用可能なスキル習得の両方を重視し、その結果、企業、政府機関、大学・研究機関、非営利団体な

どでリーダーシップを発揮し活躍しています。

■ 就職先一覧

▲

教職免許
教職免許状の取得に必要とされる教職課程教科の単位の修得と、大学院の教科に関する所定の単位を修得した上で修士の学位を得た場合は、中学校教

諭・高等学校教諭の専修免許状を取得することができます。教職課程教科の単位修得をご検討の方は、綿密な履修計画が必要となる場合がありますの

で、各研究科事務室まで予めお問い合わせください。

■ 専修免許状教科の種類

研究科 専攻 中学校 高等学校

法学研究科

公法専攻 社会 公民

民事法専攻 社会 公民

刑事法専攻 社会 公民

国際企業関係法専攻 社会 公民

政治学専攻 社会
地理歴史

公民

経済学研究科 経済学専攻 社会
地理歴史

公民

商学研究科 商学専攻 社会 商学

理工学研究科

数学専攻 数学 数学

物理学専攻 理科 理科

都市人間環境学専攻 ー 工業

精密工学専攻 ー 工業

電気電子情報通信工学専攻 ー 工業

応用化学専攻 理科 理科

ビジネスデータサイエンス専攻 ー 情報

情報工学専攻 ー 情報

生命科学専攻 理科 理科

文学研究科

国文学専攻 国語 国語

英文学専攻 英語 英語

独文学専攻 ドイツ語 ドイツ語

仏文学専攻 フランス語 フランス語

中国言語文化専攻 中国語 中国語

日本史学専攻 社会 地理歴史

東洋史学専攻 社会 地理歴史

西洋史学専攻 社会 地理歴史

哲学専攻 社会 公民

社会学専攻 社会 公民

社会情報学専攻 情報

教育学専攻（注 1） 社会
地理歴史

公民

心理学専攻 公民

総合政策研究科 総合政策専攻 社会 公民

■ 教員就職例

公 立

東京都教育委員会、神奈川県教育委員会、千葉県教育委員会、

埼玉県教育委員会、岩手県教育委員会、福島県教育委員会、

宮城県教育委員会、長野県教育委員会、栃木県教育委員会、

茨城県教育委員会、福岡県教育委員会、愛知県教育委員会、

静岡県教育委員会

私 立

中央大学高等学校、中央大学附属中学校・高等学校、旭川明

成高等学校、茨城キリスト教学園中学校高等学校、大宮開成

中学・高等学校、開智学園中学・高等学校、木更津総合高等

学校、吉祥女子中学・高等学校、錦城高等学校、クラーク記

念国際高等学校、芝国際中学校・高等学校、芝浦工業大学柏

中学高等学校、樹徳高等学校、駿台学園中学校・高等学校、

西武台新座中学校・西武台高等学校、大成高等学校、獨協埼

玉中学高等学校、浜松日体中学・高等学校、藤村女子中学・

高等学校、東京電機大学中学校・高等学校

（注 1）2004 年度以後に教育学専攻博士（前期）課程入学生で、大学院入学前にすでに以下の
教科の「一種免許状」を取得済みの場合に限り、申請により、「専修免許状」に書き換
えることができます。

「中学」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・中国語
「高校」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・中国語・工業・商業・情報

（注）非常勤を含む

■ 2022年度修了生進路状況（博士前期課程） ■ 2022年度外国人留学生進路状況（大学院生）

ब৬
85�5�

ਐ学
6�7�

ແ業 5�3�
受験४備

2�5�

ਐ࿏報ࠂ者
計435人

ब৬
46�

ਐ学
15�

ແ業
19�

受験४備
13�

ਐ࿏報ࠂ者
計54人

ւ外渡ߤ
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博士前期課程

法学研究科 　綾瀬市役所、環境省、栃木県警察、蓮田市役所、投資信託

協会、いなば食品、xxx、カモメツーリスト、CS-C、西武バス、パーソルプ

ロセス＆テクノロジー、日立 ICT ビジネスサービス、豊昇、万葉倶楽部、三

菱電機インフォメーションシステムズ

経済学研究科 　 神 奈 川 県 庁、APパ ー トナ ー ズ、NTT デ ー タ・イン

フォメーションテクノロジー、NTT データ バリュー・エンジニア、エビソ

ル、かんぽ生命保険、シンプレクス・ホールディングス、Sky、ディック ソ

リューション エンジニアリング、TIS、西日本旅客鉄道、ニトリ、日本生命

保険、日本マスタートラスト信託銀行、HIPUS、北洋銀行、三菱商事ファッ

ション、矢吹海運、リコージャパン

商学研究科 　アクセンチュア、アズビル、伊藤忠エネクス、カヤバ、シ

ンカーミクセル、デロイト トーマツ税理士法人、日本アイ・ビー・エム、バ

ンダイナムコアミューズメント、ヤマハ発動機、PwC 税理士法人、富士

通、ランドマーク税理士法人、リクルート

理工学研究科 　国土交通省、総務省、IHI、アクセンチュア、イーピー

エス、いすゞ自動車、NTT コムウェア、NTT ドコモ、NTT データ、川崎重

工業、キヤノン、京セラ、KDDI、建設技術研究所、コーエーテクモホール

デ ィ ングス、シ ー ド、JX 金 属、JFE エンジニアリング、セイコ ー エプソ

ン、ソニ ー グル ー プ、ソニ ー セミコンダクタソリ ュ ー シ ョ ンズ、デ ィ ス

コ、デンソー、電通総研、東京エレクトロン、東京電力ホールディングス、

TOPPAN、日産自動車、日本工営、日本電気、パシフィックコンサルタン

ツ、パナソニックホールディングス、東日本高速道路、東日本電信電話、日

立製作所、富士通、富士電機、本田技研工業、三菱マテリアル、ルネサスエ

レクトロニクス、スタンレー電気、ヤフー、リコー

文学研究科 　阿見町役場、印西市役所、岡崎市役所、埼玉県教育委員

会、静岡県教育委員会、千葉県庁、跡見学園、東京学芸大学、東京大学、東

京電機大学、芝浦工業大学柏中学高等学校、吉祥女子中学・高等学校、アー

トコレクションハウス、AdvanCE Japan、アクセンチュア、ANA Cargo、

池田建設、A1 テック、カプコン、河北新報社、クマヒラ、河合塾マナビス、

シャープ、JFE 商事、ステップ、ゾフ、電通ジャパン・インターナショナル

ブランズ、東洋証券、データ・マネージメント、日本電波工業、ヒューマ

ンアカデミ ー、福 島 民 友 新 聞、プリンセススク ゥ エア ー、み ず ほ フ ィ ナ

ンシ ャ ルグル ー プ、PHOENIX、ムラヤマ、ヤマト 運 輸、ライトワ ー クス、

LAVA International、ルイ・ヴィトンジャパン

総合政策研究科 　外務省、神奈川県庁、アイエックス・ナレッジ、アイ

ネット、有問、Owned、グローバルマーケティング、ジェイ・エヌ・ビー、

ニコン、FAR EAST、日本システム技術、パーソルワークスイッチコンサル

ティング、BiGO、三井住友銀行

博士後期課程

法学研究科 　外務省、熊本県小国町役場、茨城大学、大東文化大学、

北九州市立大学、尚絅学院大学、信州大学、中央大学、宮崎産業経営大

学、NTT データ、中倫外国法事務弁護士事務所、日本経済新聞社、三井住

友信託銀行

経済学研究科 　中央大学、早稲田アカデミー

商学研究科 　文部科学省 科学技術・学術政策研究所、千葉経済大学、

広島修道大学

理工学研究科 　国土交通省、中央大学、中央大学理工学研究所、旭化

成、出光興産、JSR、SOLIZE、富士紡ホールディングス、三菱自動車工業、

ユーグレナ、楽天グループ

文学研究科 　国立障害者リハビリテーションセンター研究所、東京

都健康長寿医療センター、大倉精神文化研究所、国文学研究資料館、中央

大学、立命館大学、アカリク、エスプールプラス、クロス・フィロソフィー

ズ、ギグワークス

総合政策研究科 　中央大学、早稲田大学、風と光、まち実践社、三菱

食品

▲

博士後期課程への進学

博士前期（修士）課程の修了者のうち、大学教員をはじめとする研究職を目指す人は博士後期課程へ進学しています。

工業
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筆答試験と口述試験による最もスタンダードな入学試験です。試験は

研究科、課程によって実施時期が異なりますので、詳細については入

学試験要項を参照してください。

▲

一般入学試験

■ 特別進学（飛び入学）入学試験

【博士前期課程 理工学研究科数学専攻のみ】

飛び入学予定者及び早期卒業候補者を対象とした入学試験です。

■ 自己推薦入学試験

【博士前期課程 理工学研究科 都市人間環境学専攻】

【博士前期課程 理工学研究科 ビジネスデータサイエンス専攻のみ】

所属する大学・学部・学科にとらわれない幅広い選択肢を学生に提供するための

入試制度です。■ 推薦入学特別（他大推薦）入学試験

【博士前期課程 理工学研究科精密工学専攻のみ】

学生の所属大学にとらわれない幅広い選択肢を提供するべく、学力試験における

他大学院受験のハンディキャップを軽減することを目的としています。

■ 1年修了者特別入学試験

【博士後期課程 理工学研究科数学専攻】

【博士後期課程 ビジネスデータサイエンス専攻】

【博士後期課程 生命科学専攻】

【博士後期課程 電気・情報系専攻のみ】

博士前期課程を 1 年修了予定の人に対して実施する特別入学試験です。

■ 指定機関推薦入学制度

【国際情報研究科のみ】

詳細については国際情報学部事務室までお問い合わせください。

▲

その他の入学試験

早期に大学院進学を希望する学部学生を主な対象とし、学業成績等を

主な資料とする書類審査と口述試験による入学試験です(一部入試で

は、筆答試験を実施します)。また、法学研究科では法科大学院修了者を

対象とした博士後期課程の特別選考入試も実施しています。

▲

特別選考入学試験

研究意欲に燃える社会人に対して門戸を拡げて、一般学生と同様の教

育条件のもとで就学の機会を提供することを目的に実施する入学試

験です。豊富な社会的体験と深い実務経験を有する社会人の入学が、

実学にもとづく各研究科の研究と教育にも多大の寄与をもたらすこ

とを期待しています。

▲

社会人特別入学試験

外国籍の方を対象とした入学試験です。日本の大学・大学院を卒業・

修了（見込）した方も受験できます。諸外国で培った知識をもとに日

本で更なる教育・研究を積むことで、出身国と日本の発展に寄与する

人材となることが期待される留学生を迎えるとともに、本学における

国際交流の推進を図るものです。

▲

外国人留学生入学試験
（国際情報研究科を除く）

科目等履修生制度 聴講生制度

大学院に研究科生（課程を修める一般的な大学院生 ）として入学せず

に、特定の科目のみ履修し、単位の認定を受ける制度のことです。出

願資格は学士の資格を有する者、または学士の資格を有する者と同

等以上の学力を有すると研究科が認めた者です。所定の審査を行い

履修の可否を決定します。

大学院に研究科生として入学せずに、特定の科目について聴講する

制度のことです。単位の認定を受けることはできません。出願資格

は学士の資格を有する者、または学士の資格を有する者と同等以上

の学力を有すると研究科が認めた者です。所定の審査を行い聴講の

可否を決定します。

大学院既修得単位認定制度
大学院に入学する以前に、大学院において修得した単位を審査の上、15 単位を超えない範囲で認定する制度です。

入学前に他の大学院を修了している場合や、科目等履修生制度を利用して単位を修得している場合は、この制度を利用することで修了に必要な単位が認定されます。

入試概要

中央大学公式ウェブサイトで公開しています。

出願に必要な書類についてもダウンロードできますの

で、出願の際はご自身でプリントアウトし、記入の上、提

出してください。冊子での配布は行っておりません。

入学試験要項はどこで入手できますか？Q

研究科によって受け入れの条件が異なります。法学研究科、商学研究科、総合政策研究科、国際情報研

究科は国費・公費の留学生のみ受け入れております。国費とは文部科学省派遣の国費留学生、公費とは

企業派遣、奨学金受給者等の指導料が自己負担でない留学生をさします。経済学研究科・文学研究科・

理工学研究科では私費による留学生も受け入れています。

研究生の受け入れは行っていますか？Q

過去3年分の筆答試験問題を公開しています（一部

著作権にかかわる箇所は非公開）。

中央大学公式ウェブサイトからご請求ください。ま

た、事務室窓口でのお渡しも可能です。

過去問題は公開していますか？Q

その他の
入試Q&A

入試
Q&A

▲ 入学試験要項は
こちらから

学部と大学院（博士前期課程）をあわせて5年間で「修士」を取得

大学の学部（学士課程）と博士前期課程・修士課程を卒業・修了するのに通常は6年を要するところ、1年短縮し5年

で修了することが可能です。在学期間の短縮とともに、学費の低減にもなります。以下の2つの制度があります。

CLOSE UP

■ 学部＋大学院（博士前期課程）を卒業・修了するまでの
所要年数

通常の所要年数の場合

学部を早期卒業した場合

大学院を1年修了する場合

通常の場合（学部4年＋大学院2年）

学部を早期卒業した場合（学部3年＋大学院2年）

大学院を1年修了する場合（学部4年＋大学院1年）

学部4年 大学院2年 合計6年 合計 6,255,000円

合計 5,127,700円

合計 5,567,100円

学部 3 年 大学院2年 合計5年

学部4年 大学院
1 年 合計5年

1年短縮

1年短縮

通常の学費の

約81％

通常の学費の

約89％
※学費は学部・研究科によって異なります。グラフは平均的な学費です。
※紫：学部学費、青：大学院学費

■ 学費シミュレーション

通常の所要年数の場合

学部を早期卒業した場合

大学院を1年修了する場合

通常の場合（学部4年＋大学院2年）

学部を早期卒業した場合（学部3年＋大学院2年）

大学院を1年修了する場合（学部4年＋大学院1年）

学部4年 大学院2年 合計6年 合計 6,255,000円

合計 5,127,700円

合計 5,567,100円

学部 3 年 大学院2年 合計5年

学部4年 大学院
1 年 合計5年

1年短縮

1年短縮

通常の学費の

約81％

通常の学費の

約89％

「学部の早期卒業制度」を利用

学部において早期卒業の制度を利用した場合、学部を 3 年、大学院

（博士前期課程）を 2 年で修了することで、学部＋大学院（博士前期

課程）を 5 年で終えることができます。卒業に必要な単位を優秀な

成績で修得し、かつ、大学院に進学することを条件に、学生が自ら

希望することで、学部の在籍期間が 3 年で卒業することができる

制度です。応募のためにはいくつかの要件があります。

学部3年 + 博士前期課程2年

※大学や学部により、早期卒業制度の有無や要件が異なります。詳細は所属大学の学
部へご確認ください。

「博士前期課程を1年で修了する制度」を利用

学部を 4 年で卒業した場合、大学院（博士前期課程）の 1 年修了制度

を利用することで、学部＋大学院（博士前期課程）を 5 年で終える

ことができます。1 年修了制度は、所定の単位を修得し、かつ必要

な研究指導を受けたうえで、特に優れた修士論文や研究業績を上

げた大学院生に対して、通常 2 年間の修学期間の短縮がなされ、1

年間で修了することができる制度です。1 年修了にあたっては、各

研究科において通常の 2 年間での修了よりも厳格な審査が行われ

ます。

学部4年 + 博士前期課程1年

※ 1 年修了の有無や取り扱いは研究科・専攻によって異なります。詳細は志願する研
究科へご確認ください。
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入試೔ఔ

※入試日程は、変更となる場合がありますので本学ウΣブサイトをご確認ください。

課
程

実施
期࣌

入試ํ式 数 物 都
人 精 電 化 %

4 情 生 出願期間 試験日 合֨ൃද
入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ

理
工
学
研
究
科

博
士
前
期

学内ਪન（4月上०） ● ● ● ● ● ● ● ● ● 2024
3�25 〜 3�2�

૭ޱ受付のみ

2024
4�5

2024
4�12

2025
1�17

※
�月入学

2024�8�2

学内選考（4月上०） ● ー ● ー ● ● ● ー ー

外国人留学生大学ਪન特ผ
※国際ਫ環境

ー ー ˓ ー ー ー ー ー ー
2024

4�26 〜 5�4
2024
5�25

2024
5�31

夏
季

一ൠ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2024
6�7 〜 6�13

2024
7�6

2024
7�12

社会人特ผ ● ● ● ー ● ー ● ● ー

ਪન入学特ผ選ൈ
（ଞ大ਪન）

ー ー ー ˓ ー ー ー ー ー

ਪનݾࣗ ー ー ー ー ー ー ˓ ー ー

外国人留学生（�月入学） ー ー ˙ ˙ ー ー ー ー ー
2024

5�31 〜 6�6

外国人留学生 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
2024

��20 〜 ��26
2024
11�5

2024
11�8

春
季

一ൠ ˓ ˓ ー ー ー ー ˓ ˓ ˓

2025
1�7 〜 1�14

2025
2�3

2025
2�7

2025
2�14

社会人特ผ ˓ ˓ ー ー ˓ ー ˓ ˓ ー

ਪનݾࣗ ー ー ˓ ー ー ー ー ー ー

特ผਐ学（ඈび入学） ˓ ー ー ー ー ー ー ー ー

課
程

実施
期࣌

入試ํ式 数 物 都
人 精 化 %

4 生 電
情 出願期間 試験日 合֨ൃද

入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ

理
工
学
研
究
科

博
士
後
期

学内ਪન（4月上०） ー ー ー ー ˓ ˓ ー ˓
2024

3�25 〜 3�2�
૭ޱ受付のみ

2024
4�5

2024
4�12

2025
1�17

※
� 月入学

2024�8�2

夏
季

一ൠ ー ˓ ˓ ˓ ー ˓ ˓ ˓

2024
6�7 〜 6�13

2024
7�6

2024
7�12

社会人特ผ ● ● ● ● ● ● ● ●

学内ਪન ー ー ー ˓ ー ー ˓ ー

外国人留学生 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
2024

��20 〜 ��26
2024
11�5

2024
11�8

春
季

一ൠ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

2025
1�7 〜 1�14

2025
2�3

2025
2�7

2025
2�14

社会人特ผ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

博士課程前期課程を1年で
修了する者の特ผ入試（1年修了）

˓ ー ー ー ー ˓ ˓ ˓

課程 実施࣌期 入試ํ式 出願期間 筆答試験 口ड़試験
ऴ合֨࠷

ൃද
入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ

国
際
情
報
研
究
科

修士

Նق 特ผ 4�3 〜 4�5 ー 4�24 4�26

3�8

ळق

特ผ

8�1� 〜 8�22 ��14 ��14 ��20一ൠ

社会人

य़ق

特ผ

1�6 〜 1�� 2�1 2�1 2�13一ൠ

社会人（指定機関含む）

入試形態の表記について　【一般】一般入試、【特別】特別選考入試、【社会人】社会人特別入試、【外国人】外国人留学生入試

課程 実施࣌期
入試ํ式

出願期間 筆答試験 口ड़試験 ऴ合֨ൃද࠷
入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ一ൠ 特別 社会人 外国人

法
学
研
究
科

博士前期

Նق ー ˓ ー ー 4�3 〜 4�4 ー 4�1� 4�24 2�20

ळق ˓ ˓ ˓ ˓ 7�2 〜 7�4 ��12 ��12 10�1 2�20

य़ق ˓ ˓ ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�16 1�16 2�5 2�20

博士後期
ळق ˓ ˓ ˓ ˓ 7�2 〜 7�4 ��12 ��12 10�1 2�20

य़ق ˓ ˓ ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�16 1�16 2�5 2�20

※博士前期課程社会人特ผ入試、博士後期課程特ผ選考入試はච౴試験を実施しませΜ。

課程 実施࣌期
入試ํ式

出願期間
第一࣍試験

（筆答試験）
第一࣍試験
合֨ൃද

第二࣍試験
（口ड़試験）

ऴ合֨࠷
ൃද

入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ一ൠ 特別 社会人 外国人

経
済
学
研
究
科

博士前期

Նق ー ˓ˎ1 ー ー 4�3 〜 4�4 ー ー 4�17 4�22 2�20

ळق ˓ ˓ ー ˓ 7�2 〜 7�4 ��2 ��11 ��18 ��24 2�20

य़ق ˓ ˓ ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�2� 2�7 2�10 2�17 3�7

博士後期 य़ق ˓ ー ー ˓ 11�25 〜 11�28 1�2� 2�7 2�10 2�17 3�7

※博士前期課程特ผ選考入試はච౴試験を実施しませΜ。　※博士前期課程社会人特ผ入試はච౴試験当日にޱड़試験も実施します。࠷ऴ合֨発දは 2�2 です。　ˎ 1：学内選考入試のみ実施します。

課程 実施࣌期
入試ํ式

出願期間
第一࣍試験

（筆答試験）
第一࣍試験
合֨ൃද

第二࣍試験
（口ड़試験）

ऴ合֨࠷
ൃද

入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ一ൠ 特別 社会人 外国人

商
学
研
究
科

博士前期

Նق ー ˓ ー ー 4�3 〜 4�4 ー ー 4�17 4�22 2�20

ळق ˓ ˓ ˓ ˓ 7�2 〜 7�4 ��2 ��11 ��17 ��30 2�20

य़ق ˓ ˓ ー ー 11�25 〜 11�28 1�2� 2�7 2�10 2�17 3�7

博士後期 य़ق ˓ ー ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�2� 2�7 2�10 2�17 3�7

※博士前期課程特ผ選考入試はච౴試験を実施しませΜ。

課程 実施࣌期
入試ํ式

出願期間 筆答試験 口ड़試験
ऴ合֨࠷

ൃද
入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ一ൠ 特別 社会人 外国人

文
学
研
究
科

博士前期

Նق ー ˓ ー ー 4�3 〜 4�4 ー 4�17 または 4�18 4�23 2�20

ळق ˓ ー ˓ˎ1 ˓ 7�2 〜 7�4 ��� ��17 または ��18 ��25 2�20

य़ق ˓ ー ー ˓ 12�3 〜 12�5 1�22 1�28 または 1�2� 2�4 2�20

博士後期 य़ق ˓ ー ー ˓ 12�3 〜 12�5 1�22 1�28 または 1�2� 2�4 2�20

※博士前期課程特ผ選考入試はච౴試験を実施しませΜ。　　ˎ1：఩学・心理学（心理学ίース）専攻以外実施します。

課程 実施࣌期
入試ํ式

出願期間
第一࣍試験

（筆答試験）
第一࣍試験
合֨ൃද

第二࣍試験
（口ड़試験）

ऴ合֨࠷
ൃද

入学ਃࠐ
手ଓ期ݶ一ൠ 特別 社会人 外国人

総
合
政
策
研
究
科

博士前期

Նق ー ˓ ー ー 4�3 〜 4�4 ー ー 4�1� 4�24 2�20

ळق ˓ ˓ ー ˓ 7�2 〜 7�4 ��2 ��11 ��20 ��26 2�20

य़ق ˓ ー ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�2� 2�10 2�14 2�1� 3�7

博士後期 य़ق ˓ ー ˓ ˓ 11�25 〜 11�28 1�2� 2�10 2�14 2�1� 3�7

※博士前期課程特ผ選考入試、博士後期課程社会人特ผ入試、博士後期課程外国人留学生入試はච౴試験を実施しませΜ。

▲

����೥度大学院入学試験೔程

ʦ注1ʧ　●でࣔしている入学試験の合֨者は2025年4月もしくは2024年�月に入学することができる。ただし、特ผ選考入学試験（学内ਪન・学内選考）合֨者の2024年�月入学は、2024年�月学部卒業༧
定者に限る。

ʦ注2ʧ　˙でࣔしている入学試験の合֨者は2024年�月に入学することができる（2025年4月入学はෆ可）。

数ɿ数学専攻、物ɿ物理学専攻、都人ɿ都市人間環境学専攻、精ɿ精密工学専攻、電ɿ電気電子情報通信工学専攻、化ɿ応用化学専攻、
%4ɿビジネスデータサイエンス専攻、情ɿ情報工学専攻、生ɿ生命科学専攻、電情ɿ電気・情報ܥ専攻
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入試݁Ռ

■ 博士前期・修士課程
定һ

一ൠ入試 特別બߟ入試
社会人特別

入試
外国人留学生

入試
ਪન入学特別બൈ
（ଞ大学学部）

自己ਪન入試 特別ਐ学入試
指定機関
ਪન入試

合計

願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨

法学研究科

公法専攻 8 5 1 4 0 0 0 1 0 10 1

民事法専攻 20 0 0 3 2 0 0 32 7 35 �

事法専攻ܐ 10 4 3 0 0 1 0 � 8 14 11

国際企業関܎法専攻 20 0 0 4 2 0 0 10 0 14 2

政࣏学専攻 15 4 1 1 1 3 2 4 0 12 4

　計 73 13 5 12 5 4 2 56 15 85 27

経済学研究科 経済学専攻 50 26 8 14 12 0 0 33 11 73 31

商学研究科 商学専攻 25 77 15 14 � 0 0 68 5 15� 2�

理工学研究科

数学専攻 25 4 1 6 5 0 0 0 0 0 0 10 6

物理学専攻 25 12 4 12 12 0 0 0 0 24 16

都市人間環境学専攻 60 14 12 58 58 0 0 3 2 3 3 78 75

ਫ਼ີ工学専攻 52 28 1� 46 46 7 2 0 0 81 67

電ؾ電子情報௨৴工学専攻 45 16 11 42 41 0 0 4 0 62 52

応用化学専攻 45 � 6 55 55 0 0 64 61

ϏジωスデータサイΤンス専攻 30 27 14 8 7 0 0 7 5 1 1 43 27

情報工学専攻 40 35 12 15 15 0 0 5 0 55 27

生໋科学専攻 25 14 � 5 5 1 1 20 15

　計 347 15� 88 247 244 0 0 27 10 0 0 4 4 0 0 437 346

文学研究科

国文学専攻 10 3 2 1 1 0 0 8 3 12 6

英文学専攻 10 3 0 0 0 0 0 2 0 5 0

ಠ文学専攻 5 1 0 1 1 0 0 0 0 2 1

෹文学専攻 5 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2

中国ݴ語文化専攻 5 0 0 0 0 0 0 12 3 12 3

日本史学専攻 7 � � 0 0 0 0 4 2 13 11

東༸史学専攻 5 1 0 1 1 0 0 0 0 2 1

西༸史学専攻 5 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

఩学専攻 5 1 1 1 1 0 0 3 0 5 2

社会学専攻 5 4 3 0 0 0 0 34 5 38 8

社会情報学専攻 5 1 1 0 0 1 0 38 1 40 2

教育学専攻 5 2 0 0 0 0 0 5 0 7 0

心理学専攻 8 8 4 3 3 1 0 2 0 14 7

　計 80 35 22 8 8 2 0 108 14 153 44

総合政策研究科 総合政策専攻 40 � 4 4 3 0 0 22 7 35 14

国際情報研究科 国際情報専攻 25 11 4 4 4 4 1 3 3 22 12

■ 博士後期課程 定һ
一ൠ入試 特別બߟ入試 社会人特別入試 外国人留学生入試 特別ਐ学入試 合計

願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨ 願ࢤ 合֨

法学研究科

公法専攻 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

民事法専攻 7 2 1 0 0 0 0 0 0 2 1

事法専攻ܐ 5 3 3 0 0 1 1 3 3 7 7

国際企業関܎法専攻 10 0 0 0 0 1 1 2 0 3 1

政࣏学専攻 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　計 28 5 4 0 0 2 2 5 3 12 �

経済学研究科 経済学専攻 10 0 0 1 0 1 0

商学研究科 商学専攻 5 0 0 0 0 1 1 1 1

理工学研究科

数学専攻 3 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

物理学専攻 3 0 0 0 0 0 0 0 0

都市人間環境学専攻 5 4 4 1 1 0 0 5 5

ਫ਼ີ工学専攻 3 0 0 1 1 1 1 1 0 3 2

応用化学専攻 3 0 0 3 3 0 0 0 0 3 3

ϏジωスデータサイΤンス専攻 3 1 1 4 4 1 1 0 0 0 0 6 6

生໋科学専攻 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電ؾ・情報ܥ専攻 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　計 2� 6 6 8 8 3 3 1 0 0 0 18 17

文学研究科

国文学専攻 5 1 1 1 1 2 2

英文学専攻 5 0 0 2 0 2 0

ಠ文学専攻 3 0 0 0 0 0 0

෹文学専攻 3 0 0 0 0 0 0

中国ݴ語文化専攻 3 0 0 2 1 2 1

日本史学専攻 5 0 0 0 0 0 0

東༸史学専攻 3 1 1 1 1 2 2

西༸史学専攻 3 0 0 0 0 0 0

఩学専攻 3 1 1 0 0 1 1

社会学専攻 3 1 0 2 2 3 2

社会情報学専攻 3 0 0 1 0 1 0

教育学専攻 3 0 0 0 0 0 0

心理学専攻 4 0 0 1 1 1 1

　計 46 4 3 10 6 14 �

総合政策研究科 総合政策専攻 10 0 0 0 0 1 1 1 1

（2024年度4月入学）

このΨイドブックのࡌܝデータは 2024年 4 月1日現在のものです。

経済学研究科

商学研究科

文学研究科

総合政策研究科

ଟຎΩϟϯύε 大学院事務室
˟1�2-03�3 東京都ീԦ子市東中野742-1
5eM. 042-674-2613

˙ 多摩モノレーϧʰ中央大学・明星大学Ӻ かɦらెา1෼
˙ 京Ԧ動物園線ʰ多摩動物公園Ӻ かɦらెา約10෼
˙ খా急多摩線・京Ԧ相໛ݪ線ʰ多摩センターӺ かɦらόス約12෼
˙ +3 中央線ʰ๛ాӺ かɦらόス約15෼

お問い合わせ

法学研究科

ᣕՙ୩Ωϟϯύε
大学院事務室 法学研究科分室
˟112-8631 東京都文京۠大௩1-4-1
5eM. 03-5�78-4143

˙ 東京ϝトϩؙノ内線ʰ茗荷谷Ӻ かɦらెา1෼
˙ 東京ϝトϩ有ָொ線ʰޢ国ࣉӺ かɦらెา12෼

お問い合わせ

理工学研究科

ԂΩϟϯύεָޙ
理工学部事務室 大学院担౰
˟112-8551 東京都文京۠य़日1-13-27
5eM. 03-3817-1740

˙ 東京ϝトϩؙノ内線・ೆ๺線ʰ後ָ園Ӻ かɦらెา約 5 ෼
˙ 都Ӧాࡾ線・大ށߐ線ʰय़日Ӻ かɦらెา約 7 ෼
˙ +3 総武線ʰਫಓڮӺ かɦらెา約15෼

お問い合わせ

国際情報研究科

ϲ୩ాொΩϟϯύεࢢ
国際情報学部事務室 研究科担౰
˟162-8478 東京都新॓۠市谷ాொ1-18
5eM. 03-3513-0314

˙ 東京ϝトϩ有ָொ線・ೆ๺線ʰ市έ谷Ӻʱਖ਼໘
˙ +3 中央・総武線ʰ市έ谷Ӻ かɦらెา約 5 ෼
˙ 都Ӧ新॓線ʰ市ϲ谷Ӻ かɦらెา約 5 ෼

お問い合わせ

ACCESS

千葉
本八幡

新浦安

都営新宿線

京急空港線

JR総武線
秋葉原

北千住

御茶ノ水

本郷三丁目
後楽園

水道橋
飯田橋

春日茗荷谷 東大前

南北線
巣鴨 駒込

池袋
JR埼京線

大宮
玉川上水

拝島

JR武蔵野線
JR青梅線

武蔵浦和

吉祥寺 JR中央線

荻窪

明大前

下北沢

小田
急線

東急
東横
線

JR東海
道線

川崎

京急川崎

上大岡

横浜

菊名
武蔵小杉

登戸

JR南武線
多摩センター

新百合ヶ丘

新横浜

厚木

大和

町田

藤沢

茅ケ崎

多摩キャンパス

後楽園キャンパス

市ヶ谷田町キャンパス

小田原

橋本

京王相
模原線

調布

府中本町

西国分寺立川
立川南

分倍河原

中央大学・
明星大学

多摩モノレール

西武
拝島
線

京王八王子

八王子 豊田

北野

高幡不動

多摩
動物公園

線
頭
の
井
王
京

R
J

線
浜
横

R
J

線
模
相

京王
線

都営大江戸線

赤羽

都営三田線

新宿

曙橋

四ツ谷
市ケ谷

ス
レ
プ
ス
ク
エ
ば
く
つ

浜松町
東
京
モ
ノ
レ
ル

東京

JR京葉線

大門

品川

三田

渋谷

目黒 白金高輪

京急蒲田

線
急
京

JR山手線

丸ノ内
線

羽田空港
（東京国際空港）

茗荷谷キャンパス

62 63




